








































俺と魔物の異世界レストラン








落合祐輔





[image: ]









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　一章　いらっしゃいませ！　ご案内は吸血鬼が承ります！










　　《サラマンダーの月》十日






「……この光景、全然慣なれないな」

　食事を楽しむお客様でいっぱいの『レストラン・フォリオーズ』。

　その店内に立ち尽つくして、アーウィン・オルコットは独ひとりごちる。

　休日の夜だからだろう。木目がキレイな二名がけのテーブル全二十席は、その半分以上が埋うまっていた。およそ三十名弱のお客様が談笑している。

　それ自体はいい。飲食店なのだ、繁はん盛じようするのはなによりありがたい。

　問題はその客層が、すべて魔物だということだ。

「この間の引っ越しの現場で、バイトのダークエルフがお客さんともめちゃってよ。もうめちゃくちゃ上司に怒られたんだ、俺の監かん督とく不ふ行ゆき届とどきだって。納得いかね～」

「あ～。そりゃ災さい難なんだな。監督不行届っていやぁ、こっちは部下に半はん魚ぎよ人じんがいるからさ。昼休みに必ず水浴びに行って、その度に遅刻するんだ。仕事はかどらなくて大変だよ」

「互いに苦労してんだな。まぁ、仕事がないよりは儲もうけもんだからしかたねぇよな」

「間違いない。人間の世界じゃ『働かざる者食うべからず』って言うらしいしな」

　仕事の話を肴さかなに、血のように真っ赤なドリンクをあおっているのは、竜りゆう人じんの二人組だ。

　そこだけではない。アンティーク調の店内を見回せば、他にもリザードマンやケンタウロス、露ろ出しゆつ度の高いドレスを纏まとったサキュバスなど、お客様はみな魔物ばかり。

　もっとも『魔物による魔物のための飲食店』というのが、ここ『レストラン・フォリオーズ』のコンセプトなのだから、当然といえば当然の光景。

　そんな店内に立たされている人間はアーウィンただ一人。

　仕事だと頭ではわかっていても、自分の存在が浮いているように思えて割り切れない。

「た、大変です！　アーウィンさん！」

　突然背後から聞こえてきた慌あわただしい声に、アーウィンは振り返る。

　片方が深しん紅くの瞳のクリッとしたオッドアイ。整ととのった鼻筋を辿たどると、小さな八や重え歯ばを覗のぞかせる、ほんのりとピンク色の愛らしい唇くちびる。

　そんな童どう顔がんで小動物のような女の子が、複数の料理を乗せたトレンチと呼ばれるお盆ぼんを両手で持ちながら、顔色に焦あせりを滲にじませて立っていた。

「このお料理……どのお席へ提供するのか、わかんなくなっちゃいました！」

「えっと、それなら五番テーブルだね。とりあえず落ち着こうか、リーラ」

　リーラと呼ばれた少女は、弾はじかれたように五番テーブルへ顔を向けた。そんな些さ細さいな体の動きで、トレンチに乗せている料理がぐらりと揺れる。アーウィンの肝きもがヒヤリとなるほど危なっかしいが、そうでもしないと回らないぐらいに忙しかったのだ。

　アーウィンがデシャップ──厨ちゆう房ぼうとホールとを仕切るカウンターへ目を向けると、出来上がったばかりの料理が所狭しと並べられていた。

　にもかかわらず、もう次の料理までが並ぼうとしている。

「よかった……ちゃんと確認しておいて正解でした。ありがとうございます！」

　不安が解消したらしいリーラの表情は、陽ひの光のような眩まぶしい笑顔だ。

　金色のポニーテールが弾む様子も、元気が有り余っている印象を植え付け──、

「アーウィンさんは頼りになります♪　血を全部吸い尽つくしちゃうには、惜おしいぐらい」

「いつだって俺は命が惜しいけどな！」

　さらりと物ぶつ騒そうな言葉を口に出され、妙な悪お寒かんがアーウィンの背を走る。

　顔や声はもちろん、ウエストをキュッと締しめるエプロンやミニスカートの制服姿は、可愛かわいさに溢あふれていて見み惚ほれてしまいそうになる。

　だがここは、魔物による飲食店。

　リーラもその例外ではなく、立派な『吸血鬼族』の女の子。

　他にも接客を担当しているホールスタッフには、十六歳ぐらいの背格好に花をあしらったカチューシャが似合う、『木霊こだま』という魔物の少女が出しゆつ勤きんしている。今日は休みだが、頭部が大きな一つ目の『モノアイ族』という魔物の男性も一人、在ざい籍せきしている。

　客層だけではなく店員に至いたるまで、アーウィン以外は全員が魔物という環境だった。

「おーい、嬢じようちゃん！　こっちの料理まだかよ？」

「あっ、はーい！　ただいま！　……それじゃアーウィンさん、行ってきますね」

　五番テーブルのお客様に催さい促そくされてしまったリーラは、はにかみながら客席へ向かった。焦っているのか小走り気味。しかもトレンチの両手持ちは意外と安定しないものだ。

「ちょっ、リーラ！　気をつけて！」

　長年の勘から嫌な予感を抱いたアーウィンが声をかけた、次の瞬間。

　案の定、リーラの持つトレンチがぐらりと傾かたむき、乗せていた料理がトレンチの上を滑すべり、

「えっ？　──ひゃぁっ!!」

　タバコを吹かしていたワーウルフのお客様へ、料理をぶっかけてしまった。

「うわっちち！　おい、なにやってんだよ！　確かに『ローストグリフォン』頼んだけどよ、誰が俺に盛もれっつったんだよ！」

「ごごご、ごめんなさいお客様！」

「ごめんで済むか！　責任者呼んでこい！　頭下げさせろや！」

　その一言で一気に客席が静まりかえる。忙せわしなく料理を作る厨ちゆう房ぼうからの音だけが、辛かろうじて飲食店らしさを残していた。

　ひとまずは場を納めなければと、アーウィンは条件反射でワーウルフのもとへ急ぐ。

「申し訳ありませんでした、お客様。お怪け我がはございませんか？　すぐに新しく作り直してご用意いたしますので──」

「俺は責任者を呼んでこいっつったんだ。誰が人間呼んでこいっつった、ああ!?」

　ワーウルフはそう声を荒らげた。

　アーウィンも場を納めることを急ぐあまり、手段を間違えてしまったと悟さとる。

　責任者云うん々ぬんではない。単純に、アーウィンが人間だからだ。

「なんなんだこの店はよぉ。散々客待たせて料理ぶっかけた挙あげ句く、頭下げに来たのが人間？　ふざけんな！　ここは、俺達魔物が楽しく飯を食える場所じゃねぇのか？　なのになんで人間なんかが働いてんだよ！」

「お客様、確かにこちらの不手際でご迷惑をおかけしてしまいました。しかし私は厳げん重じゆうな審査の上、『人間就しゆう労ろう制度』によって魔界での労働が認められている身でございます。また当店は『人間就労制度』加盟店でございますので」

「んなこと知るか！　難しい言葉使いやがって。働きに来てる人間様は偉えらそうだなぁ！」

　働きに来てる──決して間違ってはいなかった。

　十年前、永らく続いていた人間と魔物の戦争は、魔王が人間側と和平を結んで終戦を迎えた。同時に魔王は、人間社会のシステムを魔物社会にも取り入れようとした。

　だがその為ためにはかつての魔物の生活様式をガラリと変える必要があり、魔王は変革をより円えん滑かつに進める文化交流の一環として、各業種ごとに人間の就しゆう労ろうを望んだのだ。

　そうして成立したのが『人間就労制度』。

　人間社会のシステムに不慣なれな魔物へのアドバイザーとして、人間が働きに来る制度だ。

　……だが目の前のワーウルフ然しかり、すべての魔物が制度に賛成なわけではない。

「だいたい人間共のマネごとすりゃより種族として高みに到達できるってんで、魔王様の命令で政まつりごとやって法律作ったり、人間共の娯ご楽らくで遊んだりしてるけどよ。それにすら俺は反対なんだよ！　んな下らねぇ制度で人間共と共存するより、みんなで好き放題やりたい放題喰くい散ちらかす方が楽しいじゃねぇか！」

「そうは仰おつしやいましても……公的な制度ですから」

「だから！　客である俺は！　それを望んでなんかいねぇんだよ！　なんでおめぇの給料のために、俺が魔石を支払わなきゃなんねぇんだって話だ！」

　ダァン！　ワーウルフはテーブルに拳こぶしを叩たたきつけた。

　もはやここまで話が脱線してしまうと、因いん縁ねんを押しつけるただの迷惑なクレーマーだ。

（確かに俺たち人間は、魔物にお願いされている立場かもしれないけど……）

　少なくともアーウィンは、「お願いされちゃぁ仕方ないから教えてやるか」だなんて気持ちでここにいるわけではない。

　目的があって、望んで魔界へ働きに来ている身。

　いまだ人間に対して敵てき愾がい心しんや差別思想を持つ魔物が、一部とはいえ存在しているのは理解できる。人間に置き換えたって同じだ。争っていた過去があるのだから。

　だが、今ここにいるアーウィンは『飲食店スタッフ』だ。

　思想も、種族も、それらすべてを捨て去って『中立』でおもてなししなければならない。

　それが飲食店スタッフとして、アーウィン・オルコットが果はたすべき役目だ。

「おい、なにボサッとしてんだ人間。いい加減にしねぇと、ここでおめぇを血祭りに上げんぞ!?　そうすりゃ、他の連中も本能思い出すんじゃねぇか？　試してみるか、ええ!?」

　ワーウルフは納めていた禍まが々まがしい爪つめを、威い嚇かくするように生やした。もう聞く耳など持ってくれないのだろう。

　できることなら責任者──店長の手を煩わずらわせずに解決したかったが、状況的に厳きびしいだろう。これ以上のやり取りは火に油を注そそぎかねない。

「……かしこまりました、お客様。私が無礼でした。急ぎ店長を連れて参りますので、もう少々お待ちください」

　アーウィンは頭を下げると、そばにいるはずのリーラへ声をかけた。

「ちょっと店長呼んでくるから、しばらくホールを任せてもいいかな？　あの人、今日はどこの店に──」

　言いながら、アーウィンが振り返った──その時。




「『深しん淵えんより出いでし時計塔。悠ゆう久きゆうの常とこ闇やみに誘いざなうは森しん羅ら万ばん象しよう』──『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』！」




「──ッ!?」

　突とつ如じよリーラは、掌てのひらに三個の魔石を乗せて詠唱したのだ。

　淡い黄金色に輝いた魔石達は宙を舞い、ワーウルフの頭上へ移動する。光すらも飲み込む黒い渦うずが展開し、大きくなっていく様子に、ワーウルフは目を丸くしながら後あと退ずさる。

「お、おい、小娘……。その詠唱、まさか……!!」

「おおお、客様ごめんなさい！　これ以上は他のお客様のご迷惑になりますので！」

　どうやら脅おどしではないようで、リーラは術を止めようともしない。

「『一方通行案内人』だと!?　貴族にしか使えない術じゃないか！」

「なんでそんな超上級魔術を……あのウエイトレス、何者だ!?」

　店内も輪をかけて騒そう然ぜんとなる。無理もない。術の発動に支払われた黄金魔石は、人間の貨か幣へいに直せば一個一万ゴールド。それが三個ともなれば大盤振る舞いもいいところだ。

　よくわからない言葉も飛び交っているが、ともかく膨ぼう大だいな魔力量を必要とする強力な魔術なのだろう。しかもそれをクレーマー相手に使っているのだから、魔術に馴な染じみのないアーウィンだって驚きもする。

「ふざけんな！　俺が一番迷惑だ！　つーかそもそも、そっちの不手際だろうが！　なんだって飯食いに来ただけで、こんな超上級魔術の餌え食じきに!!」

　次の瞬間、渦の中から漆しつ黒こくの腕うでがズズズッと生えてくる。禍まが々まがしく大きな手がワーウルフを掴つかみ取とると、ゆっくりと渦の中へ引きずり込んでいった。

「てめぇら……覚悟しとけよ！　俺が死んだとなりゃぁ、上が黙っちゃいねぇぞ！」

　ジタバタと抵抗しながら脅すワーウルフだが、リーラは気にも留とめずに答えた。

「大丈夫です！　魔力足りなくて出力落ちてますから、死ぬことはありません！」

「そういう問題じゃねえ!!　か、顔は覚えたからなああぁぁぁ!!」

　魔物の体は、そんないかにもな叫さけびと共に渦の中へ消えた。

　トプンと音を立てて急速に渦が閉じると、ホールに残ったのは静せい寂じやくだけ。

　誰もがその光景に驚き、あるいは恐怖し、唖あ然ぜんとしている中、

「た、大変ですアーウィンさん！　デシャップにお料理溜たまってる……急ぎましょう！」

　リーラは何事もなかったかのように、ポニーテールを躍らせてデシャップへ向かう。

　実にあっさりとクレーマーを始末した魔物の少女の後ろ姿を、アーウィンはただ、呆ぼう然ぜんと見つめることしかできなかった。







　ラッシュが落ち着いた頃、アーウィンはようやく休きゆう憩けいを与えられた。

　魔王のお膝ひざ元もと、魔王城の城下町『コールテーゼ』。その外れに店を構える『レストラン・フォリオーズ』は個人経営の飲食店で、一階が店てん舗ぽ、二階が経営者家族の居住区となっており、居住区はそのまま休憩所や更衣室としても利用されていた。

　店舗の奥に設もうけられた階段を上って、アーウィンは二階へ向かう。カーペットが敷しかれソファが鎮ちん座ざしている生活感に溢あふれたリビングには、先に休憩中のリーラがいた。

　政府から吸血鬼族へ定期的に支給されているというパック詰めの血液に、ストローをさして飲みながら読書中のようだ。そんなリーラの周囲を、使い魔の吸血コウモリが構って欲しそうにパタパタ飛び回っている。

　吸血コウモリは、リーラがホールにいる間はずっと天井へ逆さかさ吊づりになり、店内の様子に目を光らせるのが仕事だった。長時間ジッとしていたからか、体を動かしたいらしい。

　人間をマネて人間の娯ご楽らくに興きようじる。リーラの様子を眺ながめていると先ほどのワーウルフの言葉が思い起こされる。戦前の魔物社会には一部を除き『読書』という文化はなかったそうだが、人間社会を模も倣ほうし始めてから、今ではすっかり娯楽として定着したようだ。

　なにを読んでるのか気になったアーウィンは、遠目に表紙を確認してみる。

　目に留とまったタイトルは……『明日から即・実じつ践せん！　より楽しい吸血術百選！』。

「あ。アーウィンさんお疲つかれさまです。……どうしました？　顔、引きつってますよ？」

　立ち尽つくしていたアーウィンに気がついたリーラが、振り返って首を傾かしげた。

「い、いや……。その本、すごい熱心に読みふけってたけど、おもしろいの？」

「そりゃもう！」

　アーウィンは思った。ああ、天使のような悪魔の笑顔ってこのことなんだなぁ、と。

「すごいんですよ！　なんでこんな楽しそうな方法を思いつくんだろうってぐらい、発想力豊かなんですよ。逆さ吊りにして頸けい動どう脈みやくにストローさしちゃうなんて、もう最高に楽しそうで……って、アーウィンさんどうしたんですか？　顔、真っ青ですよ？」

「……その光景を想像して神経削けずれただけだから、気にしないで」

「た、大変！　大丈夫ですか？　……あ、それなら疲れないよう継けい続ぞく治ち癒ゆ魔術をかけつつ内臓引っ張り出して、アートを楽しみながら吸血するって方法もあるので」

「その話題、もう禁止!!」

　レストラン・フォリオーズで働き始めて一週間経たつが、リーラは終始こんな感じだった。

　最初こそ魔物にもこんなかわいい子が……と思ったが、仲良くなればなるほど、疑うたがいようもなく魔物なのだと思い知らされる。

「そうほいほい魔術使ってたら、魔石がいくらあっても足りないだろ。さっきのワーウルフの時だってそうだ。あんな高額、どこから用意したんだか……」

「えっと、普通にレジからですけど」

「はぁ!?　ちょっと待って、レジから勝手に取ったの!?」

「はいっ！　大丈夫ですよ、必要経費だと思えば」

「経費で落ちるかそんなの！　だいたい店の中で発動させたら迷惑だろ！」

「でも……そうでもしないと他のお客様が楽しく食事できないじゃないですか」

「おちおち食事できないわ！」

「そんなことないですよ。あの後、みなさんゆ～っくり楽しんでくれてましたし」

「ビビッて食事が喉のど通ってなかっただけだから！」

「お帰りの際もみなさん深々とお礼を」

「恐怖心で崇あがめ奉たてまつってただけだ！　飯食いに来た先で死者が出てるんだから！」

「ひどい！　私、殺してなんかないですよ。出力落ちてるって言ったじゃないですか。あの方、今頃どこかの無人島だと思いますよ。それに魔石は魔術に使ったら消えて証拠として残りませんし、現行犯じゃなければ問題視されることもありません♪」

「この街の警察はなにやってんだ！」

　人間と魔物の価値観に差があるとはいえ、ここまで会話がズレるなんて……。アーウィンは溜ため息いきをついて頭を抱えると、リーラと距離を取るようにソファへ腰を下ろした。

　魔物用の『魔界料理』に慣なれていないアーウィンのためにと、魔界でも手に入る一部の人間界の食材を使って、わざわざ料理人が作ってくれた美お味いしそうな『人間界料理』。その賄まかない飯をテーブルに置くも、妙な疲つかれのせいですぐには手をつけられなかった。












「でも、さっきのワーウルフさんはやっぱり失礼でしたよ。確かにアーウィンさんは人間ですけど、今時あそこまで人間を嫌うのもめずらしいっていうか」

　リーラはそう口を尖とがらせた。

「ちゃんとした制度を利用してお店に来て、一緒に切り盛もりしている仲間なのに……あんな一方的な言い方、私、納得できません」

「まぁ、それぞれ思想や考え方ってあるからさ。戦後何年経たとうが、差別的な思想がなくならないのはしかたない部分もあるって」

「む～。アーウィンさんは、なんでそんな簡単に割り切れるんですか？」

「飲食店のスタッフだから」

　アーウィンは濁にごすこともなく即答した。

「種族の違いとか、思想の違いとか、関係ないよ。この店に食事を楽しみたくて来たのならみんなお客様だし、楽しい食事の前では誰もが平等にお客様。だから等しくおもてなしする。それが俺達、飲食店のスタッフがやるべき仕事だからね」

「じゃぁ、さっきみたいなクレーマーもお客様なんですか？」

「確かに線引きは難しいよね。ご意見と取るか、いちゃもんと取るか……。さっきのはこっちの不手際が発ほつ端たんとはいえ、最後の方はただのいちゃもんだったから、クレーマーって言っていいかもしれないけど。まぁ、人間がいるせいで食事が楽しめないって言われたら、『レストラン・フォリオーズ』のお客様ではない、って落し所かな」

　アーウィンは賄い飯を口にしながらリーラの表情を窺うかがう。

　理解はできたが納得はできていない。そんな複雑な顔でリーラは口を開いた。

「アーウィンさんはやっぱりすごいです。私はまだ、そんなふうに割り切れません」

「別に、すごくなんてないよ。俺だってまだまだ勉強が足りないっていうか、未熟なところあるし。自分の店を持つって目標にはほど遠い」

「自分のお店……かぁ。その勉強のために、制度を使ってうちに来たんですよね？」

「これからの時代、自分の店を持つなら魔物相手の接客も学ばないといけないからね」

　人間が『人間就しゆう労ろう制度』を利用する理由は、大別して二つある。

　一つは、自分の持っている技術や知識を代償として、新天地での生活を得るため。

　もう一つは、魔物との交流を通して文化や価値観を学んだり、繋つながりを作るため。

　アーウィンはどちらかと言えば後者に当たる。

「これから先、人間と魔物の関係がどうなるかはわからないけど……このままならもっと互いの交流も深くなって、魔物をもてなす機会も増えると思うし」

「ですよね！　……そんなふうにみんな仲良くなれたらいいなぁ、って私も思います」

　リーラはそう目を輝かせた。

　先ほどの人間嫌いなワーウルフを目まの当たりにしたからだろうか。リーラの人間に対する好感度の高さが、正直不思議だなとアーウィンは思った。人間に対して好意的な魔物は増えてきているが、その中でもリーラは飛び抜けている。

　なにか理由でもあるのだろうか……などと考えていると、

「そしたら以前のように、人間の血をた～くさん飲める機会も増えますよね？」

「いや、多分増えないかな」

　ほんの一いつ時ときでも、リーラが吸血鬼であることを忘れてしまっていた自分が恐ろしい。

「…………まぁいいや。話戻すけど、さっきのワーウルフは誰が見てもクレーマーだった。けど、だからってあんなふうに対応するのはダメ。意見したら乱暴に追い払われる、なんて店の悪評が立ったら、他のお客様だって来なくなるだろ？」

「……そ、それは確かに困ります……」

「だったらちゃんと誠せい心しん誠せい意い対応することが第一だし、それでも聞かないようなら丁てい重ちように帰ってもらう。クレーマーは、波風立てずスマートに対応、処理しないと」

「はい。……あの、次からは気をつけます」

「ついでに言っちゃうと、そそっかしいところも徐々にでいいから直していこうな。慌てると今日みたいなミスが増えちゃうし。忙しい時こそ冷静に、な」

「ううぅ……。がんばります……」

　シュンとなって答えるリーラ。少し言い過ぎてしまっただろうか、とアーウィンは不安になる。マジメに受け止め過ぎてしまうタイプなのかもしれない。

　もっともそれだけ、仕事に対して真しん摯しに向き合っている証拠なのだろう。

「……でも、あのまま長引くよりはマシだったかな。だから、ありがとう」

　アーウィンはフォローを入れる。リーラは頬ほおを染めて、しどろもどろになってしまった。

「…………えへ、えへへ～。ほ、ほら！　もしあのままアーウィンさんに死なれたりしたらお店も大変ですしね！　ボロ雑ぞう巾きんのように散々使い倒して血を搾しぼり取とるまで、アーウィンさんにはがんばってもらわないと！」

「他に的確な言葉なかったの!?　がんばりたくなくなるよ！」

「え？　あ、そ、そうですか？　おかしいな……。でも、伝えたかったのは『これからも一緒に、お店盛もり上げていきましょうね！』ってことなので」

「ならそう言ってよ最初から！」

「なんか恥はずかしいじゃないですか～。だから色々オブラートに包もうかなぁと」

「そんな厄介なオブラート求めてないわ!!」

　これも人間と魔物のカルチャーギャップの範はん疇ちゆうなのだろうか。アーウィンは頭を抱える。

「……それはそうと、リーラ、もうすぐ休きゆう憩けい終わりじゃない？」

「え？　……た、大変！　すっかり忘れてました。急がなきゃ……」

　慌てて食器類をまとめると、リーラは「ではお先に～」とバタつきながら、吸血コウモリを引き連れて階段へ向かう。

「そんなに急ぐとまた転ころぶぞー」

　と、アーウィンが声をかけたが、時すでに遅し。「ひゃぁっ！」という短い悲鳴に続き、階段を転げ落ちるけたたましい音が耳じ朶だを打った。

　彼女が落ち着きを覚えるのには、どうやらもう少し時間が必要らしい。







　アーウィンが休きゆう憩けいを終えて店内に戻ると、お客様はめっきり減っていた。二十席あるうち、食休みがてら飲み物だけで雑談している一組と、たった今来たらしい新規の席だけ。

　壁掛けの時計を見ると午後十時を回っており、閉店が午前〇時なのを考えれば客足が遠とお退のくのも納得だ。これならホールはリーラと、客席を監視している使い魔の吸血コウモリ、木霊こだまの女の子に任せて大丈夫だろう。

　木霊という魔物は、自分の言葉で話すことはできないが、山やま彦びこのイタズラで知られているように他人の発した言葉を完璧に復唱する能力を持っている。

　お客様からオーダーを受けた際には自然と復唱確認ができ、また間違えることなく厨ちゆう房ぼうへオーダーを通してくれるので、一度もオーダーミスをしたことがないそうだ。

　天てん真しん爛らん漫まんな表情で接客している木霊の様子を横目で眺ながめながら、アーウィンは賄まかない飯で使った食器類を片付けるため、厨房内の洗い場へ向かう。

　この時間帯の主戦場は洗い場と厨房の片付け。そう思うのに充分なほど、洗い場は酷ひどい有様だった。お湯を張ったシンクは使い終わった食器でいっぱい。横の台にもシンクに収まらなかった食器が積み重なっており、アーウィンは立ち尽つくしてしまった。

「よぉ、アーウィン。今日の賄い飯、どうだった？」

　アーウィンへ声をかけたのは、厨房の責任者でもある料理長のリザードマン、ゲイルだ。

　全身が薄緑の鱗うろこに覆おおわれた大きな体。纏まとうコックコートは、忙しさを代弁するかのように汚れてしまっていた。

　それだけならまだ、コックとして様さまになっている。だが見上げた先の顔は巨大なトカゲ。この妙な組み合わせは、いつ見ても違和感を覚えてしまう。

「おいしかったですよ。ごちそうさまです。いつもわざわざ作ってもらってすみません」

「気にすんなって。人間界料理は、俺も一いつ端ぱしの料理人として勉強がてら作ってんだ」

　ゲイルはニカッと笑うが、その背後で忙しそうに作業しているスタッフに目が留とまると、面倒を増やしている申し訳なさを感じてしまった。

　厨房では料理長のゲイル以外に、十五匹の魔物が分担で厨房器具の片付けをしていた。

　宙を漂ただよう自我を持った鋭えい利りなナイフの魔物・フライングナイフが、自分の使ったまな板や周囲の切きり屑くずを掃除し、火の玉の魔物・フレイムボールはコンロ周りを磨みがいている。他にゲイルが他店から引き抜いてきたという、リンゴ二つ分ぐらいの身長のコロボックル達も片付けに忙しそうだった。全員で十匹いる。

　そしてアーウィンのすぐそば、シンクの脇にいる一匹のスライムも、汚れをサッと落とした食器を自らの口の中に入れ、モゴモゴと洗浄していた。

　アーウィンがここで働き始めて一番衝撃的だったことは、このスライムの存在だろう。

「やっぱりスライムの口で食器を洗うって……衛えい生せい的に問題あるんじゃないですか？」

「んなこと言ったら、リザードマンの俺が料理作ってるのだってグレーだろ」

　アーウィンの言葉に、身みも蓋ふたもないことをゲイルは言ってのけた。

「安心しろ。そいつは毒性の強いスライム・モッシュの亜種、スライム・ウォッシュ。毒性の体液が変異して消毒殺菌に特化した、クリーンなスライムだからな」

　確かに薄水色の体色はキレイだし、洗い上がりの食器は指でなぞればキュッと心地よい音を鳴らすほどピカピカだ。これも、人間と魔物の文化の違いでしかないのだろうか。

　などと思いながらスライムへ目を向けると、彼は体からニュッと手を生やしてサムズアップにドヤ顔。「洗い物は全部俺に任せとけ！」とでも言わんばかりの表情だ。

「それに、コロボックル達に洗い物を任せてもいいんだけどよ。こいつらの身長じゃ、万が一シンクに落っこちたら水難事故だからな」

　ちらりとゲイルが向けた視線の先を、アーウィンも目で追いかける。コロボックルの一匹が、体の倍ほどもある使用済みのボウルをワッセワッセと洗い場へ運んできた。アーウィンなら片手で易やす々やすと持てるサイズのボウルでさえ、コロボックルには一仕事なのだ。

　シンク台の上に『よいしょっ』と置くと、ふぅっと息を吐いて汗を拭ふく。

「だからこいつらには、下ごしらえと盛もりつけみたいな細々した仕事をさせるのがちょうどいいんだ。スライム・ウォッシュにしてもそう。適てき材ざい適てき所しよってヤツだな」

　必ずしも人の姿とは限らない魔物にとって、労働とは『自身の特技・身体的特長を活いかす』ことに直結する。

　よくできたシステムに「なるほどなぁ」と感心しながら、アーウィンが自分の使った食器を水洗いして、スライムの口へ入れようとした──その時。

「すみません、新規オーダーでーす！　『マンティコアのハンバーグ』、ソースは『痺しびれ蝶ちようの鱗りん粉ぷんソース』でお願いします！」

　デシャップからこちらを覗のぞき込こんできたリーラが、明るい声でオーダーを通した。

　人間であるアーウィンからしてみると明らかにゲテモノ臭しゆうのする料理名。そこから連想するイメージが、魔界料理に対する苦手意識の原因だった。

　もちろんいずれは慣なれさせ、勉強のためにも食べてみるべきなのだが、肉の種類はともかく痺しびれ蝶ちようの鱗りん粉ぷんなんて、人間が口に入れて無事に済むのかどうか……。

「これまたガッツリしたもん頼んできたな……。さては仕事に疲つかれた若者か？」

　ニッと笑ったゲイルはエプロンの帯を巻き直す。作り置きのソースが入った小鍋と空のフライパンをコンロの上に置き、パンパンと手を叩たたいた。

「ほれお前ら、仕事だぞ！」

　十匹のコロボックルとフレイムボール達がビッと背筋を伸ばし、各々準備を始める。

　フレイムボール達はそれぞれコンロにスタンバイ。オレンジ色の魔石を一粒つぶ飲み込むと、火炎系魔術特有の深しん紅くの魔方陣が展開。たちまち体の炎が音を立てて激しくなった。

　その間にコロボックル達は、冷蔵庫から肉だねの入ったボウルを取り出したり皿を用意したり、一気に仕事モードだ。

　ゲイルは用意されたボウルから肉だねをヒョイッとすくい、叩いて空気を抜いていく。料理長を務めるだけあって、手際の良さは人間の料理人と比べてもまったく遜そん色しよくない。

　手早く成形した肉だねを、油を引いたフライパンへ乗せる。音を立てて油が弾はじけた。

　何度見ても、リザードマンが料理をしている姿は不思議な光景だ。表情そのものはおそらく真剣なのだろうし、魔物による飲食店だから当然なのだろうけど。

　そうアーウィンがなんともなしに、鍋を振るゲイルを眺ながめていた時だ。

「……ふふふ……、ふははははは!!」

「────!?」

　いきなりゲイルは高らかに笑いはじめた。

「さぁ踊れ！　ズタボロに挽ひかれた肉塊めが!!　油の上で踊り狂えぇぇぇひゃっはー!!」

　フライ返し片手にフライパン上の肉だねを見ている──いや、見下しているゲイルはまるで、獲え物ものを前に余裕の構えをとっている狩人かりゆうどのようだ。

「迸ほとばしれ肉汁！　焼きつき、色を変え、喰くらい尽つくされる愉ゆ悦えつを待ち焦がれろおぉぉ!!」

「……出たよ、ゲイルさんの高温モード」

　アーウィンは顔を引きつらせた。

　ゲイル達リザードマンは、周囲の温度が上がるにつれ体温も上がり、比例してテンションも上がる特異体質を持っていた。さすが変温性の魔物である。

　メラメラと燃える肉食獣の目で、焼けていく肉だねを見つめているゲイル。高笑いをしながらヒョイッと肉を裏返すと、こんがり程よい焼き色が付いていた。ジューシーな肉汁がしっかり閉じ込められているのが伝わってきて、実においしそうだ。

　その後、フレイムボールが火力を弱めると、ゲイルはフライパンに蓋ふたをした。じっくり蒸らしながら焼き上げるのだろう。

「次は付け合わせか！　隠れても無駄無駄無駄ァァ!!　オレ様には全部お見通しだ！」

「いや別に、隠れてるわけでも、隠してるわけでもないでしょう」

「冷淡なツッコミはノーサンキューだぜアーウィン。テンションアゲアゲでいこうぜ！」

　などと言いながら、暑っ苦しいリザードマンは冷蔵庫へ向かう。

「……って、ゲイルさんちょっとストップ！」

　ゲイルの弱点を思い出したアーウィンが、慌てて声を上げる。コロボックル達も必死にゲイルを押さえつけようと集まるが、無視して冷蔵庫のドアを勢いよく開けた。

　──その時だ。

「…………そうですよね～、僕なんかに見つけられたくないですよね……。わかってるんですよ、だって僕リザードマンだし……。ちょーしのってすんません」

「やっぱり低温モード入ってるー!!」

　冷蔵庫開けっ放しで膝ひざをついたリザードマンは、すっかり鬱うつっぽくなっていた。

「冷蔵庫あさってたら冷気でテンション下がるの、わかってるじゃないですか！　だからコロボックルに雑用任せてるんでしょ!?」

「うう～、すみません。僕、面倒くさいやつですよね、すみません……」

「そういうことじゃないんですって！　いや違わないけど……ああ、もう！」

　このままではせっかくの食事が消し炭になってしまう。

　アーウィンはゲイルのそばへ向かい、彼の腕うでを引いた。

「付け合わせはもうコロボックル達に任せて！　ゲイルさんは早く暖かいところに！」

「すみませんすみません。役立たずなリザードマンですみません……そうだお前ら、付け合わせにはボイルしたマダラキノコ辺りを適当に使ってくれ……ふははははは！　いよいよ焼き上がりだなぁ！　喰くわれる覚悟はできたかよ!!　ええ、おい！　ひゃっはー！」

　コンロの前に到着するなり体温も上がってきたのだろう。徐々に高温モードへ変化していったゲイルは、鱗りん粉ぷんソースをかき混ぜながら叫ぶ。

　変わった性格だなと思いつつ、ひとまず胸をなで下ろすアーウィンだった。







「ありがとうございました！」

　本日最後のお客様を玄関先で見送ったアーウィンは、ドアに掛かっている看板を『閉店』に裏返した。閉店の午前〇時まで一時間を切ったところで、食事はラストオーダーをとる。それ以降でお客様がいない状況となれば、締しめ作業を終わらせ本日の業務は終了だ。

　外は魔石を用いて光る魔光灯が、道を淡く照らすだけで静かなものだ。石造りの整ととのった街並は、まだ所々明かりが灯ともっているものの、しばらくすれば暗くなるだろう。

　魔物達は終戦後、人間の文明・文化をマネた家屋や施し設せつの建設を進めた。コールテーゼも人間界の城下町をモデルに、魔王城のそばへ真っ先に造られた街だ。

　その流れは瞬またたく間に魔界全体へ広がり、今まで『家屋』だなんて概がい念ねんすら持たなかった種族にすら家が宛あてがわれた。今となっては魔物のほとんどが、魔物らしい歪いびつさは残しつつも人をマネて作られた秩ちつ序じよのもと、平穏に暮らしている。

（こうして見ると、本当に人間の住んでる街みたい……だよなぁ）

　アーウィンがそう思うのは、なにも街並についてだけではない。

　魔王自らの呼びかけで政府が発ほつ足そくし、今までの独どく裁さいに似た状況が立りつ憲けん君くん主しゆ制せいに一変。

　魔王の権力が大幅に減ったことで他の魔物達も発言権を得た。

　さらには流通、経済、政治、娯ご楽らくに至いたるまで。

　人間達が使っていたシステムのほとんどを、魔物の社会全体が模も倣ほうしている。

　それらが総じて、魔物らしからぬ街並として、アーウィンの目には映るのだ。

　そんなことを考えながら眺ながめていた、夜道の奥。ふとこちらへ歩いてくる人影──ならぬ魔物影にアーウィンは気がついた。こんな夜更けに外を出歩くのも珍しいな、と思っていると、なにやら見覚えのある姿に首をかしげたアーウィン。

「おや？　今日はもう閉店か。お疲つかれ様、アーウィン」

　凛りんとした声で労ねぎらったのは、白シャツと黒のタイトスカートに身を包む大人びた女性だ。

　セミロングの金髪に真っ赤な瞳ひとみが、声質だけでなく顔つきも凛り々りしく見せている、まるで女性支配人といった風ふう貌ぼうの魔物だ。

「お疲れ様です、ロイズさん。あの……今日もどこかしらのバーで？」

「ああ。しっとり飲んでいると頭が冴さえてくる。今日も良い酒だった……」

　ほんのりと赤い顔に端整な笑みを浮かべたロイズは、アーウィンの前を横切って店に入る。立て掛けていた看板を畳たたんで、アーウィンもその後に続いた。

　するとロイズの姿が目に留とまったのか、リーラがパッと笑みを咲かせた。

「お母様、お帰りなさい。お疲れ様」

「リーラ。今はまだ勤きん務む中だ。公私はきちんと分けろと教えなかったか？」

「あぅ……ごめんなさい、店長……お疲れ様です」

　ロイズの本名は、ロイズ・フォリオーズ。

　リーラの母親であり、名前の通り『レストラン・フォリオーズ』の店長だ。

　醸かもし出される雰囲気の差から、本当に親子なのか疑うたがってしまうのが正直なところだが。

「みんなもお疲れ様。今日の営業はどうだった？　なにか問題は？」

「え、ええ。大丈夫といえば大丈夫というか……」

「歯切れが悪いな、アーウィン。ホウ・レン・ソウはハッキリと簡かん潔けつに伝えるんだ」

「す、すみません。一件クレームが。丁てい重ちようにお帰りいただこうと思ったんですけど……リーラが魔術で島流しにしちゃって、それを見てた他のお客様が少し驚いちゃって」

「なるほどな。それぐらいなら問題ない。面倒なクレーマーはどんどん始末しろ」

　前ぜん言げん撤てつ回かいだ。二人はしっかりちゃっかり血の繋つながった魔物の家族だった。

「いや、始末するのはまずい……んじゃないですか？　リーラにも言ったんですけど、変に悪評が立つとリピーターつかなくなりますし」

「一理あるが、そもそもその程度で見限る客層は、うちのニーズじゃない」

「得られるリピーターは獲得しときましょうよ。どんな店目指してるんですか……」

「世界最強の飲食店だ」

　断言するロイズに、アーウィンはこめかみの辺りを手で押さえた。

　この人はこの人で、発想がなにかズレている。

「いいか、アーウィン。この店には、世界最強の飲食店にならなければいけない目的がある。それが私の経営方針だ。他のどの飲食店よりも確かつ固こたる地位を築きずき、群ぐん衆しゆうに知らしめてやらなければならない」

「また『フォリオーズ・グループ』の話ですか？」

「そうだ。個人経営の店が一店てん舗ぽだけでは、給料も地位も上がらんからな。この店をフラッグシップにどんどん拡大させて、魔界にぐいぐい食い込んでフォリオーズの名を轟とどろかせる……ふふふ、夢のある話じゃないか。なぁ」

　不敵に笑うロイズは、どこまで本気なのかわからないところが恐ろしい。

「その為ためにはまず、この店をもっともっと盛もり上げなければな。アーウィンの働きにはリーラやゲイルだけじゃなく、私だって期待している。頼むぞ」

　凛り々りしい笑顔を見せてロイズはアーウィンの肩を叩たたき、ペラッと一枚の書状を手渡した。

「……『辞令　アーウィン・オルコット殿』……『レストラン・フォリオーズ　ホールマネージャーに任命します』!?　ちょ、聞いてないですよ！」

「当たり前だ、今言ったんだから。おめでとう、昇進だ。もっと喜よろこべ」

「いやいや！　そんな突然サラッと言われたら驚きもしますよ！　だいたいなんで……」

「この一週間の仕事ぶりを観察し、みんなと相談して決めたことだ。人間界での職歴が長いだけあって、作業も的確で接客も誠せい意いに溢あふれている。妥当な話だとは思うがな」

　伝えることは伝えたとでも言わんばかりに、スタスタと店の奥へ歩を進めるロイズ。

　アーウィンは書状をテーブルに置いて追いかけた。

「いや……嬉うれしいんですけど、いいんですか？　俺、人間ですよ？」

「それがどうした。……ああ、それと。その書類は『蟲むし紙がみ』という魔物を使った正式なものだ。破ろうが焼き払おうが、自然死するまでの七十年近くは再生を繰り返し、帰き巣そう本能もあるから捨てようとも手元に戻ってくる。大切に保管しておけ」

「む、『蟲紙』……？」

　アーウィンは口に出して振り返る。先ほどテーブルに置いた辞令の書類が──ない。消えていた。一体どこへ行ったのかと辺りを見渡す。

「アーウィンさん、背中背中」

　ふと目の合ったリーラが、苦笑を浮かべながらアーウィンの背を指さす。

　慌ててアーウィンが背中へ手を回すと、ペラリとした紙の感触を指先が捉とらえた。

　……かと思えば、勝手に体を這はいずり回る。

「──ッ！　うわ、うわぁ！　む、虫！　虫がぁ！」

　見た目も触さわり心地ごこちも紙なのに、動きは名前の通り、まさに虫。その後蟲むし紙がみはひとりでに三つ折りになって、アーウィンのポケットへと滑すべり込んでいった。

「魔界では魔術師が式しき神がみの依より代しろに使っていてな、その信頼性ゆえ今は重要書類に使われているのが『蟲紙』だ。魔界で仕事する以上、いちいち生態に驚いてては身が持たんぞ」

　ロイズは微び笑しようを浮かべながら、店の奥──二階へ続く階段を上っていく。

　だがその途中で振り返ると、

「それとな、アーウィン。私は、有能な者に人間も魔物も関係ないと思っている。以上」

　ロイズはそう、アーウィンへ向けて口の端はしをつり上げた。







　店の業務もすべて終わり、閉店してから小一時間が経たった頃。

　今日一日の疲つかれを癒いやすべく、アーウィンはチャプンと湯船に浸つかった。

「ふあ～……生き返るわぁ」

　熱がジワリと染み込む快感で心労がほぐれていく。

　仕事後の風呂はやはり格別だと、アーウィンは心から思った。

「……しっかし、ロイズさんは太っ腹だよ。給料は悪くないし、魔物社会のことを学びたいって言ったら住み込みで勤きん務むさせてくれるし。家賃全額浮くのは正直助かるわ～」

　通常『人間就しゆう労ろう制度』で受けられるのは、人間界から魔界の勤務地までの渡と航こう費全額や家賃の半額、公共施し設せつ利用時の一部料金の免除と、魔界では手に入りにくい生活必需品の取り寄せなどの支援のみだ。本来ならここまで利用者の生活に踏み込むシステムではない。

　つまり、こうしてリーラやロイズと共に店の二階──居住区に住まわせてもらっているのは、ロイズ自身の計らいに他ならない。

「まぁ、魔物と一緒に生活していたほうが、魔物について勉強になるのは確かだしな」

　おそらくロイズがアーウィンを住まわせてくれているのは、そういった異文化交流の面での利便性を考えた上なのだろう。衣食住に困らない状況を整えてくれるだけで、魔界に不慣なれなアーウィンとしては大満足と言える。

（きっと経営者ってのは、ロイズさんみたいにあるべき……なんだろうな）

　ザブッとお湯を顔にかけながら、アーウィンは自分が以前働いていた職場を思い返す。

　人間界の王都『ランブルスカ』。人間界の中心だったあの街には、戦争終結後の経済成長の波もあり、業種も大小も様々な商店・企業が軒のきを連ねている。アーウィンが十五歳の頃から働いていた飲食店もそうした中の一つで、日々他店との売り上げを競きそっていた。

　不満があったわけではない。様々な勉強をさせてもらい、素晴らしい職場だったと胸も張れる。だが店の経営者がロイズのようだったかと聞かれると……わからなかった。

　組織が大きかったため、経営者の顔が見えなかったのだ。

　いつか自分の店を持ちたい。その夢は働く中でやりがいを見つけてから抱いたものだ。

　しかしそれは、その店で働き続けるだけでは成し遂げられない。もっと経営者との距離が近い場所で学びを得て、さらにはこれから先の社会を見み据すえ、人間相手だけに留とどまらない接客スキルを身につけなければならないと感じた。

　そこでアーウィンは、『人間就しゆう労ろう制度』に目をつけた。

　一九歳になったばかりのアーウィンは、制度の利用にあたっての年齢制限をクリアしていた。社会勉強のために人間界を離れて魔界へ赴おもむくのには、いいキッカケだった。

　そうして転職した先が、ここ、『レストラン・フォリオーズ』である。

（……ホールマネージャーか）

　飲食店経験者だからか、この一週間で仕事内容にはすっかり慣なれた。短期間で役職を与えられたのも、その裏付けなのだろう。

　しかしやはり、戸惑いはぬぐえない。こんな短期間で役職を得たこともそうだが、以前の店では組織の大きさ故ゆえか、役職を得るなんて十年働いて叶かなうかどうかだった。

　それがいきなり、ホールの責任者──ホールマネージャーに任命。

　魔物とのカルチャーギャップや価値観の差にもいまだ悩まされてばかりなのに、きちんと務まるのかどうか疑問だし、不安も大きい。

（……でも前向きに考えれば、ホールマネージャーならロイズさんの仕事をもっと近くで学べそうだし、店の内容に自分の意見を発信することだってできる）

　今までは役職なんて、与えられたことなどなかった。しかし今はこうして、ホールマネージャーとして、確実なステップアップを成すことができた。

　この状況や役得を、自分の店を持つための勉強に、使わない手はない。

（思い切ってここへ転職してみて正解だった。いろんなことを学ばせてもらえそうだ）

　最初は未踏の魔界へ転職ということで不安も大きかった。だが結果的には、素晴らしい環境で働くことができていると実感できて、アーウィンは思わずニンマリと笑みを零こぼす。

　そうとなれば、明日も一日しっかり営業に尽じん力りよくできるよう、充分に体を休めなければ。

　長湯は体に障さわる。アーウィンは湯船から立ち上がり、ドアの取っ手にかけておいたバスタオルで手早く雫しずくを拭ふきとると、そのまま浴室を出ようとした──その時。

「──ひゃぁ！」

「──え？」

　突然の悲鳴にアーウィンは声を漏らし──同時に、口を開けたまま硬直してしまう。

　目の前にはリーラがいた。裸体の一部をタオルで隠した、年頃の女の子が。

　普段は制服で隠れている、全身がキュッと引き締しまったスレンダーな体つき。細くしなやかな脚あしは艶なまめき、小振りなお尻しりから腰にかけての曲線美も秀しゆう麗れいの一言。

　くびれの辺りに刻まれた黒い紋章が、これまた肌はだの白さを引き立てている。

　元々胸は小さいが、彼女にとってはそれでさえ、整ととのった肉体美を表現する優すぐれた要素。

　相手は魔物とわかっていても、見み惚ほれてしまうぐらいのプロポーションを保持する少女は──血が沸ふつ騰とうしているのかと思うほど、顔が真っ赤になっていた。

「…………すすすす、すまんッ!!」

　慌ててドアを閉めようとした瞬間。閉じかけたドアの隙すき間まから一つの黒い影が入り込み、浴室内を大きく旋せん回かいした後、アーウィン目がけて飛んできた。

　黒い影の正体である吸血コウモリは、まるでリーラの怒りを代弁しているかのごとく、「キーッ！」と鳴きながら鋭えい利りな爪つめや牙きばでアーウィンをひっかき始めた。

「いで、いでで！　せ、接客業だから顔は止やめ──そこはもっとダメ！　いたた！」

「なななななにしてるんですか、アーウィンさん！　ははは入ってるなら入ってるって、言ってください！　の、覗のぞきが趣味の変態ですか!?」

「逆でしょ！　むしろ覗かれたのは俺──いだいいだい！　ごめんごめん！　不可抗力だって！　ロ、ロイズさんがお先にどうぞって言うから！」

　吸血コウモリの攻撃を回かい避ひしようと浴室でもがきながら、どうにか状況を説明する。

「だだだだとしても、ひひ一言私に教えておいてください！」

「て、てっきりロイズさんが伝えてるもんだと……あだっ！　そ、それに俺の服、目立つように置いといたし──いってぇ！　頼むリーラ！　この子、大人しくさせて！」

「ここここれだけじゃ洗濯物だと思っちゃうじゃないですか！　も、もう！」

　すると、リーラの気持ちが落ち着いたからなのか、吸血コウモリの攻撃も次第に緩ゆるんでいった。やがてコウモリは浴室の天井へ逆さかさ吊づりになって、アーウィンのことを鋭するどい目で見下ろし始める。どうやらリーラの感情に同調して活動する使い魔らしい。

「はぁぁ……。もう……ほんとに恥はずかしかったです……」

　よくよく考えれば、ロイズやリーラといった女性のみの生活圏けんに男一人が住まわせてもらっているのだ。こうしたハプニングは考こう慮りよするべきだったし、予防はいくらでもできた。

　責任は、警けい戒かいを怠おこたって油断していたアーウィンにある。

「その……。ごめんな、リーラ」

「……もういいです。そうですよね、お屋や敷しきにいた時と違って同じお風呂を使わなくちゃいけないんですしね。私も不注意でした。と、とにかくお互い気をつけましょうね！」

「お、おう……」

　お屋敷？　同じお風呂？　どういう意味なのか咀そ嚼しやくしきれなかったアーウィン。

　だが、ひとまずこの騒動は一件落着かと、胸をなで下ろした時だった。

「……い、いつまで中にいるんですか！　上がるんなら早く出てくださいってば！」

「リーラがそこにいたら出られないでしょ！」







　寝間着に着替えたアーウィンは、濡ぬれた髪を拭ぬぐいながら居間のソファに深々と座る。

「いてて……全身引っかかれちゃったよ」

　幸さいわい顔は回かい避ひできたが、腕うでや足、腹に背中、お尻しり……傷のないところを探すほうが困こん難なんなほど、全身に赤一いつ閃せんの傷が刻まれていた。

　長袖のシャツに黒のパンツという店の制服ならば隠せるが、しばらくは布の擦すれる痛みがついて回るだろう。

　もっとも、自分の不注意ではあったのだが。

「……魔物でも、女の子はあんな反応するんだな」

　人型の魔物とはいえ、人間と吸血鬼族ではまるっきり種族が違う。にもかかわらず、裸を見られて恥はずかしがることが、意外といえば意外だった。

　他の魔物も……例えばミノタウロスやゴブリン、アラクネも性別が女性ならば、人間の男に裸を見られるとなにかしらの反応を返すのだろうか。

（…………全っ然わかんね～）

　まだまだコミュニケーションが足りないな、と思いながらソファへもたれかかり、天井を見上げる。すると視界の隅すみに人影が入り込んだ。アーウィンはハッと振り返る。

「よ、よう……リーラ」

　赤と白を基調にした、胸元に紐ひも状じようのリボンやフリルをあしらったワンピース。そんな可愛かわいらしい寝間着で身を包んだリーラは、アーウィンを視認するやたちまち縮ちぢこまる。

「そんなビクビクしなくても……まだ気にしてるの？」

「あああ、当たり前です！」

　顔を赤くしてリーラが叫ぶと、周りを飛んでいたコウモリが「キーッ！」と威い嚇かくする。

「うわあ！　ごめんごめん！　俺が悪かったもうしませんごめんなさい！」

　アーウィンが必死に謝ると、コウモリはすぐ大人しくなった。リーラはアーウィンと距離を取って座ると、緩ゆるくウェーブのかかった長い髪を丁寧に拭ふき始める。

「ほ、本当なら新鮮な血を全部吸い取って、アーウィンさんごと記憶を消しちゃおうかと思っていたんですからね？」

「それ、人間界では『口封じに殺す』っていう、相当物ぶつ騒そうな手段なんだけど……」

「そのぐらい恥ずかしかったんです！　でも私の不注意でもあったし……今アーウィンさんいなくなったらお店大変になっちゃうし……。だから、必死に我慢してるんです」

　我慢を知らなければ浴室で死んでいたのかと思うと、アーウィンの背筋が震えた。

「……でも、そうだよな。魔物とは言え、リーラは十七歳の女の子……だもんな。そりゃ、裸見られたら恥はずかしい──」

「わーっ！　わーっ！　わーっ!!」

　瞬間、リーラは気が動転したようにアーウィンの口を塞ふさいだ。

「ととと、とにかく忘れましょう！　変にギクシャクしちゃうと、仕事にも影響しちゃいそうですし！　わ、私ももう、アーウィンさんに見られたのは、しかたないかなって」

「……見てもよかったってこと？」

「だだだだ、ダメに決まってるじゃないですか！　一緒に暮らしてる以上、こういうハプニングはいつか起こるかもって警けい戒かいしてましたが、それでも見られてしまったのは不注意だからしかたないってことで……ううっ！　アーウィンさん、イジワルですっ！」

　リーラは涙なみだ目めになってアーウィンの肩をバシバシ叩たたく。

　力こそ弱いが、引っかき傷に触さわって地味に痛い。

「いてて……。わかった、わかったから……。なにかお詫わびの方法考えるから、とりあえず落ちつけって。な？　なにか、してほしいことある？　なんでも言って」

　するとリーラはピタリと叩くのを止やめた。お詫びという言葉につられたのだろうか。

　そういう素直なところも、魔物とはいえ彼女が年相応の少女に見えてしまう要因かもしれないな、などと思っていると、

「なんでも……でしたら、アーウィンさんの血をください！」

「……あ、あー……」

　即そく座ざに目を泳がせるアーウィン。

　キラキラと輝いているだろうリーラの目に捕つかまった瞬間、逃げられないと思ったのだ。

「た……確かに、なんでもって言ったけどさぁ」

　美お味いしいスイーツを食べに行くとか買い物に付き合うなど、勝手にそういったお詫びの方法を想像していたこともあり、まさかの展開に困惑する。

「ねぇ……吸血鬼って、そんなに人間の血を飲みたがるものなの？」

「もちろんです！　私……美味しい血のためなら、地の果はてまでも飛んでいきますし！」

「誰がうまいこと言えって。しかもなんか、人格変わってない？」

「そんなことないですよ……えへへっ……うふふっ」

　否定するが、アーウィンの腕うでを取るリーラの目はとろ～んと蕩とろけていた。人血に並々ならぬ欲求を抱いているのは明白で、普段見せない表情にアーウィンの心臓が跳はねてしまう。

　だがそんなアーウィンの気持ちなどお構いなしに──リーラはアーウィンの前腕にペロリと舌したを這はわせた。

「──っ！　ちょ、ちょ待って！　いったんストップ！」

　ゾクッとした感覚が腕を駆かけ巡めぐり、アーウィンは反射的に身を引いてしまった。

　自ら提案した以上、もはや拒否はできない。

　うまい回かい避ひの方法も考えてみたが、ピンと来るものもすぐに思いつかない。

　アーウィンは観念したように二、三度深呼吸する。

「い、いいか？　今日だけ、本当にちょっとだけだぞ？　死ぬほどの量は勘かん弁べんしてよ？」

「そんなに心配しなくても大丈夫ですって～。アーウィンさんぐらいの体格でどれだけ血を抜き取れば危ないのか、加減はちゃんとわきまえてますから」

「そ、それは安心していいんだな？　貧ひん血けつ起こすレベルもアウトだぞ？　それと……あまり、痛くするなよ？」

「大丈夫です。私の、そんなに太くないので……」

　腕うでに刺さすためだろうか、いつも口から覗のぞいていたリーラの八や重え歯ばがググッと伸びる。太くないと言われても、基準を知らないアーウィンからすれば、怖いことに変わりはない。

　牙きばの先がアーウィンの肌はだに当たる。鋭するどく磨といだ鉛えん筆ぴつを押し当てられているようなこそばゆさが全身を駆け巡った。人間の生の血を飲めることが嬉うれしいのか、リーラは頬ほおを上気させて上うわ目め遣づかいにこちらの様子を窺うかがう。

「それじゃ、えっと……いただきます」

　瞬間、二本の牙がツプッと、肌の薄皮を貫いた。












「──いつっ」

　ビリッと電気が走り、牙きばが腕うでの肉へ食い込むたびに、ジグジグと痛いたみが増す。耐えられる痛いたみではある。だがそれは、リーラが甘あま噛がみ程度に抑えているからなのだろう。

　やがてリーラが噛む力を弱めた。牙と傷の隙すき間まから、トクッと真っ赤な血が溢あふれ出でる。

「あむ、んく……んむ──ん、ふぅ……うむ……ちゅぅ……」

　コク、コクとゆっくり喉のどを鳴らして吸血しながら、リーラは微かすかに身を震わせた。

　まるで吸血行為が、生きるために必要不可欠な行為であり、欲求の対象であり、快感ですらあるかのように。リーラは恍こう惚こつに頬ほおを染め上げ、アーウィンの血を飲み続けた。

「ん、んく……くふ……ぷはっ……。れろ……ぺろっ」

　やがて充分に血の味を楽しんだらしいリーラは、牙を抜き取って傷きず跡あとを舌した先で撫なでた。

　たちまち傷口からの出血は止まり、痛みも完全に引いた。

「……やっぱり……同じ……した……」

「……え？　なんて？」

　傷口を眺ながめながらリーラがなにかを呟つぶやいたが、よく聞き取れずにアーウィンは聞き返す。

「あ、いえ……なんでもないです。えへへっ、ごちそうさまでした♪」

「お、お粗そ末まつ様さま……でした？」

　どう答えたらいいかわからず、アーウィンは言いい淀よどんでしまう。

　心なしかリーラの血色がよくなった気がして、満面の笑顔がより一層可か憐れんに見えたのだ。

　……と、リーラがアーウィンの手をそっと握にぎり、居直って口を開いた。

「これで明日もまた、がんばれそうです。よろしくお願いしますね、アーウィンさん」

「……お、おう……」

　アーウィンは戸惑ってしまう。

　それほど彼女の手は、魔物だ吸血鬼だと言いつつも、驚くほど小さくて柔やわらかかった。





　　《サラマンダーの月》十一日






　ランチ営業を行っていない『レストラン・フォリオーズ』だが、仕事そのものは午後二時から始まる。食材の仕込みや店内清掃など、オープンへ向けた準備は多い。

「ほい。これ、今日の買い物リストな」

　同居しているコロボックル達と共に一時間早く出しゆつ勤きんしていたゲイルは、リーラとアーウィンが二階から降りてくるなりメモを渡した。足りない食材のチェックをしていたらしい。

　営業前の買い出しも立派な仕事のうちだ。

「休日明けだからちょっと量が多いんだ。アーウィンも手伝ってくれ」

「え？　俺も……ですか？」

　普段は土と地ち鑑かんのあるリーラが担当している仕事だった。もちろん男手の方が都合もいいのだろうが、今までは店内での仕事に慣なれるのが先ということで、任せっきりだったのだ。

「どした。もしかして、魔物の街を出歩くのが怖いのか？」

「あ、いえ。そういうわけじゃないんですけど……」

　昨日の役職の件といい、認められてステップアップできたのは嬉うれしい反面、物事が順調すぎて戸惑ってしまった。

　だがこれも良い社会勉強か、とメモに目を落とし──アーウィンは顔を引きつらせる。

　グリフォンのもも肉とモミジに、一角ウサギの肩ロース、人食いピラニア……書かれていた内容があまりにもおぞましかったのだ。

「前からちょっと気になってたんですけど、グリフォンも一角ウサギも魔物ですよね。これって、その……共食いじゃないんですか？」

「なに言ってんだ。人間だって同じホニュウルイ、だっけか？　食ったりするだろ。それと同じで家か畜ちくだよ。ピラニアにしたって養よう殖しよく法が確立されてる、立派な食用だ」

　なんだか腑ふに落ちたような、落ちないような……複雑な思いを抱くアーウィン。

　仕事には慣れても、魔物の価値観はいまだに慣れないところが多い。

「私達魔物には、人間が牛さんや豚さん食べるのも、昔は共食いに見えてましたよ？」

「サラッとえげつないこと言わないで！」

　とにもかくにも、それが魔物の食文化なのであれば、郷ごうに入ってはなんとやら。

　アーウィンは買い物用の魔石を取り出そうと、レジスターとして働いているミミックの蓋ふたを開き、中へ手を突っ込んだ。

　──ガブッ！

「ってぇ！　噛かむなよ、俺は従業員だって！　何回間違えれば気がすむ……いててっ！」

「アーウィンさんが無む理り矢や理り手を突っ込むからですよー。いくら分の魔石を必要か言えば、吐き出してくれますよ」

「そ、そうか……すまん。じゃぁ……赤魔石、八つ出してください」

　ミミックは口の中から、人間の通つう貨かに換算して一個千ゴールドの赤色の魔石を八つほど、乱暴に吐き出した。その後は「次やったら承しよう知ちしないぞ！」とでも言いたげにため息をついて、固く口を閉ざす。

　魔物とのコミュニケーションにも、まだまだ課題が多いと痛感するアーウィンだった。







　コールテーゼの商店街は昼過ぎということもあって、心地よい陽気に満ちる中、幼おさない魔物を連れた主婦……と呼んでいいのかどうかわからない魔物達で賑にぎわっていた。

「そういえば俺、こうしてゆっくり街を見て回るのって初めてだな」

「うちに来てすぐに勤きん務むって感じで、バタバタしてましたしね。どうですか？　魔物が住んでる街の風景。新鮮じゃありません？」

　キョロキョロと周囲を見回しているアーウィンに、リーラが訊きく。

「思っていた以上に人間の街そっくりで、驚いてるよ。あとは……やっぱりこれだけ魔物が多いと、萎い縮しゆくしちゃうかな」

「まだ魔界に来て一週間ですしね。でも大変なのは最初だけで、すぐに慣なれますよ」

「……だといいんだけど」

　右を見ても左を見ても魔物ばかり。『人間就しゆう労ろう制度』で働きに来ている人間の姿も散見されるが、単純な数でいえば圧倒的に魔物の方が多い。

　しかも、アーウィンを見ながらひそひそ話を繰り広げている魔物までいる。先日のワーウルフのように、人間嫌いな思想の魔物なのだろうか。そんな不安が芽め生ばえると、さすがにいたたまれない。油断したら後ろから襲われるんじゃないだろうか。

　アーウィンは可能な限り、リーラから離れないで歩くことにした。

　まっすぐ伸びる石造りの商店街には、アクセサリーなどの小物屋や生活雑貨の店も並び、中には露店販売を行っている店もあって、店てん舗ぽの中も外も活気に溢あふれていた。

　生活雑貨の店も人間をマネているだけあって、黒革のソファやオシャレなランプなど、人間が使っていても違和感のない品物ばかり。

　……たまに無数の骨だけで組み立てられた椅い子すや、防ぼう腐ふ処しよ理りを施ほどこした臓ぞう物もつや動物の皮で作られたテーブルなど、肝きもの冷える商品が並んでいることもあるが。

　しかしこうして眺ながめる分には、魔物達も人間と同じような営いとなみに馴な染じんでいるのだなと思う。魔界に来る前はもっと殺さつ伐ばつとした風景を想像していただけに、意外ではある。

「あっ、ほら見てくださいよ、あそこのスライムの子供！　かわいい～♪」

「そ、そうだな……」

　スイカほどの大きさしかないスライム。その頭の上には二回りほど小さいスライムが乗っかっており、ぴょんぴょん跳はねながら移動していた。下のスライムが親なのだろう。だが、かわいいの基準が正直よくわからなかった。

　やがて一通りの買い物を消化した頃には、気がつけば互いに両手がいっぱいになるほどの紙袋を抱えていた。その帰き路ろの途中、リーラはどことなく楽しげだった。

「えへへ、久々にたくさん買い付けましたね」

「確かにリーラ一人じゃ、三往復ぐらいしてた量かもな」

「助かりました、アーウィンさん。買い物用の魔石も足りてよかった」

　胸をなで下ろしたリーラは、ジャラリと音を鳴らして小袋の中を見る。赤い魔石が八つ入っていた袋は、お釣りとして受け取った色とりどりの魔石で溢れていた。

「……この一週間、店で何度もやり取りを見てたのに、今さらだけどさ。本当に魔物達って、魔石がお金代わりなんだな」

「正確には、中に溜ため込こんだ『魔力』の量が、ですけどね。魔石は、魔力を込めて明確な形にした『物』でしかありません」

「ああ、なるほど。お札も貨か幣へい価値がなくなればただの紙だし、それと同じか。でもさ、人間の生活をマネるんなら、普通にコインとか紙幣使えばいいんじゃない？」

「人間の使ってたコインや紙幣は小さくて、体の大きい魔物には持てないんですよ。ゴーレムやドラゴン、海で生活しているようなリヴァイアサンとか。でも魔石なら、込めた魔力量に応じて色分けして使うので、形の大小は自由になります。みんなが公平に使えて、もともと自分達が保持する魔力量で格差が生まれないよう、魔王様が計らった結果です」

「もともと保持する……確か、大気中の魔力を体内へ取り込んで魔術を使う人間と違って、魔物は体の中に魔力がもともと備そなわってるんだっけ？」

　魔物と人間の決定的な差はそこにある。

　生まれながらにして魔力に染まった生き物──それが魔物。

　人間界にいた時にそう教わっていたのを、アーウィンは思い出す。

「はい。そういえばアーウィンさんは、魔術って使えるんですか？」

「これがビックリするほど素質ゼロ。もちろん、周りには魔術師の知り合いもいたけど、俺は魔力を取り込むことさえできないんだ」

　人間の場合は修練を積んで、体内に魔力を取り込む技術、その次に練ねる技術を身に付けなければならない。それができるのは魔術師だけだ。誰にでも扱えるわけではない。

　だが元から体内に魔力を保有する魔物は、生まれながらにして誰もが魔術を使える素質を備えている。術式を学び魔力の練り方さえ覚えれば、子供でも魔術は使えてしまうのだ。

「……あれ？　でも、今だって魔物の体の中には魔力があるんだろ？　だったら、自分で魔石作れるんじゃない？」

「アーウィンさん、『偽ぎ石せき』を作るのは犯罪ですよ？」

「……偽石？　ああ、偽札みたいなもんか」

　それは確かに犯罪だ。魔物がみんな好き勝手に魔石を作って資産を増やしたら、魔石の貨幣価値が崩ほう壊かいして魔物社会の経済は破は綻たんしてしまう。

「それに、その……見て、ないんですか？」

　たちまち顔を赤くしたリーラに、アーウィンはキョトンとなる。

「で、ですから！　昨日、その……私の、ここ腰の紋章……。み、見てないんですか？」

「ああ、あの紋章……──ッ！」

　ふと昨日のハプニングを思い返す。

　確かにくびれの辺りに紋章が……とまで思い出し、アーウィンまで顔を赤くした。

「ちゃっかり見てたんですね……」

「いやだから、あれは不可抗力で……ご、ごめん」

「いえ……。あ、あの紋章は『住民印』と言って、住民登録と一緒に魔術封じの役割もあるんです。ですから今の私達は、魔石を支払わないと火を起こすような簡易魔術でさえ使えません。魔力を練ねったり魔石を作ったりなんてことも、当然できません。魔石を作るのは、特別な許可を持った偉えらい人達のお仕事なんです」

「意外とガチガチなんだな、その辺のルール」

「けどそれも、魔王様と政治家さんが人間社会をマネつつ、私達のことを思って作ってくださったんです。魔物の生活に魔術や魔力は不可欠。けど大きな格差を生んでしまう要因にもなるし、秩ちつ序じよのもと、無作為に魔術を使うのもよくないって理由だそうです」

　なるほど、秩序のもとか……とまで考え、アーウィンは不意に漏らす。

「……のわりに、昨日はとんでもない量の魔石を使ってクレーマー始末してたよね？」

「あ、あれはほら！　お客様のため、ひいてはお店のためですよ！」

　どうやら変に揚あげ足あしを取ったようで、リーラは泡を食ってしまった。

　リーラに限っては、魔石に対する価値観──人間で言うところの金銭感覚が破は綻たんしている気もする。むしろ、巨額の魔石でことを済ませるだなんてお金持ちの発想とやり方だ。

　だが確かに、魔術を制限しつつ『魔石』を価値基準にした生活は、『お金』が基準の人間社会とよく似ている。弱肉強食で殺さつ伐ばつとしていたと聞く魔物社会が、今となっては平穏で文化的にも見える。

　魔王が求めていた『人間をマネた文化的な魔物社会』というのは、今まさに目にしている世界なのかな、とアーウィンは思う。

　スライムの親子が街を闊かつ歩ぽし、魔物同士で商あきないをし、吸血鬼が飲食店を経営し、ケンタウロスやワーウルフ達が食事をする。

　人間から見れば、魔物に対する固定観念に縛しばられ、歪いびつに映ることもあるだろう。

　しかし社会のシステムや、そこで暮らす魔物達の様子は、実に人間味に溢あふれていた。

「……確かにルールで縛られてますけど、私は今の生活、わりと気に入ってるんです」

　そう、笑顔を咲かせながらリーラは続けた。

「人間をマネるようになって、自分たちでなにかを生み出し、売り、買う……そういう生活も楽しいなぁって。明日はどんな髪飾りが売り出されるのかな？　今のお小遣いで足りるのかな？　そんなことを考えながら街を歩くのって、すっごくワクワクします」

「そういうものなの？」

「そうですよ。アーウィンさん達は、昔からそれが当たり前だったから不思議に思うんです。魔物は……特に私達は、お父様に人間界の話を聞くまでは知りもしませんでした」

「リーラがどんな生活していたのか、逆に気になってきたよ」

　魔物にとって人間の『当たり前』が珍しいように、逆も同じだ。

　アーウィンは魔物達が──リーラ達がどんな生活をしていたのか、詳しいことはほとんど知らなかった。

「どんな、ですか？　うーん……なんていうかこう、ジメってした感じの空気で、どんよりした雰囲気で、必要な物は奪って、獣を狩って剥はいで食料にしたり家の装飾に使ったり……とにかく、今よりもかなり血生臭い生活です。えっと、伝わりました？」

「うん、大丈夫。ものすごい血生臭さは伝わったから」

　わかりやすく伝えようと身振り手振りも交えていたリーラだが、単語だけで充分だった。

　自分の口にする単語が人間にとってどれほど物ぶつ騒そうに聞こえるのか、という認識の差が埋うまるのは、まだまだ当分先なのかもしれない。

　そんなことをアーウィンが思っていると、

「でもそれ以外で不自由はなにもありませんでした。身の回りのことは侍じ女じよがやってくれてましたし、その分自由で優ゆう雅がな生活を」

「え？　……ちょっと待ってリーラ」

　リーラの言葉に違和感を覚え、思わずアーウィンは遮さえぎった。

「侍じ女じよとか、優雅とか……。リーラって、普通の吸血鬼族の女の子じゃなかったの？」

「…………ああっ！」

　腹の底から慌てたように、リーラは目を見開いた。

「ウソウソ、ウソです！　侍女じゃなくメイドさんのことで、優雅というより裕福っていう意味で、特に深い意味は」

「それ、どれもだいたい意味一緒だから」

「はぅあっ！」

　痛いところを突かれたのか、リーラは素すっ頓とん狂きような声を上げる。

　ウソをつくのがとことん下手らしい。

　だがよくよく思い返せば、リーラの言動には不可解なところがいくつかあった。貴族にしか使えないという魔術や、両親の敬称など。

　私生活についても先のお風呂事件しかり、不慣なれな感じも表に出てしまっている。

「もしかして、リーラってお嬢じよう様？」

「……い、言えません。お母様からは、誰にも話しちゃダメだって言われてるので」

「それ、もう肯こう定ていしてるようなもんだから」

「…………なんで私って隠しごとできないんでしょうか～」

「いや、俺に向かってそんな涙なみだ目めになられても……」

　苦笑いを浮かべたアーウィン相手に、リーラはどう取り繕つくろうべきか逡しゆん巡じゆんしているらしい。

　特に催さい促そくもかけず様子を見守っていると、リーラは意を決したように顔を上げた。

　そして、アーウィンの袖をクイッと引き寄せ、周囲に聞こえないよう耳打ちする。

「他の人には、絶対言わないでくださいね。実は……私とお母様は元々、魔界における七大貴族の一家だったんです」

「七大貴族？」

「いろんな種族がいる魔物社会において、古いにしえより特に魔王様と繋つながりの強い種族が七つあるんです。『吸血鬼族』に、氷ひよう龍りゆう王おう様や炎えん龍りゆう王おう様などの『ドラゴン族』、その亜種である『竜りゆう人じん族』、海を統とう治ちする『人魚族』、魔術師の名家が揃そろっている『ダークエルフ族』、『オーガ族』とその親しん戚せきにあたる『巨人族』。その種族の中でも特に高い魔力を保持する家系は代々、貴族として同じ種族のコミュニティーを統治していました。ですが……」

　店までの帰き路ろを歩きながら、リーラは酷ひどく言いにくそうに口を開いた。

「──私達は五年前、貴族の地位を剥はく奪だつされているんです」

「それって……」

　没ぼつ落らく貴族。だが、直接口にすることは躊躇ためらわれた。

「けど、ずっと魔王に仕えて吸血鬼族を統治してきたんだろ？　なんで急に……」

　するとリーラは、一切迷うことなく告げた。

「私が──ハーフだからです。吸血鬼族と人間の……」

　片目だけ真っ赤なオッドアイを、まっすぐアーウィンへ向けて。

「お母様は正しよう真しん正しよう銘めいの吸血鬼族ですが、お父様は人間です。一族の間では永らく禁きん忌きとされてきた人間との間に生まれたのが、私なんです。その事実が明るみに出てしまって……。終戦以降、魔王様はそういう古い風習を排除するよう呼びかけていたんですが、他の吸血鬼族のみなさんが、種族の誇ほこりにかけて責任を取るべきだと」

　責任を取るべき──そう糾きゆう弾だんする吸血鬼族と、追いやられるリーラ達。その光景は容易に想像できる。アーウィンは自分のことのように胸が締しめ付けられた。

　なにより、忌いみ子こであるという負い目を背負いながらも、それでも健けな気げに生きているリーラの姿が、魔物だとか人間だとかを抜きに痛ましく思え、

「そしたらお母様、『今の時代に誇りで飯が食えるか！　惚ほれた男と子供を作ってなにが悪い！　そこまで言うなら没落して一から成り上がってやる！』って喧けん嘩か売っちゃって」

「ロイズさんめっちゃパワフル！」

　予想の斜め上をいくヒストリーに、思わずアーウィンは声を上げてしまった。

「あの時のお母様、カッコよかったなぁ。おかげで私も、吸血鬼と人間のハーフだってことを気にしなくてもいいんだな、って思えましたし。一応世間体があるので、貴族としての姓せいは捨てて偽名を名乗って、バレないように生活はしてるんですけどね、えへへ」

　はにかんだリーラの表情を目まの当たりにすると、勝手に重たい話だと身構えていた自分はなんだったのかと、アーウィンは思ってしまう。恐らくリーラとロイズの間では、没落の一件についてはすべて決着がついていることなのだろう。

　現にリーラは、今の生活を気に入っていて、楽しいと言っている。

　それが彼女自身の正直な気持ちなのだと、アーウィンも受け止めることにした。

「けど、全部合点がいったよ。リーラがそそっかしいのも、貴族にしか使えないっていう魔術を使えるのも……元々貴族で、庶しよ民みん的な生活に慣なれていないからなんだな」

　ついでに、魔石感覚が破は綻たんしているのも、元々魔力量に困らなかったからなのだろう。

　……などと、もちろんリーラへ直接は言えず、喉のどの奥でアーウィンは押しとどめた。

「ロイズさんが目指してる『フォリオーズ・グループ』も、地位を上げるための手段ってことか」

　一度は没ぼつ落らくの烙らく印いんを押されてしまった。だがグループを拡大して魔界──さらには人間界にまで名を知らしめることができれば、それは宣言通り『成り上がり』だ。

「そうなんだと思います。その為ためにはやらなきゃいけないことも、がんばらないといけないことも、まだまだたくさんあると思いますけど……そう思うことすら、私にとっては初めての経験なので、今の生活は毎日が充実してるんです」

　そう語る吸血鬼の少女の笑顔は、人間の少女と何一つ変わらず、眩まぶしかった。

　同時に、この笑顔を絶やさないためにも、自分になにができるのだろうかと思案し、

「……それなら、がんばって一緒に店を盛もり上げていかなきゃな」

「はい！　あの……これからも色々、教えてくださいね、アーウィンさん♪」

　リーラの眩しさが伝染して、アーウィンも自然と微笑ほほえみを返していた。







「暇ひまだな」

「暇ですね」

　ホールの隅すみに立って店内を眺ながめながら、アーウィンとロイズは溜ため息いきを漏らした。

　時間は午後八時を過ぎたころ。まさに、飲食店にとってのゴールデンタイム。

　だが二十席あるうち、お客様は二名様が一組のみ。昨日の盛せい況きようっぷりと比べると寂さびしい。それに、暇な店に思われてしまうなど、お客様の印象もよくない。

「大通りよりちょっと路地に入ったところにあるとは言え、他にも店が並んでいる一角だぞ。立地は悪くないはずなんだがな。どうしてこうも平日は暇なんだ、うちの店は」

　休きゆう憩けい中のリーラに代わりホールに立って様子を見ていたロイズは、少々ご立腹だった。

「オープンして一年と半年でしたっけ？　それで立地が路地を入ったところってなると、もしかしたら店のこと、あまり知られてないのかもしれないですね」

「そんなバカな話があるか。時間を見つけては宣伝して回ってるんだぞ、私は」

「どんなふうにですか？」

「どんなふうって……。ランチの店やバーに行って店主やお客様相手に『こんな店で飲み食いするぐらいなら、うちの方が安いし美う味まいぞ』といった感じで」

「逆効果ですって。菓子折とショップカード持って伺うかがうならともかく……」

「そうなのか？　『は、はい！　是非とも！』と笑顔で応こたえてくれたぞ？」

「多分それ、けんか腰なのが恐こわくて適当に返事しただけかと」

「そうだったのか……。現場にいなかったのによくわかるな」

「ええ、そりゃもう悲しいほどによくわかってしまいました」

　人間社会ではマナーとして叩たたき込まれる『ご挨あい拶さつ』の文化も、まだまだ魔物社会には浸透していないらしい。むしろよく商あきないを続けてこられたと、アーウィンは不思議に感じる。

　とはいえ、没ぼつ落らくした逆境にすら啖たん呵かを切って立ち向かうのがロイズだ。

　勢いでどうにかしてきたのだろう。そのパワーは素直に尊敬できた。

（けど、それはそれで問題なんじゃ……）

　正直な思いを口にするつもりはないが、元を正せば没落の原因はロイズの個人的な恋れん慕ぼと情事。もしかしたら彼女には、後先考えない悪あく癖へきがあるのかもしれない。

　心配になってしまったアーウィンだが、ひとまず目先の問題を打破するため頭をひねる。

「でしたら、今から俺、『キャッチ』行ってきましょうか？」

「……『キャッチ』とはなんだ？」

「……はぇ？」

　思わずアーウィンは間抜けな言葉で返してしまった。

「いや、えっと……。通りで割引券やチラシを配って、店をアピールしてお客様連れてくることを『キャッチ』って言うんですけど……」

「初めて知った。そんな方法があるのか」

　目を丸くするロイズに、アーウィンは呆あつ気けに取られてしまった。

　だがよくよく考えてみれば、人間社会を模も倣ほうして築きずき上げてきたのが魔物社会だ。システムの『表面』をマネることはできても、その『内面』──つまり『知識』や『ロジック』を正確に習得できていないロイズのような事例は、珍しくないのだろう。

（だからこそ人間の知恵や技術を必要として、『人間就しゆう労ろう制度』が作られたってわけか）

　妙なところで『人間就労制度』の意義が腑ふに落ちたアーウィンだった。

「だがなにを割り引く。そんな余裕は……いや、待てよ」

　顎あごに手を当て、ロイズは一拍置いた。

「そうか。フード代ぐらいなら、なんとかなるのか」

「ええ。原価率を考えれば、飲食業の収益の要かなめはドリンクです。原価の低いフードに限って一品サービスする代わりに、ドリンク代でカバーする。充分プラスにできます」

「なるほどな。試してみる価値はある。さっそく準備してこよう」

　ロイズはすっかり乗り気だ。割引券を作りに行ったのだろう、二階へ向かう。

　しばらくして戻ってきたロイズの手には、縁の不ふ揃ぞろいな紙が何枚も握にぎられていた。

　即席感は否いなめないが、内容に問題がなければ大丈夫だろう。確認はしていないが。

「ふふっ。これで今日の売り上げ向上の兆きざしも見えてくる。助かったよ、アーウィン。我々だけでは思いつきもしなかっただろうからな」

「そ、それはなにより……っていうか、ロイズさんが行くんですか？」

「もちろんだ。適てき材ざい適てき所しよが魔物社会の基本。現場は現場の人間に任せるのが一番。私が責任を持ってキャッチしてこよう」

　ロイズは接客スタッフが着用する腰巻きのエプロン──サロンをシュルッと解ほどき、たまたま近くを通ったモノアイ族の男性スタッフに手渡す。

「では行ってくる。店のことは任せたぞ」

「はぁ……。いってらっしゃい……って、けんか腰はダメですからね！」

　ロイズはスタスタとホールを横切って片腕うでを掲げるだけ。ほんの少し不安が芽吹く。一つ目をぱちくりさせているモノアイ族のスタッフと目が合い、アーウィンは肩をすくめた。







「休きゆう憩けい、ありがとうございましたー……うわぁ！　た、大変！　お客様いっぱい！」

「おかえり、リーラ！　さっそくだけどこれ、七番テーブルに！」

「は、はい！」

　さっきまでの暇ひまさはどこへやら。店は既に満席だった。キャッチの効果なのだろう。

（それにしたって、この混み様はおかしくないか……？）

　成功しても二組三組ぐらいがせいぜいな当日キャッチで、これだけの成果がでるのは普通では考えられない。理由を頭の隅すみで考えつつ、料理提供へ向かうリーラを見送った矢先、

「お！　ようやく出てきた！」「ひょ～、確かに可愛かわいいな！」

「ぃよっ、看板娘！」「宣伝文句の通りだ！」

「……え？　ええぇ!?」

　客席から歓声が響き、ホールに出たばかりのリーラは驚いて硬直する。

　だがそんな状況などお構いなしに、店のドアチャイムが鳴り響く。

「すみません、今から二名入れますか？　……って、ちょっと無理そうですね」

「も、申し訳ありません。ただ今満席となっておりまして……」

　アーウィンが対応に向かうと、ガーゴイルの二人組は残念そうに「そっか～」と呟つぶやいた。

「さっき大通りで割引券配ってて、気になって来たんですけど……。『レストラン・フォリオーズ』ですよね、ここ」

「ええ……あの、ちなみにその配布物、拝はい見けんしてもよろしいですか？」

　魔物が差し出した配布物──そこには店名や割引の内容以上に目立つ文字で、『王都一可愛かわいい娘が働いてます！　お触さわり禁止！　だけど見るだけはタダ!!』と書かれていた。

（……自分の娘を売り物にするか普通っ!!）

　リーラは確かに看板娘かもしれないが、見世物ではない。手段は絶対に間違っている。

「まぁ満席ならしかたないですね。また近々来ます」

「──え？　あ、はい！　ありがとうございます、またお待ちしております！」

　……と思ったのだが、こうして次回ご来店のチャンスには繋つながった。キャッチの本ほん懐かいを考えれば成功とも言えて、アーウィンは複雑な気持ちを抱いてしまう。

　ガーゴイルの二人組を見送って、アーウィンは店内へ目を向ける。賑にぎやかな店内は雰囲気もよく見えるが、働いている側からすると混乱しているようにも思えた。

　休きゆう憩けいから戻ってきたばかりのリーラは、慌あわただしい状況を少しでも整えようとがんばってくれている。モノアイ族のスタッフも『情報や仕草を読み取り、目で訴える』ことに特化した一つ目を駆く使しし、お客様の口の動きや身振り手振りでの要望を、正確に把握して接客してくれている。おかげで目立った遅れやクレームはない。

　だが経験上、このままなんのフォローもないと確実に事故が起こる。

（忙しい時こそ冷静に、視野を広くだ！）

　客席と伝票を見比べて現状を再確認。提供が済んでいる料理にはペンでチェックを入れ、提供していない料理を、時間がかかる物と早く出せる物とに分けて優先順位を決定する。

　次いでその情報の共有だ。アーウィンはデシャップから身を乗り出した。

「ゲイルさん、先に『大王イカのマリナータ』と『人食いピラニアのカルパッチョ』から出せます？　ご新規の席でドリンクしか出てません。『ギガントグリズリーのタンシチュー』と『一角ウサギのタリスタ』は後回しで大丈夫です！」

「合点承しよう知ちだ！　ほらほらおめぇら、ペースアップで行くぜファイアーッ!!」

　作業しながらハイテンションで答えたゲイルを確認し、アーウィンはデシャップのそばに設置されたドリンク製作用のカウンター──ドリンク場ばへ急ぐ。追加オーダーのドリンクを捌さばき、受け取りにきたリーラへ商品名と提供するテーブルを端的に指示する。

　リーラの持ち味である明るい接客が功を奏そうしているのか、お客様の顔からは特に不満げな色は見受けられない。だがアーウィンの中には一抹の不安が過よぎっていた。

「すみませ～ん、注文いいですか～？」

「は、はいっ！　少々お待ちください！」

「あの～……このドリンク、頼んでないんですけど」

「え？　すすす、すみません！　すぐに確認して参ります！」

　リーラは懸けん命めいに、笑顔を忘れずに接客している。だが思った通り、休憩から戻って早々ではこの忙しさに順応できないらしく、完全に冷静さを失っていた。

「その飲み物、もしかして俺が頼んだやつじゃね？」

「そ、そうでした！　申し訳ありませ──ひゃぁ！」

　ガッシャーンッ！

　一つのミスが連鎖しパニックを起こしたのだろう。もつれてつまずいたリーラは前のめりに倒れてしまった。トレンチに乗っていたグラス類も床に落ち、見事に割れてしまう。

「も、申し訳ありません、お客様！　お怪け我がやお洋服は大丈夫でしょうか？」

　アーウィンは慌てて駆け出し、状況を確認する。幸さいわい、お客様への被害は免まぬがれたようだ。

　しかし問題はリーラの方だ。アーウィンはリーラの正面に回って手を貸す。

「大丈夫？　怪我してない……よ、ね──ッ!?」

「うう～、ごめんなさい。怪我は特に……」

　そう四よつん這はいになって体を起こすリーラ。だが、リーラ本人の気づいていない惨さん事じが目に留とまって、アーウィンは顔を真っ赤にして狼狽うろたえる。

「ひ、ひとまず着替えたほうがいいな。制服汚れちゃってるし……」

　そばに転ころがっていたトレンチを、リーラへ押しつけるように持たせる。状況が飲み込めていないのかリーラはキョトンとしていたが、お構いなしにデシャップの影へ連れて行く。

「ど、どうしたんですか？　そんなに慌てて。本当に怪我の心配はないんで……」

「いや、その……さすがにそれはマズイよ」

　アーウィンは顔をそらしつつ──しかし横目でチラチラと見ながら、リーラの制服を指さした。なんのことだか理解が追いついていない様子だったリーラも、アーウィンの指先が胸元へ向いていたことでハッと目を向ける。












　グラスが床へ落ちる寸前、傾いて中身がリーラにかかったのだろう。

　制服の胸元はびしょ濡ぬれで肌はだにピタリと張り付き、血の色に似た真っ赤な下着と、それに包まれた小振りな胸が、キレイに透すけてしまっていた。

「……──ッ！」

　リーラが着火音すら聞こえそうなほどの勢いで顔を沸ふつ騰とうさせた──次の瞬間。

　吸血コウモリが「キーッ！」とアーウィンへ襲いかかってきた。

「ちょ、ま──いだだだっ！」

　引っかかれて悲鳴を上げるアーウィンなどお構いなしに、コウモリは攻撃を続ける。いつもより攻撃が強いのは、それだけリーラが恥はずかしい思いをしたことの表れだろう。

「だ、大丈夫だから！　俺、リーラの正面にいて周りから陰かげになってたし、すぐトレンチで隠したからお客様には見られてない！　だから落ち着いて──いってぇ！」

　だが、恥ずかしさのあまり声も出ないのか、リーラは涙なみだ目めのまま階段を駆け上る。

　コウモリの猛攻を、そのままにして。

「え!?　ちょ──き、着替えの前にこの子なんとかして……いででで！」

　アーウィンが吸血コウモリの攻撃にさらされた結果、司令塔のいない店内がさらに混乱したのは、言うまでもない。







「お前らなぁ。遊びでやってんじゃないんだからな」

　ラッシュが過ぎ店も落ち着きを取り戻した頃。デシャップの前に立たされたアーウィンとリーラは、ゲイルに絞られていた。

　ゲイルが怒るのも無理はなかった。混乱したホールを収めたのは、ただでさえ慌あわただしい厨ちゆう房ぼう業務の合間にホールへ出て接客までこなした、料理長ゲイルだったのだ。

「お客様も、急に忙しくなったし仕方ないですよ、って言って済ませてくれたからよかったけどよ。そんな事態にならないようお客様に楽しんでもらうのが大前提だろ？」

　言い訳のしようもなく、二人ともただ黙って項垂うなだれた。

「とにかく気をつけろよ。リーラだって怪け我がするところだったんだからな」

「「すみませんでした……」」

　そう頭を下げた二人を見て、ゲイルは小さく息を吐きながら厨房へ戻っていく。

　リザードマンの背中を目で追いつつ、アーウィンも溜ため息いきをついた。

　久々に初歩的なミスをやらかしたような気がして凹へこんでしまった。人間、慣なれてきたなと思った時が、一番気が緩ゆるむ。

　今回の事態はまさに、そんなアーウィン自身の慢まん心しんも原因にあったと反省する。

「あ、あの……」

　絞り出すようなリーラの声が聞こえて目を向ける。リーラは俯うつむきながら、言葉を探すように口だけを動かし、やがて続けた。

「私が取り乱したせいで……。ご迷惑をおかけしてすみませんでした。しかも……お客様に見えないよう庇かばってくれたのに、私ったら」

「いや……。リーラが悪いわけじゃないよ。俺も、指示出しとかフォローとか、的確じゃなかっただろうし」

　きちんと状況を把握して事前に混乱を沈められなかったのは、他でもないホールマネージャーであるアーウィン自身の反省点だ。

「私ももっと冷静になれるようがんばります。それと、この子もよく躾しつけておきますね」

　リーラの周りをパタパタと飛び回る吸血コウモリは、今回の騒動なんて素そ知しらぬ様子だ。

　もっともリーラの感情の高ぶりに呼応して襲ってきただけなので、コウモリ自身に非はない。結局、リーラ本人が冷静になってくれることが一番なのだが……。

　その後アーウィンは、お手洗いに向かったリーラを見送ってホールへ戻る。

　まだ仕事は終わってなどいない。やることは山のように残っていた。

　すでにピーク時の半分にお客様は減っていたが、怒ど濤とうのように押し寄せ退店したこともあって、一部のテーブルはまだ片付いていなかった。

　アーウィンが残されたままの食器類を集め、空いたテーブルを拭ふいていた……その時だ。

「だからそうじゃないって言ってんじゃん！　ヒス起こすなよ！」

「ならちゃんと私を納得させてよ！」

　突然、お客様同士が声を荒らげた。

　全身に炎を纏まとった人型の魔物と、頭にピンクのリボンをつけた大きな岩の魔物だ。

　口調や身なりからして、多分後者が女性なのだろう。

「なんだなんだ？　空気悪いな……」

「痴ち話わ喧げん嘩かだろ。それっぽいこと話してたぜ」

　アーウィンの近くにいたお客様がヒソヒソと言葉を交わす。魔物も人間と同じように、痴ち情じようのもつれでけんかするのか……と、アーウィンは驚いてしまった。

　人間界にいた時も店内で痴話喧嘩が起こるのは珍しくなかったし、結局は本人達の問題……なのだが、こうも声が大きいと確かに店全体の空気が悪くなる。

　とはいえ一時的なものかもしれない。アーウィンは作業しながら様子を見ることにした。

「あなたの職場は危険な現場だから女性はいないって言ってたじゃない！　なのになんで仕事着に女の名刺が入ってたのよ！」

「どう考えたって取引先の営業だろ！　会社名だってちゃんと書いてあったろうが！」

「ええ、書いてあったわよ！　裏には『今度また食事に行きましょうね♪』ってメッセージまでご丁寧にね！　またってなによ、またって！」

「上司と三人で一緒に昼飯行っただけだよ！　つーかそんなこと書いてたのかよあいつ！　こっちだって迷惑だ、そんなの！」

「あ、あいつって……どんだけ親しいわけ!?　信じらんない！」

　落ち着くかと思えばかえってヒートアップしてきたらしく、炎の魔物は一層火力を増し、岩型の魔物に至ってはワナワナと身を震わせていた。

「……あなたを信じてた私、ほんとバカみたい。いっそのことここで爆発してやるわ！」

　その一言で、店中に戦せん慄りつが走る。

「マジかよ。あの女、カースロックかよ」

「なぁ、逃げなきゃやばくね？」

（カ、カースロックって確か……ボルテージが限界まで上がったら、自爆する魔物!?）

　身を震わせていたのは爆発の予兆だったようだ。こんなところで爆発されたら店が崩ほう壊かいする。アーウィンはすっ飛ぶ勢いでカップルのもとへ向かった。

「あの！　お客様……他のお客様のご迷惑となりますので、もう少しお静かに──」

「知らねぇよ！　最初に持ち出したのはこいつだ！」

「ちょ！　元はと言えばあなたが！」

（ああもう！　痴ち話わ喧げん嘩かって本当めんどくさい！）

　まるでとりつく島もない。こういう時、ロイズなら店長権限で外に追い出すのだろう。しかしロイズはキャッチから戻って来るや、飲みに出かけていて不在。

　となれば、頼れるのは同じ魔物であるゲイルぐらいか。

　そう考えたアーウィンは急いそいで厨ちゆう房ぼうへ向かった。

「ゲイルさん、手伝ってください！　カースロックの女性が今にも爆発しそうで──」

「うう～、すみません僕の料理まずいせいで怒っちゃったんですよね……お店吹っ飛んで廃はい業ぎようで僕は無職……。けどそれが僕の運命なんですね……」

「ちょー！　なんでテンション下がってるんですかー!!」

　冷蔵庫へもたれ掛かるように座り込んでいたゲイルは、すっかり低温モードだ。

　なんだってこんな時にと思っていると、言葉を話せないコロボックル達がアーウィンへなにかを伝えようとジェスチャーをし始めた。

「リーラが作る予定のデザートの材料を？　リーラがトイレに行ったから用意だけしようと、ゲイルさんが冷凍庫開けたら？　一気に体温下がった？　ってなにしてんすかぁ!!」

「うう～……。すみません、すみません。僕、無能で申し訳ありません……」

　完全に鬱うつになってしまっている。これでは助けも期待できそうにない。

　こうなったら……アーウィンが手を打つしかない。

「でも、どうする？　どう対応する……？」

　仲介のための手段はいくつかある。だが、行使するために足りない物もある。

　それは『理由』だ。お客様の側にその手段を──サービスを受ける『理由』がなければ、サービスは成立しない。店側の一方的な、押しつけがましい行為でしかなくなる。

（くそ。オーダーを捌さばくのにいっぱいいっぱいで、ちゃんとお客様を見られていなかったから……全然『理由』が思いつかない）

　その『理由』は些さ細さいなことで構わないのだ。お客様の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくやふとした発言から、『理由』は充分拾い上げることができる。

　しかし翻ひるがえせば、営業中にお客様とのコミュニケーションがしっかり取れていなければ、見つけることはできない。

　ホールマネージャーを担う、アーウィン自身の落ち度だ。

「すみませーん。お手洗い……じゃなかった四番、戻りました」

　不意に二階から戻ってきたリーラの声が、足音と一緒に飛んでくる。

「……あれ？　どうしたんですか？　なんかホールの様子、慌あわただしいですね」

「それがさ。あそこのカップルが喧けん嘩かしてて、カースロックの女性が爆発しそうなんだ」

「た、大変……。ずっと、仲良さそうにお話しされてましたよね」

　リーラは心を痛めたように肩を落とし──そして、ぽつりと続けたのだ。




「あのお二人……今日はお付き合いを始めて一周年の記念日だって仰おつしやってたのに」




「それだ！」

　仲介のための手段。そのうちの一つを成立させる『理由』が、見つかった瞬間だった。

　アーウィンは急いそいで冷凍庫へ向かい、中の在庫を確認する。

（……よし、これならなんとか作れそうだ）

　アーウィンは瞬時にイメージを固め、必要な材料を取りだして準備を始める。

「リーラ、手が空いてたら協力してほしい。最後の仕上げはリーラにお願いしたいんだ」

「え？　あ、はい！　でも、なにをすれば……？」

「難しく考えなくていいよ。いつも通りのリーラで大丈夫」

　困惑するリーラへ、アーウィンは自信満々に告げた。

「いつもお客様の喜よろこぶことを第一に考えているリーラだからこそ、できることなんだ」







　準備を終えたアーウィンは、手早くリーラに段取りを説明したのち、さっそく痴ち話わ喧げん嘩か中のお客様のもとへ歩いていった。

「お取り込み中失礼いたします、お客様」

「なんだよ！」「なによ！」

　ケンカに水をさされたカップルは、怒りに染まった目を二人一緒にこちらへ向けた。

　相手が魔物という事実を抜きにしても、感情に支配された者の目は迫力がある。

　だが及および腰にならないよう、あくまでスマートにアーウィンは続けた。

「ご注文をいただいておりましたデザートの準備が整いましたので、これからお持ちいたします。よろしいでしょうか？」

「よろしいもなにも、見てわかんないのかよ！　タイミングおかしいだろ！」

「ですが、せっかくのデザートが温まってしまいます」

　そう、遠回しに問答無用感を出して、厨ちゆう房ぼうの方へ目配せした。

　スタンバイしていたリーラが頷うなずき、デザートを持ってやってくる。

　手に持っているのは、冷やした大きなプレートに彩られた──メニューには一切載のっていないデザートだった。

「お待たせいたしました、お客様」

　リーラは笑顔でプレートをテーブルに置く。

　カップルは思惑通り静まった……が、同時に呆あつ気けにも取られていた。

「いや、あの……頼んだの、これじゃないんですけど」

「はい。ご注文いただいた『マンドラゴラアイス』を使いアレンジしたデザートです！」

　プレートにはハート型になるようカットして組み合わせた、淡い紫色の毒どく林りん檎ごケーキが乗っていた。三人分はある量だ。大盤振る舞いもいいところ。

　注文されていたキャラメル色のマンドラゴラアイスはケーキのそばに添えられ、人間界で言うところの紫むらさき芋いものデザートプレートを思わせる色合いが美しい。さらにすり下ろした毒どく蜘ぐ蛛もソースが、チョコレートソースのようにデコレーションされている。

　原価を度外視し、満足度だけを重視した、このカップルのためだけに用意した本日限りのスペシャルデザートだった。

「そして、最後にこれで仕上げです」

　リーラが取り出したのは、一粒つぶのオレンジ色の魔石だった。手の平に乗せて両目を閉じたリーラは、スッと息を整える。

　同時にアーウィンは、天井で照明役として働いているキャンドル型の魔物達へ、手で合図を送る。魔物が自分達の頭に灯ともる火を小さくすると、たちまち店内が薄暗くなった。

　準備が整ととのったところで、リーラは謳うたうように詠唱を口ずさむ。

「『双そう眸ぼうに映るは真実、されど真実は真実に非あらず』──『幻鏡の悪戯イリユージヨン』」

　アーウィンもその詠唱は昔聞いたことがある。幻影系魔術の一種だ。

　しかし支払った魔石は、人間の通つう貨か換算でたったの百ゴールド。

　出力を極限まで抑えた術により、たちまち辺りに光の雨が散ちった。

　瞬またたく星のように宙を舞った幻の光は、しばらくして一カ所に集まり文字を形成する。

『一周年記念の良き日を祝いわって♪』

　それはスペシャルデザートを彩いろどる、カップルへ向けたメッセージだった。

　幻影系魔術の効果か単純に綺き麗れいだったからかはわからないが、思わず見とれてしまったアーウィン。しかしすぐ我に返ると、落ちついた声こわ音ねで『理由』を告げる。

「実は先ほど、本日はお二人がお付き合いを始めて一周年というお話が聞こえてましたので、差し出がましいかもしれませんがお店からのサプライズとしてご用意いたしました」

　ぺこり、とお辞じ儀ぎをする。

　だがその裏では内心バックバクだ。喧けん嘩かを鎮しずめる一つの手段であることは間違いないが、タイミングは一いちか八ばちかだ。下手をすれば皮肉にも取られかねない。

　しかも相手は魔物。人間相手の手段が本当に通用するのか、という不安もゼロではない。

（……いや、大丈夫。魔物だとしても、人間と同じで恋愛感情だってあるみたいだし）

　ならば充分、人間の価値観だって通用するはず。

　そんな思いを抱きながら、カップルの反応をハラハラしながら待つ。

「あ、ありがとう……」

「……ございます……」

　するとカップルは、しおらしくなってアーウィンに頭を下げた。

　面食らっただけなのかと思いきや、炎の魔物も火の勢いは弱まっていたし、カースロックの女性も恥はずかしそうに項垂うなだれていた。

「とんでもありません。それと、お礼ならぜひこちらの女性スタッフへお願いします」

「はえ？　アーウィンさん？」

「サプライズの提案者は彼女です。お客様に最高の記念日を過ごしていただきたいと」

　思わぬタイミングで話題を振られ困惑気味のリーラに、アーウィンは耳打ちする。

「（リーラがホールをよく観察して接客してたから、気がつけたんだ）」

「（で、でも──）」

　不安げに返すリーラへ、アーウィンは人差し指を自分の唇くちびるに当てて微笑ほほえんだ。

　それを見たリーラは、唇をキュッと結び──カップルへ向けて小さい拍手を贈おくった。

「そ、そうなんです！　おめでとうございます♪　きっとお二人にとって、大切な一年だったんだろうなぁと。そう思うと私、なにかお祝いしなきゃって思ってたんです！」

　やがて、その言葉を最後に店内が静まりかえる。

　その温かい沈黙の後。カースロックの女性が、プッと吹き出した。

「ふふふ！　なんだかもう、ケンカしてた私達がバカみたいじゃない。こんな素敵なサプライズされたら……」

「確かにな。まさかここまで豪ごう勢せいにお祝いしてくれるとは思わなかったよ」

　先ほどまでの険悪なムードなど、跡形もなく消え去り。

　二人の柔にゆう和わな声は、店内にいるすべての魔物の心を温かく包み込んでいるようだった。

「……そうよね。この一年間を楽しく過ごせたのは、間違いなくあなたと一緒だったからだもの。この程度のケンカで、私、台無しにしたくないわ」

「ああ、俺もだ。こんな俺だけど……まだ好きでいてくれるか？」

「や、やだ……。こんなところで言わせないで、ハニー♪」

「おいおい、なに恥はずかしがってるんだ、スウィーティ♪」

（な、なんか見てるこっちが恥ずかしい！）

　笑顔を引きつらせながら、アーウィンはそんなことを思う。

　だが、結果的にサプライズは──二人を鎮しずめるのには成功。

　アーウィンがホッと胸をなで下ろした時だった。リーラが満面の笑みを咲かせた。

「な、なにはともあれ！　改めて、おめでとうございます。お幸せに♪」

「ええ。ありがとう。あなたにもこの幸せを分けてあげられたらいいのだけど……」

「私にも……？　えっと、えへへ。わ、私にはもったいなくて」

「そんなことないでしょ。意外と近くにいるんじゃない？　例えば……そこの彼とか」

「ええぇ!?　ア、アーウィンさんですか!?　いや、その……ななな、ないですないです」

「そこまではっきり否定されるとさすがにショックだよ、俺」

　買い出しの際、一緒に店を盛もり上げようと距離が縮ちぢまったと思っていたので、突き放されたようでアーウィンの胸がチクッと痛む。

「だだだ、だって！　私、一応この店の看板娘で、お店の中で恋愛とかはそんな」

「看板娘って！　自分で言うのかい！」

　カップルの男性のツッコミに、店内が少しずつ、明るい笑いに包まれ始めた。

　リーラは助けを求めるように、みるみる赤くなる顔をアーウィンへ向ける。

「た、大変です、アーウィンさん。こういう時、私、どうしたら……？」

「いや、そんなこと言われても」

　改めてアーウィンは、笑顔で溢あふれる店内を見回し、

（まぁ、でも。こういう雰囲気を作って味わえるのが接客業の醍だい醐ご味みだしな）

　接客業の先輩として、アタフタしている後輩へアドバイスを送った。

「一緒に笑って、存分に楽しめばいいんだと思うよ」






　二章　ご注文は『キマイラのスカロピーネ』でよろしいでしょうか？










　　《サラマンダーの月》二十六日






　魔界の王都コールテーゼは、『人間就しゆう労ろう制度』を利用して働きに来ている人間が、他の街と比べて多い。もちろん圧倒的に魔物の方が多く人間の姿が目立つというのもあるが、ともかく街を歩けば一人二人ぐらい見かけることもザラだ。

　そういった状況や隙すき間まの需要を狙ねらっているからか、人間の営む人間向けの飲食店も少なからず開業していた。同じ飲食店のスタッフとして気になっていたアーウィンは、仕事前の時間を利用してそのうちの一軒を訪問。

　ランチタイムで程よく賑にぎわう中、お一人様用のカウンター席で昼食を摂とっていた。

「……やばい。懐なつかしすぎて泣けてくる味だ」

　アーウィンは柔やわらかく煮込まれた牛の干し肉をほぐして、スープと一緒に口へ運ぶ。魔界では手に入らない牛肉を干し肉にして人間界から取り寄せ、シチューにした一品だ。

「干し肉も時間をかければこんなに柔らかくなるもんなんだな……。シチューの甘みに干し肉の塩気がいいアクセントになってて、美う味まい！」

　噛かむたび口の中へ広がる料理の味に、思わず満面の笑みが零こぼれてしまう。人間界の食材がほとんど手に入らない土地であるにもかかわらず、創意工夫でここまで味を再現できるなんて……と、アーウィンは感動してしまった。

「お、それ今日の日替わりランチか？　美味そうだな」

　アーウィンの真横から、カタッと椅い子すを引くのと一緒に声が降りてきた。

「俺もそれにしようかな……すみません！　俺も、彼と同じメニューを一つ！」

　座りながら近くの店員へオーダーを通した男性へ、自然と目が向いてしまう。

　少しの動作でもサラリとなびく金髪に、線の細い輪りん郭かく。グレーのスーツに身を包んだ男は、アーウィンの視線に気がついて振り向くと、ばつが悪そうな笑みを浮かべた。

「悪い悪い。静かに食べてるところ、邪魔したかな？」

「……あ、いえ。そんなことは」

　慌ててアーウィンは首を振る。

「魔界へ働きに来てると、こんなに近くで人間の方と話すのが久々で……」

「ははっ。わかる。確かに戸惑うよな」

　すると男は、碧へき眼がんと手をまっすぐアーウィンへ向けて続けた。

「俺はリカルド。同じ人間同士、仲良くしよう」

「アーウィンです。よろしくお願いします」

　躊躇ためらわずにアーウィンは握にぎり返す。甘いマスクに似合わず、無骨で力強い手だと感じた。

「アーウィンは、なんの仕事で魔界へ？」

「飲食業です。いつか自分の店を持ちたくて、そのための勉強に。リカルドさんは？」

「俺は見ての通り、ただの会社員だ」

　自らのスーツ姿を見せつけるように振る舞い、リカルドは苦笑を浮かべた。

「こっちに支店のある、結構大きな会社でな。一ヶ月前ぐらいにコールテーゼ支店へ異動になったんだ。一応、そこの支店長を務めてる」

「し、支店長!?　すごいじゃないですか！」

「まぁ、自慢じゃないが人間界にいた時の業績は良かったからな。とはいえ、あまり気乗りする辞令じゃなかったけど……」

　リカルドの表情にうっすらと影が差す。アーウィンも、その理由をなんとなく察した。

　魔界に進出している人間界の企業は、大手ともなれば珍しくない。知識や技術支援という名目の『人間就しゆう労ろう制度』を人事に組み込んで魔界へ人を動かすことは、企業側にもメリットがある。その最たるものが魔石だ。魔石は人間界においては貴重な鉱物資源。当然、魔石を稼ぐことは企業にとって重要な『収益』となる。

　だが、あくまで本社は人間界のどこかにある。

『人間就労制度』を利用して、技術提供のために魔界の支社や支店へ異動。

　それは体ていよく言ったに過ぎず、結局は『左さ遷せん』と取られることもザラだった。

（……いや、決めつけるのはよくないな）

　もしかしたらリカルドは相当なやり手で、コールテーゼの支店へ引き抜かれた可能性も充分あり得る。魔界に所在を置く支店だからといって、単純に優劣をつけてはいけない。

　魔界へ働きに来ている、あるいは異動となった……それをすべて『左遷』と捉とらえるなら、望んで『レストラン・フォリオーズ』に勤きん務むしているアーウィンだって、『左遷』と似たような待遇と思われてしまうのだから。

「でも、支店長って役職そのものは、リカルドさんの実績が認められたから得られたものですよね？　だとしたら、やっぱりすごいですよ」

　アーウィンは素直な思いを口にする。すると、リカルドはどこか懐なつかしむように笑った。

「お前、若いんだなぁ。そのポジティブさが羨うらやましいよ」

　リカルドの言葉の意味がうまく咀そ嚼しやくできず、首を傾かしげたアーウィン。

　やがてリカルドの手元に干し牛肉のシチューが届く。タイミング良く話が途切れたところで、話題を切り替えるようにリカルドはアーウィンへ訊たずねた。

「自分の店を持つための勉強って言ってたけど、なんでそれが魔界なんだ？」

「これからの時代、魔物をおもてなしする機会もグッと増えると思うんです。それこそ、自分が店を開く頃には……。その時を見み据すえて、今のうちから魔物の価値観だったり文化だったり、しっかり現地で吸収したくて」

「それで、『人間就しゆう労ろう制度』を使って自分の意志で来た……ってことか？」

　まるで「意外だ」とでも言いたげに、リカルドは目を見開いた。

「でも、魔物相手の接客とか、一緒に仕事するなんて……大変だろ」

「最初は慣なれないことばかりでしたけど、まぁ徐々に慣れてきました。結局、魔界にいても人間界にいても、飲食店スタッフとしてやるべきことの本質は、変わらないので」

「ふ～ん……」

　どこか素っ気ない反応を返して、リカルドはシチューを頬ほお張った。アーウィンはその様子を眺ながめながら、彼は魔界で働くことに前向きではないのだろうと気づいてしまう。

　人事異動の理由がなんであれ、リカルドは魔界で働くこと自体好ましく思っていない。目的や理由もないままに、住み慣れた世界を離れ魔界へやって来ているのだから。

　その気持ちはアーウィンにも、理解はできた。

（大手企業に勤めてても、それで万事快調……ってわけにはいかないんだな）

　そんな意識が芽め生ばえると、若々しく見えていたリカルドの横顔も、どこか積み重なった疲つかれの色が表れているような気さえしてしまう。

「……そういえば、大手に勤めてるって言ってましたけど、なんて会社ですか？」

　このまま重い空気の中でランチタイムを過ごすのも嫌なので、アーウィンも話題を変えようとリカルドへ問う。

「そうだな。いずれ自分の店を持ちたいって言うんなら、こうして出会ったのもなにかの縁だし。名刺渡しとくよ」

　スーツのポケットから革製の名刺入れを取り出したリカルドは、白地の名刺を一枚取りだしてアーウィンへ差し出す。

　受け取り、社名を確認して──アーウィンは驚きよう嘆たんした。

「ほ、『ホーキンズ・コーポレーション』!?　知らない人はいないってぐらいの、不動産業界最大手じゃないですか！」

　これはとんでもない繋つながりを得られたと、アーウィンは度ど肝ぎもを抜かれてしまった。

　飲食業とは切っても切れない、店てん舗ぽの確保と管理。それらを担う不動産業者とのコネは、後々の絶大な力になる。しかもそれが業界最大手の支店長だなんて、宝に等しい。

「いつでも相談乗るぜ。もちろん、色々融ゆう通づう効かせてやれるだろうし。その代わり……」

　するとリカルドは、透すき通った青い目をアーウィンへまっすぐ向けて笑った。

「また一緒に飯食おうぜ。こういうのは、お互いの信頼が何より大切だから……さ」







　リカルドとは後日また会う約束をかわし、お互いに仕事のため別れた。

　思いがけない出会いをしたもんだと、アーウィンは何度もリカルドの名刺に目を落とす。偶然とは恐ろしいが、この出会いをしっかり次へ繋つなげることができれば、『自分の店を持つ』という目標への大いなる一歩となるのは間違いない。

　やがて歩いているうちに、『レストラン・フォリオーズ』の外観が視界に入り込んできた。アーウィンは名刺に変な折り目がつかないよう、丁てい重ちようにポケットへしまう。

　今日の出会いは大きな一歩へ繋がるものだった。しかし、今は『レストラン・フォリオーズ』のホールマネージャーで、その仕事はこれから始まる。

　気持ちを切り替えるように深呼吸して、営業までにやらなければならない作業を思い浮かべながら、アーウィンが店のドアを開けた──その時。

「──ッ！　アーウィンさん大変です！　た、助けてください！」

　店へ足を一歩踏み込むや、リーラに駆け寄られて押し戻されそうになる。そのまま抱きつかんばかりに密着してきたリーラは、困り果はてた顔でアーウィンを見上げた。

「ど、どうしたのリーラ。虫でも出た？」

「いえ、あの……つい今さっき、あちらの方が」

　言いながらリーラが目を向けた先には、一人の女性が立っていた。

　青みがかった銀色のショートボブに褐色肌はだの少女だ。やや切れ長の目はかわいさよりも美しさが際立ち、熱いものを宿しているかのような力強さを感じさせる。それがほんの一瞬、少年かと見間違いそうになる要因でもあった。

「あちらの方が、いきなり『たのもーっ！』て入ってこられて……。どうしましょうアーウィンさん！　確かこれ、人間の文化で『道場破り』って言うんですよね！」

「言わない言わない！」

　リーラはどんな人間文化を学んできたのだろうか。

　やがて褐色肌の少女は、薄い金色の瞳ひとみをアーウィンへ向けた。

「失礼。自分、なにかおかしなことをしでかしただろうか。師からは、他よ所そへ赴おもむく際には必ず『たのもーっ！』と言うよう教えられたのだが……」

　それはそれでおかしなことを教えられているな、と思ったが、お客様かもしれない以上なにも言えないアーウィン。

　なんとも古風な話し方をする変わった少女は、よく見れば耳の先が尖とがっていた。

　それに褐色肌で銀髪ということは、紛まぎれもなく『ダークエルフ族』だろう。

　出会ったのはこれが初めてで驚きを隠せない。なぜならダークエルフは、出るところが出て締しまるところはキュッと締まった、グラマラスで妖よう艶えんな種族と聞いていたからだ。

　だが、目の前の彼女は発育途上なのか、そういった『大人の色気』を感じない。

　さらには服装も、肌の露ろ出しゆつがほとんどない。昔読んだ本に載のっていた、極東の島国に古くから伝わるという『胴着』と『袴はかま』とかいう民族衣装だ。腰脇には剣まで携たずさえている。

　ともあれ、事情を聞いてみないことには話が進まない。

「えっと……すみません、取り乱してしまって。どのようなご用件でしょうか？」

「店長殿はおるか？　自分の名はマチルダ・スラットリーと申す。この度は、ぜひ店長殿に自分の話を聞いていただきたく思い、参上つかまつった次第」

　マチルダはそう、強気な姿勢で胸を張った。

　ロイズへのお客様となれば、無礼な対応は絶対にできない。

「かしこまりました。ただいま呼んで参りますので、そちらへおかけになってお待ちください。リーラ、お客様とロイズさんにお茶を用意してくれる？」

　いつまでもアーウィンに密着しているリーラへ指示を出す。リーラはハッとなって離れると顔を赤くし、「は、はいっ」と小走りにドリンク場へ向かった。

　アーウィンも二階にいるはずのロイズを呼ぶため、店の奥へ歩を進める。

「手を煩わずらわせてしまい、すまぬな。……時にお主」

　指定された椅い子すを引きながら、マチルダはアーウィンをまじまじと観察した。

「見たところ吸血鬼の牙きばも生えておらぬし、耳も尖とがっておらんからエルフでもない……。ずいぶんと容姿が人間に酷こく似じしているが、なんという種の魔物か？」

「私ですか？　私は当店に勤きん務むしている人間で──」

　──アーウィンが「人間」と口にした瞬間、ダークエルフの眼がん光こうに殺意が宿った。

　ゾクリと悪お寒かんを感じたのと同時。鋭するどく鞘さやを走る音が聞こえたかと思うと、一瞬で間合いを詰めたマチルダが、切っ先をアーウィンの喉のど元に突き立ててきた。

「────ッ!?」

「せめてもの情け。最後に言葉を残す暇いとまをやろう、人間」

「お、お客様！　落ち着いてください！　なにするんですか！」

「愚問だな。貴様ら人間を須すべからく切り伏ふせるのが自分の務め！」

　なにを言っているのだろうかと思ったアーウィンだが、その目に灯ともる殺気は間違いなく本物だ。でなければいくら魔物といえど、人間に倣ならって法律が整っているこの時代に、こうして凶器を押しつけたりはしない。

　するとお茶を準備していたリーラがホールに戻って来るや「きゃぁ！」と悲鳴を上げた。

「ちょ、ちょっと！　なにしてるんですか！　アーウィンさんから離れてください！」

「む？　お主は魔物でありながら、人間に肩入れするのか？」

「肩入れって、アーウィンさんは『人間就しゆう労ろう制度』でこの店へ働きに来てる立派なスタッフです！　もしかして……『人間就労制度』知らないんですか!?」

「知らん。人間とは元来、極悪非道な種族。出会ったら容赦なく叩たたっ切れと師に教わ」

「何十年前の考え方だよ……っ！　ていうかちゃんと新聞読めって！」

　相手の話を遮さえぎり、思わず普段の言葉遣いに戻ってアーウィンが突っ込むと、

「なるほどそれが貴様の遺言か、人間よ。しかと聞き届けた」

「え？　いや違うちょっと待って！」

「充分待った！　覚悟ッ!!」

　そう、剣を握にぎるマチルダの手に力がこもった──瞬間。

「あいや、待たれぃ！」

　これまた珍妙なかけ声が聞こえたかと思うと、マチルダの動きがハタと止まる。

　切っ先を向けられたまま恐る恐る声のした方へ振り返る。

　階段の梺ふもとに、ブラウスとタイトスカート姿のロイズが立っていた。

「そやつは我々にとって重要な戦力。何なん人びとたりとも手を下すことは許さん！」

「…………その風格、そして言動。お主が店長殿で相違ないか？」

「いかにも。私が『レストラン・フォリオーズ』のオーナー兼店長、ロイズ・フォリオーズだ。ここは一つ、私の顔と立場に免じて剣を収めてはくれまいか？」

「…………主君に救われたな、人間よ」

　そう剣を収めるダークエルフの少女。なんなのだろう、この寸すん劇げきは。

「……ふぅ。下で叫さけびやらなにやら聞こえてきたから何事かと思ったぞ。どうした、アーウィン。そこのダークエルフは何者だ？」

「いや、その、俺も訳わかんないんですけど……なんかロイズさんに話があるみたいで」

「そうであった。店長殿、ここは一つ自分を──」

　するとマチルダは、胴着の隙すき間まに手を突っ込んで漁あさり始め、

「この店で雇っていただきたい」

　三人の前に、キレイな折り目の残る履歴書をつき出した。







　営業時間の休きゆう憩けい中。アーウィンは二階の居間で、ソファに腰掛けて天井を仰いだ。

「……なんだか妙に疲つかれたな」

　営業が始まってまだ二時間も経たっていない。だが今日に限っては、営業が始まる前からすでに疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。アーウィン自身、その原因はよくわかっていた。

「初めて魔物を面接したけど……どこもあんな感じなのか？　身が持たないよ……」

　昼間のマチルダの面接は、ホールマネージャーという立場もあって、急きゆう遽きよアーウィンも参加する運びとなった。

　アーウィンとしては魔物の面接に立ち会うのは初めてだったこともあり、快こころよく引き受けたのだが……なにぶん、相手は人間に嫌悪感を抱いている魔物である。

「ことあるごとに殺気立てて、根拠のない因いん縁ねんつけてくるし。人生終わるかと思った」

「なにが終わるだって？」

　唐突に背後からロイズの声が聞こえてきて、アーウィンは慌ててピンと座り直す。

「……なぜそんなに驚く。休きゆう憩けい中なんだろう？　ゆっくりしていろ」

　ロイズはそう言って、アーウィンのそばに今日の新聞をパサッと置く。キッチンへ向かったロイズは作り置きのコーヒーを注そそぎ、一枚の紙に目を落とした。

「マチルダ・スラットリー、十六歳。飲食業未経験。前職は引っ越し・荷出し等の派遣の日雇いで、引っ越し業務中にお客様とトラブルを起こして解雇。どう思う、アーウィン」

「どうもこうも、接客業向きじゃないですよ。しかも、四歳の時からずっと隔かく離りされた山中の道場で剣術を学んできてて、一般教きよう養ようを著いちじるしく欠いている、ってのも不安要素です」

　ロイズは履歴書と睨にらめっこしながら吐息を漏らした。

「確かにな……。だが私としては、彼女が魔王軍への入隊を志こころざし、その一心で十年以上も修業一筋だった根気と直向ひたむきさは、評価できると思うが？」

「その一筋が過ぎたせいで、一般教養が欠けているからって入隊試験落ちてるんですよ？　戦争終結も、魔界が人間社会を模も倣ほうしていることすらも知らなかったなんて……」

「その辺りは、先輩としてお前が幅広く教えてやればいい。ここでの勤きん務むが社会勉強になり、結果的にマチルダの目標達成にも繋つながると思えば、彼女にも利益がある」

　ロイズは妙に前向きな言葉をアーウィンへ投げかけ、ズズッとコーヒーを飲む。

　その言葉が妙に引っかかり、不ふ穏おんな可能性を抱かせ、思わずアーウィンは訊たずねた。

「もしかしてロイズさん……雇う気満々ですか？」

「ああ」

　即答。相変わらずロイズの考えていることがよくわからず、アーウィンは頭を抱えた。

「未経験者を雇うことで、なにか違った風が吹くかもしれないからな。余裕があれば雇ってみようと思っていたところだ。店にとっての先行投資だな」

「確かにそうとも取れますけど……。次の入隊試験まで、あと十ヶ月ぐらいですか？　そのタイミングで辞めるかもしれないんですよ？」

「辞めるかどうかは入隊試験の結果次第だから確定ではない。長く働いてくれるのであれば大歓迎だし、仮に十ヶ月程度で辞めるのだとしても、彼女の直向きでマジメな性格は、他の従業員にとってもいい刺激になるかもしれん」

　ロイズは履歴書を畳たたみながら続けた。

「それに今の彼女には、夢への糧かてとしてだけでなく、夢を追う土台としても働き口が必要だ。店にとっての利益と彼女自身の利益は、一致していると思わないか？」

「ギブアンドテイク……ってことですか？」

「それが仕事の基本だろう」

　なに一つ濁にごすことなく言い切ったロイズは、再びコーヒーをすすった。

　ロイズの言葉を反はん芻すうしながら、アーウィンはなぜ自分が、マチルダの雇用について疑問視していたのか少しだけ理解できた気がした。

　きっとこれが、『経営者』と『従業員』の考え方の違いなのだろう。

　ロイズはあくまで経営者目線で、店にとってプラスが多いと判断したから雇おうと考えている。店の一ヶ月先、十ヶ月先、一年先……それ以上を見越しての判断だ。

　だがアーウィンは、未経験者のマチルダが店頭に立つことの、目先のデメリットにしか目が向いていなかった。さらに言えば、人間嫌いを隠そうともしないマチルダと一緒に仕事ができるのかどうかという、一個人の不安だけでマチルダの採用を疑問視していた。

　アーウィンとロイズとでは、見ている場所がまるで違う。

（……まだまだ、『自分の店を持つ』ためには勉強が足りないってことか……）

　そんな反省点を胸に抱きながら、アーウィンはそばに置かれた新聞を手に取る。

　そして、絶対に通らないとわかっているお願いを、ロイズへ提言した。

「万が一、人間嫌いのマチルダが原因で怪け我がでもしたら、労災で落としてくれます？」

「個人同士のトラブルは個人同士で解決しろ。以上」

　あまりにも冷たい正論を残し、ロイズは事務室としても使っている自室へと向かった。

　心で涙を流すアーウィンは気を紛らわすためにも、ため息をついて新聞を広げる。

　魔物へ向けた物とはいえ、新聞は数少ない娯ご楽らくだった。毎日届き常に新しいことも書かれているし、魔物の使う文字の学習や魔界の社会勉強にもなる。『レストラン・フォリオーズ』で勤きん務むしているアーウィンにとっては、なくてはならないアイテムだ。

　魔界語辞典を片手に、魔界情勢やコラムを食い入るように読み込んでいた──その時。

「……えへへ。なんだかそうしてる姿、お父様みたいですね」

「うおお！」

　いきなり背後から声をかけられ、思わず腰が跳はねる。振り返れば、賄まかない飯と血液パックの乗ったトレンチを持つリーラが、柔やわらかい目でこちらを見ていた。

「そんなに驚かないでくださいよー。こっちがびっくりしますって。どうぞどうぞ、私のことは気にせず読んでてください」

　言いながら、リーラはアーウィンの隣に腰を下ろす。

「……そんなに俺、オヤジ臭く見えてた？」

「い、いやいや！　そういうつもりで言ったんじゃなくって……ごめんなさい。ちょっと懐なつかしいなぁって思って。お父様とはもう三年も会ってないですし」

「確かリーラのお父さんって、仕事であちこち移動してるんだっけ？」

「はい。今は人間界のどこかだとは思うんですけど……。手紙もたまにしか届きませんから、なかなか所在が掴つかめなくって」

　血液パックにストローを刺さすリーラの横顔は、笑顔だがどこか寂さびしげだった。

　無理もない。特殊な家庭環境の中で、父親は包み隠さず甘えられる相手の一人だったはずなのだ。仕事の都合とはいえ、長く会えないのは辛つらいに決まっている。

「リーラのお父さんって、どんな人なの？」

「う～ん……お母様と違ってのほほんとしてて、優しくて、たまにおっちょこちょいでお母様に怒られて、けど笑顔が絶えない……そんな人でした」

　なんとなくアーウィンは、リーラの父親がロイズと惹ひかれ合った理由がわかった気がした。性格面でバランスの取れた、よくお似合いの二人なのだろう。

「あと、よく私に血を飲ませてくれました」

「そりゃ、吸血鬼の一家の父親で人間ともなれば、供給源として当然の──」

　とまでアーウィンが言うと、リーラは首を横に振った。

「そういう親心もあったとは思いますが、一番はハーフである私のためだったと思います。純血の吸血鬼と違って私の場合は魔力が減退しやすいので、ときどき人血を飲まないと体調が安定しないんです」

　アーウィンは驚いてリーラへ目を向ける。

　彼女はストローを咥くわえて血を飲んだ後、パックを遠い目で見つめたまま続けた。

「人の血を飲まなかったからといって、死ぬほどのことにはなりません。お父様が家にいない間もなんとかなっていましたし。ただ、いつも元気なリーラでいて欲しいからって」

「そう……だったんだ」

「や、やだ……そんな深刻そうにならないでください」

　アーウィンの声こわ音ねが、意図したわけでもなく沈んでいたからだろう。

　リーラは慌てたように両手を振って否定した。

「政府から支給される吸血パックだけでも魔力は充分回復できますから、心配するほどのことではないんです。それに、今は隣にアーウィンさんがいますし……ね」

　一瞬、彼女の言っている意味がわからなかった。

　だが仄ほのかに頬ほおを赤くして、あからさまにねだっているような表情から、だいたいのことを察することはできる。

「……ロイズさんと違って、リーラがやたら俺の血を欲しがる理由がわかったよ」

「えへへ♪　アーウィンさんの血はお父様のと同じ味と香りがするんで、なんだか我慢できなくて、つい欲しくなっちゃうんです」

　リーラはそう、恥はずかしそうに笑う。

（……けど、きっとそれだけじゃないんだろうな）

　リーラがアーウィンの血を欲しがるのも、人間と積極的に仲良くなりたいという考えなのも、すべて『人間と吸血鬼のハーフだから』なのだろうと、今いま更さらながら気がつく。

　魔界が人間社会を模も倣ほうするより以前から、リーラにとってそばに人間のいる生活は当たり前だったのだ。それも、一層絆きずなの深い『家族』として。他の魔物より人間に対する好意が飛び抜けているのも頷うなずける。

（日頃の物言いが物ぶつ騒そうなのも、不器用なだけで、リーラなりの愛情表現なのかも）

　そんなことを思いつつ、隣に座っている魔物の女の子を眺ながめる。

　話も一段落してようやく賄まかない飯の『マーダーフィッシュのアクアパッツァ』に手をつけたリーラは、魚の身を小さく切り分けて口に運んでは、頬ほおを押さえて足をばたつかせた。

「……そんなにおいしいの？」

　アーウィンが訊きくと、リーラは満面の笑みを縦に振った。

「はい！　柔やわらかく煮込まれたマーダーフィッシュの身はホックホクで、煮崩れしたデーモントマトのエキスが染みこんでて仄ほのかな酸味が舌したに広がって……疲つかれた体に染みこむ優しい味で、もう最高です！」

　もはや食レポのようにリーラはまくし立てた。

　人間界で作られるアクアパッツァも、確かにトマトと白ぶどう酒、オリーブ油で白身魚を煮込むのが主流だ。貝類も一緒に煮込むことで出だ汁しを取り、味に深みを与えつつ彩りも兼ねる。人間界でも、シンプルながら幅広い客層に人気の一品。

　しかしマーダーフィッシュと言えば、どう猛な人食い魚として有名だ。淡水の人食いピラニア、海水のマーダーフィッシュといった具合だ。それをデーモントマト──通常のトマトに擬ぎ態たいして畑を荒らしたり、農家の人を襲うことで有名なトマト型の魔物で煮込む。

　魔界版アクアパッツァは材料がおぞましい。

　むしろ、それらをここまでおいしそうに見せられるゲイルの技術には感服の一言だ。

「アーウィンさんはこれ、食べないんですか？」

「俺はその……まだどうしても、抵抗があってさ」

　見た目そのものは、オイルと魚介の出汁で金色を帯びたスープに色とりどりの貝と魚が泳いでいる、標準的なアクアパッツァだ。材料に対する先入観がなければ、トマトの赤い彩りも美しく薫かおり高い、おいしそうな料理に見える。

「いつかちゃんと食べなきゃって思ってるんだけど、材料が魔物だって思うとね……」

「けどマーダーフィッシュもデーモントマトも食用ですから、人間がイワシやニンニク食べるのと同じですよ。それに、味を知らないとお客様へ説明したり勧められないですし」

　確かにリーラの言うとおりだ。自分が提供する料理の味ぐらい、訊たずねられたらきちんと答えられなければならない。その為ためにも食べてみるべきだと、アーウィンも思ってはいた。

「一口でいいので、食べてみませんか？　お店──ひいてはお客様のために」

　するとリーラは、こちらの返答を待たずに一口大の身をスプーンですくった。

「というわけで♪　はい、あ～ん♪」

「……もしかしてリーラ、この前のカップルに感化されてる？」

「ちちち違いますよ！　そりゃ、ちょっと羨うらやましいなぁとか思いましたけど、べべべ別にそれとこれとは関係ありません！」

　否定するリーラはトマトのように顔が真っ赤だった。

　ともあれ、自ら食すことに抵抗が拭ぬぐえないなら、いっそ食べさせられる方がすんなり口へ含めるのかもしれない。食わず嫌いなんてものは往々にして、そうして克服するもの。

　マーダーフィッシュは食用、マーダーフィッシュは食用……と何度も胸中で繰り返して気持ちを整理したアーウィンは、小さく息を吐き、

「……わかった。食べてみるよ」

　腹を括くくって、リーラに向き直った。

「えへへ。じゃぁ改めて。はい、あ～ん♪」

「あ～…………ん──むぅ！」

　味は確かに人間版アクアパッツァと『似て』いた。リーラの言うとおり、程よい酸味と白身魚のさっぱりした風味が調和し、貝の出だ汁しによる奥深い旨うま味みが舌したの上で踊る。

　だが『同じ』じゃない理由はやはり、デーモントマトの味が普通のトマトと違うからか、あるいは香り付けで使われている香草が人間の味覚に合わないからだろう。ツンとした、やや不快な香りが鼻をついた。

　そしてどうしても、口に含んだ瞬間、『魔物の体を食べている』状況が鮮明に脳裏を過よぎってしまった。

（う、美う味まいとは思うし、食えないことはない……けど！）

　アーウィンはたちまち口を手で覆おおい隠し、キッチンの流し台まで走って──、

「ゲフン！」

「アーウィンさん!?　だだだ、大丈夫ですか!?」

「へ、平気……ごめん。やっぱり抵抗感が……」

　作り手のゲイルにも申し訳ない気持ちを抱いたが、まだ魔界料理に慣なれるには時間がかかりそうだと、流し台で手を洗いながらアーウィンは溜ため息いきをついた。

「そうですか……残念です。でも一応目的は果はたせましたし、無理はしないで……」

「──目的？」

「うぇあ！　ななななんでもないです！　今日面接していた女の子への対策を今の内からしておこうだなんて全然思ってないですからね！」

「思ってること思いっきり口に出してるからね？」

「はぅあ！」

　リーラは両手で口を押さえた。相変わらず、焦るとなにかしらのミスをする子である。

「それで？　どういうことなの？　マチルダへの対策って」

「あの、その……あのマチルダちゃんって子、見るからに剣を使った物理攻撃タイプじゃないですか。しかも、アーウィンさんを今にも殺しそうな勢いでしたし」

　リーラは人差し指同士をチョンチョンと弄いじりながら続けた。

「ですから、私が血を全部いただく前に殺されたりしないよう、物理攻撃を無効化するポーションを賄まかない飯に混ぜて、アーウィンさんに食べていただこうかと……って、どうしたんですかアーウィンさん？　頭押さえて……」

「ごめん。なにからどうツッコミを入れるべきか考えてたんだ」

　攻撃だの殺すだの、平然と物ぶつ騒そうな単語が飛び交うものだから、リーラの本意が見えなかった。アーウィンはどうにか言葉の裏を読み取って自分なりに解釈する。

「……掻かい摘つまむと、リーラは俺を守ってくれた、ってことになるのか？」

「い、いえ……守るだなんてそんな、大げさな。え、えへへ。私はただ、一服盛もっただけなので……」

　リーラは照れ笑いを浮かべる。だが、一服盛っただけの話のどこに照れる要素があったのか、アーウィンは理解が追いつかなかった。

「と、とりあえずこれで向こう半月の間、アーウィンさんは自分で自分を傷つけない限り、怪け我がを負うことはありません！　よかったですね！」

　確かに仕事中、包丁を扱ったり割れたグラスを拾ったりで怪我を負うリスクを半月の間は心配しなくてもいいというのは、好意的に捉とらえればありがたいのかもしれない。

　ニコニコしているリーラの動機が、不純かつ恐ろしいことに変わらないのだが。

　そうこうしているうちに、アーウィンの休きゆう憩けいはもう終わりの時間に差し掛かった。

　アーウィンは立ち上がってサロンを巻き直し──ふと、あることに気がついた。

「……思ったんだけどさ。怪我しないなら血は出ないし、牙きばだって刺させないよね。つまり、これから半月の間は俺の血を吸えなくなるよ？　それはよかったの？」

　瞬間、リーラが言葉の意味をゆっくり咀そ嚼しやくするように硬直し──

「やっちゃいました～……」

　やがて、涙なみだ目めになって頭を抱えた。





　　《サラマンダーの月》二十七日






　そして翌日の営業時間。早速マチルダの初出しゆつ勤きんとなった。

「改めて、教育係を任されたアーウィン・オルコットだ。よろしくな」

「ふん。人間が自分の教育だなど、屈辱以外の何物でもない」

　客席の隅すみで自己紹介から始めた……のだが、その段階からすでに暗あん雲うんが立ち込めていた。

「……あのね、人間だなんだっていっても、一応俺、先輩なんだけど……」

「わかっておるわ、たわけ。まったく、自分も落ちぶれたものだな」

　そう、真新しい制服に身を包んだマチルダは、腕うでを組み仁王立ちで溜ため息いきをついた。

　こんなことで彼女とうまくやっていけるのだろうかと、アーウィンは不安でいっぱいだった。だが自分自身が言ったように、仕事となれば魔物か人間かなんて関係ない。

　個人的に抱いた不安は自分で解消し、先輩としてきちんと指導する姿を示さなければ。

「まずその立ち方。お客様を迎えるのにはちょっと物々しいかな」

「うむ？　そうなのか？」

「例えばマチルダのお師匠さん含め、自分の親しい人を自宅に招待した時、そんな『かかってこい！』みたいな態度取らないだろ？」

　アーウィンは足を揃そろえて背筋を伸ばし、下腹部の辺りに右手を出して左手で覆おおった。

「店の営業方針にもよるけど、うちではこの立ち方で待機」

「なんと。それではすぐに抜刀できないではないか」

「できなくていいの！　要は『すぐに抜刀できない』、『抜刀する意思はない』、『あなたに敵意はない』って意思表示なんだから。あと、後ろで手を組むのもダメだからな」

「それでは暗殺に不利──」

「不利でいいの！　結局はそういうことなんだよ。前で手を組むことで『見ての通り私は凶器を所持してません、ご安心ください』って意思表示になるんだよ」

「なるほどな。客人を迎えるというだけあって、色々と考えているのだな」

　言いながら、マチルダは見よう見まねで立ち方を修正する。

　こういうところは意外と素直だな、とアーウィンは感心してしまった。

「そうそう。いいな。結構、様さまになってるぞ」

　私服の胴着とは打って変わって、スカート姿のマチルダは実に女の子らしく見える。ダークエルフというわりには相変わらずスレンダーな体型だが、長身で背筋がピンとしているから姿勢も良い。剣士として鍛きたえてきた賜たま物ものなのだろう。リーラが『かわいいウエイトレス』なら、マチルダはさながら『美人ウエイトレス』だ。人間嫌いさえ口にしなければ。

　だが指導にあたり、マチルダを正面から捉とらえようと移動した瞬間。

　彼女の腰の左側にあってはならない物を目撃してしまい、アーウィンは固まる。

「どうした、アーウィン・オルコット」

「どうしたもこうしたもねぇ！　なんで剣持ったまま出しゆつ勤きんしてんだ！」

「なぜと問われても困る。自分は、剣とこの身を賭として店に尽つくすと約束したからな」

「剣はいらないよ！　身一つで充分だよ！　今すぐ更衣室に置いてこい！」

「断る！　剣と命は等価値なのだ、自分にとっては。それを一いつ時ときでも手放すということは、すなわち死。言葉通り自分は、死んでも剣を手放さん！」

「そういうのいいから！　店的に見てくれが悪いんだって！　だいたい、店長にだって業務に関係ない物は持ち込むなって言われたはず──」

「いや、店長殿は許可してくださったが？」

「ちょっとロイズさぁぁんッ!?」

　すべての元凶はあの人だったのか。こういうところの判断基準は本当に理解に苦しむ。

　だが店長が許可したとなれば、ますますアーウィンは折れるほかなくなる。

　頭を掻かきながら「あ～、もう！」と唸うなったアーウィンは、マチルダに向き直った。

「お客様に危害を加えるなよ。絶対に抜くな」

「約束はできん……が、努力しよう」

「約束しろよそこは……」

「ほざけ人間め。そう易やす々やすと言うことを聞くと思ったか？　だがまぁ、自分の申し出と信念を受け入れてくれたことには、感謝するとしよう」

　見下すように言ったマチルダは、しかしどこか嬉うれしそうに笑った。







　午後八時を回ると、そこそこお客様で席も埋うまり始める。

　平日ということもありまだまだ空席は目立つが、こういう時こそ新人教育に打ってつけだ。新人に対して目を離すこともなく、なにかあった時は迅じん速そくにフォローもできる。

　不安要素が多いのは新人ならしかたがないと割り切り、アーウィンは自分やリーラの接客をマチルダに見せた。なんとなくでも流れを把握してもらったら、次に料理やドリンクの提供など簡単な作業から慣なれさせることにした。












「『キマイラのスカロピーネ　死の森の毒キノコソース添え』だ。……待たせたな」

　料理を提供したマチルダは、そのまま颯さつ然ぜんとした足取りでデシャップへ戻ってくる。

　確かに剣術を習っていただけあって、一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくはリーラを含む接客担当の魔物達と比べても、思わず目が縫ぬい付つけられてしまうほど優美だった。

　だがアーウィンと目が合えば、「ふふん、どうだ？」と言わんばかりの勝ち誇ほこった顔。

「……ってドヤ顔してる場合か！　俺らの接客、見てなかったのか！」

「喚わめくな、たわけ。なにも間違えてはおらんだろう。臆おくさず堂々と接客もこなしたぞ」

「堂々とし過ぎてて逆に態度でかく見えてるから！　『待たせたな』ってなんだよ、立ち位置どこだよ！　根本的な言葉遣いぃっ！」

「ふん。立ち位置の話なら、元来己おのれの糧かては自らの力で狩り取るのが魔物の道理。それを怠り他者から施ほどこしを受けるなど、下等種族の烙らく印いんを押されても文句は言えまい」

「弱肉強食の時代はもう終わってるの！　魔物の道理よりおもてなしの心をだなぁ！」

「お、落ち着いてください、アーウィンさん……。血管切れて早死にしちゃいますから」

　リーラの言うことはもっともだった。なんだか今日は、いつになく血圧が高くなってる気がしていた。ずっと頭痛が治まらないのはこれが原因か。

「えっとね、マチルダちゃん。私達はお客様から魔石をいただく代わりに、食事と食事する場所を提供してるの。だから、さっきみたいに『ありがたく食え～』って態度だと、お客様も気分がよくないの」

「ふむ。なるほど。それが『立ち位置』ということだな？　承しよう知ち。以後気をつけよう」

「俺とリーラとで、なんだってこんなに差があるんだ……」

「貴様が人間だからに決まっているだろう」

　いい加減聞き飽きた返答に、より頭痛が酷ひどくなってアーウィンは頭を抱えた。

「……リーラ。悪いんだけどマチルダの教育係、代わってもらえるかな」

「はい。なんだかアーウィンさんも具合悪そうですし、その方がよさそうですね……」

「人間とは実に軟なん弱じやくだな」

「誰のせいだ、誰の！」

　そんなやり取りを経へてマチルダの指導役を交代してくれたリーラは、さっそくマチルダを連れてデシャップへ向かった。次の料理を提供しに行くのだろう。

　手が空いたアーウィンは、ひとまず目立たない箇所の掃除でもしようと道具を準備する。

　まずはドリンク場の冷蔵庫内から始めることにしたアーウィン。血が上った頭を鎮しずめるのにこういう単純作業は効果的だ。

　人一人入れるぐらいの大きな冷蔵庫を空にし、半身を突っ込んで隅すみ々ずみまで掃除を始める。

　しばらくの間、ほぼ無心で拭ふき掃除を続けていた時だった。

「なにを遊んでいる、アーウィン・オルコット」

　アーウィンのお尻しりの方から、マチルダの威圧的な声が聞こえてくる。

「遊んでないから。掃除してんだよ……」

「そうか。てっきりその中に身を隠して自分らを驚かそうという魂こん胆たんかと思ったぞ」

「それ、マジでシャレになんないから。いろんな意味で」

　言いながら冷蔵庫の外へ出る。アーウィンが何事かと思ってマチルダに目を向けると、彼女はジッとホールの様子を観察していた。

「……どうした。なんか問題か？」

　ホールを見み据すえる眼まな差ざしが不ふ穏おんな光を宿しているように感じ、アーウィンは訊きいた。

「この店は、男性客が女性店員の体に触れることを良しとしているのか？」

「そんな訳ない。いくらお客様だからってそりゃ立派な嫌がらせだ……触さわられたのか？」

　アーウィンは立ち上がってホールの状況を確認する。お客様は二名様が三組。みんなゆったりまったり食事を楽しんでいる。

　実に和なごやかだ。いたって平穏……のように思える。

「自分のことではない。それに『まだ』触ったというわけではないのだがな」

「『まだ』ってことは、未み遂すいが起こったってことだよな。どの席だ？」

　そもそも、なにかトラブルが発生しそうになった時、よほどの場合はリーラの使い魔である吸血コウモリが知らせてくれることになっている。

　そのコウモリが依然として、天井へ逆さかさ吊づりのまま微動だにしていないということは、なにも起こっていないか、未遂事件を見逃してしまったかだ。

　アーウィンに問われたマチルダは、目立たないよう顎あごで客席を示す。

　中年の鬼族二人組の席だ。酒の入ったグラスを片手にすっかり酔っている様子の二人は、ゲラゲラと笑ったり、時々視線をリーラへ向けてはコソコソと話したり……。悪質というほどではないが、酔っぱらいのバカ騒ぎ状態だった。

「あやつら、先刻からリーラ殿の尻に手を伸ばそうとしたりとやりたい放題でな。そういった奉ほう仕しも提供しているのかと思って黙っていたが……」

「ないない。うちは普通の飲食店だ。まぁ少し様子を見よう。教えてくれてありがとな」

「貴様に礼を述べられるほどの事ではない。自分はただ、リーラ殿の身を案じただけだ」

　マチルダはぶっきらぼうに返した。だが職場の仲間を案じてくれたことが意外と嬉うれしく、アーウィンは「そうっすか」と小さく笑ってしまった。

「あ。それと、ただの偶然だったり触ろうとしてるように見えただけかもしれないから、問い詰めたりすんなよ？　一方的な言いがかりだ、ってクレーム出されても面倒だ」

「指さし図ずをするな。言われなくとも承しよう知ちしておるわ」

　実に可愛かわいげがない後輩である。本当にわかってくれたのだろうか。

　だがそれを追及しても無意味と思い、彼女を信じることにしたアーウィン。掃除を中断してホールに出ると、件くだんの鬼族二人組へ目を配った。

　決めつけるのもよくないとわかってはいるが、中年の男が酒を飲んでいるところにリーラのような若くてかわいい子が接客しにくれば、色目を向けられてしまうこともある。

　なんだってそんなところまで人間社会に似てしまうかな、と複雑な感想を抱いた──

　その時だ。

　リーラが鬼族の横を通った際、露ろ骨こつに、意図的に、鬼族の一人がお尻しりへ手を伸ばした。

　牽けん制せいして手を引かせるため、そばで咳せき払ばらいでもしようとアーウィンが身を動かした。

　だが、それよりも先に、

「おい、貴様。その手はなんだ」

　あろうことか、マチルダが二人組のそばで低い声を唸うならせた。

「なんだよねぇちゃ～ん。俺ぁ別に、な～んもしてないぞ～」

「しらばっくれるな。先刻から何度も目撃している」

　しかも、完全に『お客様』として接する態度ではない。

（だぁ、もう！　問い詰めるなって言ったろうが！）

　そうしたい気持ちは理解できるが、触さわった事実がなければ相手はえん罪を主張するに決まっているから、クギを刺さしたのだが……。

「証拠はあんのかよ～証拠～」

「そうだそうだ～。言いがかりじゃね～のかよ～」

　案の定だ。こうなってしまっては、客に因いん縁ねんを吹っ掛ける店員という構図でしかない。

　すると、そばで状況を呑のみ込めずオロオロしていたリーラが口を開いた。

「ど、どうしたのマチルダちゃん……。だ、ダメだよ、お客様にそんな……」

「すまぬリーラ殿。どうしても我慢ならなかった。動揺せずに聞いてくれ。こやつら……リーラ殿の尻を触ろうと何度も企くわだてておった」

「…………え？」

　場の空気など関係なくありのままを話したマチルダにより、一瞬にして店内が凍る。

　客席には、騒ぎとはなんの関係もない、事件を知りもしないお客様だっている。そのホールのど真ん中でいきなり、尻を触られそうになっていたなどと伝えれば、リーラはお客様から注目の的になってしまう。今後、彼女の仕事までやりにくくなる。

　だからこそ、デシャップへ戻ってきてから伝えようとアーウィンは考えていたのだが。

（……もはや後の祭りか。とにかく、すぐに場を収めないと）

　そう思って客席へアーウィンが向かった時だ。

「っうぃ～。あぁもしかして、ねぇちゃん嫉しつ妬としてんじゃねぇ～」

「あるある～。自分がその対象に選ばれてないってのが～、気にくわないとか～」

　下品な笑みを浮かべてからかう二人に、マチルダが険しい表情を向けた。

「それならそうと先に言ってくれりゃ、喜よろこんでスリスリしてあげたのによ～。でへへ～」

　そう、オヤジの一人が鼻の下と手を伸ばした──次の瞬間。

「ま、待てマチ──」

　グワンッ！

　アーウィンの言葉より早く、マチルダは腕うでをガシッと掴つかみ、いとも容易たやすく背負い投げた。

　周囲の椅い子すやテーブルを巻き込み、大きな音を立てて床に叩たたき付けられるオヤジ。酔っぱらっていることに重ね、衝撃で気を失ってしまったようだ。

　だがそれで終わらせようともせず、マチルダは抑え込むと吐き捨てた。

「痴しれ者ものが！　恥を知れ!!」

（とうとうやっちまったー!!）

　危き惧ぐしていた状況が現実になってしまう。素早く行動できなかったアーウィンにも責任の一端はあるが、そうはいってもマチルダの行動はあまりに迅じん速そく過ぎだった。

「ゲスな輩やから共が。同じ魔物として実に嘆なげかわしい。そら、今店内にいる者すべてが貴様らのゲスな会話を聞いたぞ？　それでもまだシラを切るつもりか？」

　射殺せるほどの鋭するどい眼がん光こうを、もう一人のオヤジへ向けるマチルダ。

　横から見ていただけのアーウィンでさえゾワリと鳥肌はだの立つ、殺意の込められた視線だ。直じかに向けられたオヤジはさぞ戦おののいただろう。

「──んだよこの店！　言いがかりつけた挙あげ句く、客投げ飛ばすのかよ！」

　ガタッとオヤジが立ち上がり、震える足で後あと退ずさる。

「まだほざくか！　往生際の悪い！」

「マママ、マチルダちゃん！　も、もういいから落ちつこう？　ね？　ね？」

「これが落ちついていられるか！　自分の中にある正義が、こやつらを悪だと確信させる。であれば！　正義の名のもとに断罪するのが剣士の務め！」

「待て待て待て！　帯たい剣けんしてるだけでも物々しいのに、抜くなって！」

　庇かばうのは不本意だが、アーウィンは柄つかを握にぎるマチルダとお客様の間に立ち塞ふさがる。たとえ未み遂すいでもセクハラは許されざる行為だが、さすがに剣の錆さびにさせるわけにはいかない。

「とりあえず今回は言って聞かせるだけでいいって！　被害者はいないんだから！」

「兄ちゃんふざけんなよ！　こっちの連れは被害者だっての！」

「お客様もちょっとお静かにお願いできませんかね～!?」

「被害者がいようがいまいが関係ない。こんなゲスな連中に食わせてやる飯などない！」

　アーウィンの主張を一いつ蹴しゆうし、とうとうマチルダはシャッと剣を抜いてしまった。

「どけ、アーウィン・オルコット。こやつは斬きらねば気が収まらん！」

「お前も沸点低いな、おい！」

「低くて結構。二度は言わんぞ？　退ひかぬなら……共に錆さびとなれ、人間風情が！」

　マチルダが剣を頭上に高々と振りかぶる。同時にアーウィンも、斬きられると覚悟して両目を閉じた──次の瞬間。

　──バチュンッ!!

　妙な音が聞こえたかと思えば、アーウィンの背後で「ぐぇ！」という悲鳴が上がった。

「…………え？」

　待てども斬ざん撃げきは降りてこないのに悲鳴は聞こえた。不思議に思ったアーウィンは声のした背後へ振り返る。目に留とまったのは、白目をむいて仰あお向むけに倒れた鬼族のオヤジだった。

「な……んだ？」

　完全にのびている。よく見れば額の辺りに、小さいなにかがめり込んでいた。

　飛び道具の類たぐいだろうか？　恐る恐る彼の額を確認してみる。めり込んでいた凶器らしき物──それはシャツのボタンだ。千切れた縫ぬい糸の欠片かけらごとクリティカルヒットしていた。

　ボタンって凶器になるのか？　と混乱しながらも、射線を辿たどるようにアーウィンは振り返る。だが、犯人がいるはずの場所にはマチルダが一人。

「これ、お前……が──ッ!?」

　途端、アーウィンは言葉を失った。剣を振りかぶったまま固まっていたマチルダの胴に、今までなかったはずの物がたゆゆんと存在を主張していたからだ。

　それは、とんでもなく豊ほう満まんな──おっぱい。

「マチルダちゃん……それ」

　さすがのリーラも、それ以上は言葉が出なかったようだ。そのぐらい、性別に関係なく衝撃的ということだろう。

　どこにどうやって隠していたのか、急に膨ふくらんだ胸によって制服が圧迫された結果、ボタンが千切れて弾はじけ飛とんだのだ。がばぁっと口を開いたシャツの隙すき間まから、褐色肌はだのキレイな谷間が露あらわになっていた。他のボタンも、今にも千切れんばかりに窮きゆう屈くつそうだ。

　アンダーを締しめるエプロンのおかげで、それはもう立派な乳袋状態。

「……──ッ!?　ふにゃあああぁぁぁっ!!」

　マチルダはたちまち顔を真っ赤にして、今までの毅き然ぜんとした態度からは想像もつかない悲鳴を上げた。慌ててガバッと胸部を隠す。

　……だが腕うでや手に押さえられ、むにょっと形が変わるだけ。ある意味逆効果だった。

「……み、み、み……」

　歯を食いしばってわなわなと震えていたマチルダは、やがて剣を振り回して吼ほえた。

「見るにゃぁ！　こにょ……俗物共がぁぁぁあああ!!」

「俺らは関係ねーだろーが！」

　こうして錯さく乱らんし、羞しゆう恥ち心しんのせいか妙な人格が覚かく醒せいしたマチルダの無差別攻撃で、一時店内はお客様すら巻き込んで騒そう然ぜんとなった。アーウィンの避難誘導や、リーラ達がマチルダを止めに入りどうにか大人しくさせて事なきを得たが、みんないい迷惑である。












　ともかく、迷惑な客の撃退に繋つながった銃弾とその出所に誰もが衝撃を受けた、この事件。

　後に『悩殺のバストブリット事件』と呼ばれるようになるまで、時間はかからなかった。







「あのな二人とも。遊びでやっているんじゃないんだからな」

　営業終了後。

　アーウィンとマチルダはデシャップの前で、ロイズにお説教を喰くらっていた。

「女としてああいう輩やからを許せないのはわかる。迷惑な客を始末するのも良しとしよう。だがな、無関係なお客様を危険にさらすんじゃない。だいたい、アーウィンがついていながらなんで止められなかった。ホールマネージャーとして、監かん督とく不ふ行ゆき届とどきだぞ」

　言い訳のしようもなく、二人とも謝罪しながら項垂うなだれた。

「すみませんでした。以後気をつけます」

「……申し訳なかった。自分が取り乱したばかりに……」

　マチルダはすっかり元の堅苦しい口調で言い、拳こぶしを強く握にぎった。

「此こ度たびの件、すべての責任は自分にある。まだまだ、修行が足りなかったということか」

　どうやら本気で落ち込んでいるようだ。今にも悔くやし涙を流しそうな彼女の雰囲気に、近くで作業していたコロボックル達は目を潤うるませていた。

「前職でのことを反省し、客人を傷つけぬようにと誓ったのに、結局は耐えることができなかった。自分の不ふ甲が斐いなさが悔くやしい」

　前職の解雇理由については、マチルダも彼女なりに反省していたらしい。

　やがてマチルダは、カッと目を見開いた。

「店長殿！　自分、今一度山へ戻って修行してくる所存！」

「行かんでいいから反省文提出。以上」

　マチルダのズレた宣言を一いつ蹴しゆうしたロイズは、スタスタと二階へ戻っていった。

「なんと……反省文なる物は、それほど効率のよい修行法なのか？」

「まぁ、マチルダが今考えてるような方法じゃないけどな」

　なんだか妙に疲つかれて盛大に溜ため息いきをつき、アーウィンが作業に戻ろうとした時だ。デシャップへリーラがヒョコッとやってきた。締しめ作業をしながら様子を窺うかがっていたらしい。

「あの、マチルダちゃん。今日はありがとね、心配してくれて」

「いや……こちらこそ、余計な迷惑をかけてしまってすまなかった」

「ううん、迷惑なんかじゃないよ？　そりゃ、剣を振ったりするのは危ないけど、私を思って怒ってくれたんだよね？　なら、全然迷惑じゃないよ。むしろ、本当にありがとう」

　笑顔を見せるリーラ。同じ職場の仲間としてすっかり気を許したのだろう。

　彼女の優しさに、「かたじけない」とマチルダは頭を垂たれた。

「それはそうと……その制服、直さないとだね」

　リーラが視線を向けたのに釣られて、ついアーウィンも目が行ってしまった。

　マチルダのシャツの胸部は、依然としてボタンが取れて乱れたまま。

　……だが、さっきのバカでかいおっぱいはどこへやら、すっかり消えてなくなっており、

「いつまで見ておる。その双そう眸ぼう、くり抜いてケルベロスに食わせるぞ」

「うぉあ！　わ、悪い……」

　ドスを利かせたマチルダの声に驚き、明後日あさつての方に顔を背ける。

　確かに見過ぎていた。だがしかたない。アーウィンだって男の子なのだから。

「まったく、難儀な体だ。男共の目で恥ち辱じよくを味わうばかりで、よいことなど一つたりともない。剣を振る上でも邪魔でしかない。しかも、きつく巻いたさらしで常に息苦しい。なんだというのだ、この脂肪のかたまりは」

「……なんだろう、この体の真ん中からわき起こる黒い感情……」

　リーラがボソッと口にした内容は聞かなかったことにして、アーウィンは訊きいた。

「あ、あのさリーラ。大きいサイズの制服ってないの？」

「さっき探してきたんですけど、マチルダちゃんが着られるサイズの物はちょっと……。新しく作るしかないかもしれません」

「その必要はない。さらしを巻けばこの通り収まる」

「……あのサイズをさらしでどうにかしちゃえるのかよ」

　だが翻ひるがえせば、片方だけでもメロン一個分はあった物を隠す技術があるのは、それだけ大きいことを気にして試し行こう錯さく誤ごを繰り返した、ということでもあるのだろう。

「お母様には大きい制服を作っておいて貰もらうよう伝えておくね。新しい制服は出しておくから、明日はそれ使ってもらって……ボタンは私が預かってつけ直しておくよ」

「色々と手間をかけさせてすまぬ。よろしく頼む」

　マチルダが頭を下げると、リーラは「いえいえ～」と笑ってデシャップを後にする。

　その姿を眺ながめながら、やがてマチルダはぽつりと呟つぶやいた。

「本当に、迷惑ではなかったのだろうか？」

「なんとも言えないな。店的には多少迷惑だったろうけど……」

　同じようなことが起きないよう、原因究明には常に努めるべきだ。

　だが責任の所在の追及は今やるべきことではないし、マチルダにあるとも言い難がたい。ロイズの言うとおり、アーウィン自身の監かん督とく不ふ行ゆき届とどきでもあったのだから。

「お前がリーラを思って出た行動なのは事実だし、おかげでリーラが不快な思いをしないですんだのも事実。だから、どちらとも言えないよ」

「そうか……。本当に不ふ甲が斐いないな、自分は」

　正直なところ、マチルダの反応は少し意外だと、アーウィンは思ってしまった。

　生き真面目まじめな性格だと思ってはいたが、自分のしたことをミスと結論づけた途端、この落ち込みよう。もっとも、今日が初日とあっては納得もできる。

「不甲斐ないって思っているなら、同じことを繰り返さなければいいだけだろ。そのための反省文なんだから。むしろ反省文で済ませてもらえる辺り、期待されてるってことだ。だから、あまり思い詰めない方がいいと思うぞ」

　とまで言って、自分のマチルダへの言動や気持ちにすら、アーウィンは意外だと感じる。

　だが、あれだけ悪態をつかれたのにフォローしたくなったのは、きっと無自覚な中でアーウィンも、マチルダを同僚として認めようとしているからなのだろう。

　やがてマチルダは振り返ると、今日何度目かの見下すような笑みを浮かべた。

「そう、だな。貴様の言う通りだ、アーウィン・オルコット。まさか、人間ごときに諭さとされるとは思いもよらなんだ」

「はいはい。どうせ人間ごときの戯ざれ言ごとですよ、まったく」

「そう卑ひ屈くつになるな。貴様にも、多少は申し訳なく思っている。だからこそ貴様の言うことを受け入れたのだ。ありがたく思え」

「多少ってなんだよ。全然申し訳なさを感じないわ」

「そうか。まぁ、なんだ。……許せ」

　そう、まるで少年のように、ニカッと笑うマチルダ。

　まったくこのダークエルフは……などと思ってため息をついた時だった。

「時にアーウィン・オルコット。一つ訊ききたい」

　真剣な眼まな差ざしを向けて、マチルダは言った。

「『反省文』とはどのような修行法なのだ？」





　　《ヒュドラの月》三日






『悩殺のバストブリット事件』から一週間後。

　アーウィンはリカルドとの約束を消化していた。

「あっはっは！　そりゃ、とんだ災さい難なんだったな！」

　リカルドの紹介で赴いた、前回とは別の人間界料理レストラン。賑にぎわうランチタイムの喧けん噪そうに負けないぐらい、リカルドは大きな声で笑った。

　人間界でも不動の人気を誇ほこるパスタ料理。その専門店で食事をしながらアーウィンが話題にしたのは、先日の『バストブリット事件』だった。

「笑いごとじゃないですよ……。剣を向けられた時は、さすがに死ぬかと思いましたし」

「悪い悪い。まぁでも、ここは魔界だからな。つい十年前までは無作為に人間殺しまくっていた魔物共の巣そう窟くつ。そう考えると、アーウィンはよく生き延びたよ」

　バジルの香りが爽さわやかな緑色のソースをスパゲッティーに絡めながら、リカルドはさらりと吐き捨てた。

「……ま、まぁそのマチルダって子も、一癖あるといっても根はマジメですし。同僚への嫌がらせを許せないから起こしたことなんで、それ自体はむしろ評価するべきかなぁと」

　アーウィンも貝の出だ汁しがしっかり絡みついたパスタをクルリと巻き取り、口へ含む。

「いやいや。そういう奴やつに限って、今後も変な問題巻き起こすもんなんだ。それに、アーウィンに対する……人間に対する嫌悪感は、抜けきってないんだろ？」

「それは……おそらくまだ、抜けてはいないと思いますけど」

　アーウィンが躊躇ためらいがちに答えると、リカルドはフォークの先をアーウィンへ向けた。

「いくら人間社会をマネて文化的な営いとなみを目指しているっていっても、魔物の本質は変わらない。みんなそれを理性で抑え込んでいるだけだ。けど、そのマチルダってダークエルフは話を聞く限り、理性よりも感情で動きがちな奴なんだろう。だとしたら……いずれまた、お前に対して剣を向けるぞ」

　アーウィンは強く否定できなかった。

　剣を向ける……その可能性も現状、ゼロとは言い切れなかったからだ。

「今すぐ辞めさせるべきだ。それか……アーウィン、お前自身が店を辞めるべきだ。でなきゃ、些さ細さいな事件がきっかけで、お前殺されるぞ？」

「さ、さすがにそんなことは……魔界にだって法律があるわけですし」

「人間界の法律のマネごとだ。そんなのは規律なんて言わないし、言えない」

　パクッ。言い切ったリカルドはパスタを頬ほお張った。味わうというより、ただ経けい口こう摂せつ取しゆのためだけに行う、気け怠だるい行為のように。

　その様子を眺ながめながら、アーウィンは静かに口を開く。

「……確かにマチルダは、相当な人間嫌いだと思います。けど、そのすべてが信頼できないってわけじゃ、ないと思ってます」

『バストブリット事件』の時、マチルダが剣を抜いた理由は、同僚にセクハラを働こうとした悪漢を許せなかったからだ。

　手段は間違っていたかもしれない。だがその理由はなにも間違っていなかったし、マチルダの真剣な眼まな差ざしに嘘うそはなかった。

　それに事件のあと、マチルダはほんの少しだが、アーウィンに対して心を開いてくれた。『そんな気がする』程度の些細な変化だが、言葉としてマチルダの口から零こぼれたのだ。

　心意気も、言動も、同僚として充分、信用するに足るものばかりだ。

「……アーウィンは若いな。むしろ、ただお人ひと好よしなだけなのかも」

「それは、悪いことですか？」

「悪くはない……だが、良くもない。そもそも善よし悪あしじゃない。単に考え方の違いだ」

　背もたれに深く身を預けたリカルドを眺めながら、不意にアーウィンは悟さとった。

　リカルドが魔界で働くことに前向きじゃない理由は、酷ひどく単純だったと。

「リカルドさんは……魔物に対して良い感情を持っていないんですね」

「基本的にはな。こっちで働くとなったらクライアントは魔物だから、表に出さないよう注意しているが……どうにも魔物の価値観には馴な染じめなくてな」

　長いため息をついて、リカルドは続けた。

「正直、魔物の考えてることはよくわからなくてよ。需要が探れなくて、商談が全然うまくいかないんだ。人間界にいた時はこんなことなかったんだが……おかげで魔界に来てからこっち、業績が落ちてかなり焦っている。この前も一件、でかい案件ポシャったしな」

　何一つ飾っていない本心なんだとアーウィンは思った。それだけアーウィンは、リカルドから信頼されているのだろう。本音を吐と露ろするのはその表れなのだと思う。

　だが、魔物の考えていることがよくわからないなら、わかるまで理解する努力を続けるしかない。個人の感情に動かされ、決めつけるのではなく、魔物へ歩み寄るべきだ。

　……しかしそんな助言が、今のリカルドの耳に届くかはわからない。

　根本的に魔物に対して嫌悪感を抱いている者へ、相互理解のためにも歩み寄れだなんて、聞き入れてもらえるとは思えない。

「そもそも『人間就しゆう労ろう制度』自体、発展途上の魔界へ先進国である人間界から人材を呼び込むシステムだろ？　格上の考えを格下が理解できるようになるまでは、相当な時間がかかる。そんな環境でビジネスを展開すること事態、無理があるんだよ」

「──っ！」

　さすがにアーウィンも、リカルドのあからさまな差別的発言にカチンときてしまった。

「上か下かって……じゃぁ、今うちの店でがんばってくれているスタッフ達も、店長も、人間の俺より格下だってことですか？」

「そうだろ。だってお前、店で優遇されてるだろ？」

　……ぐうの音も出ないことが、こんなに悔くやしいと思ったことはなかった。

　勤きん務むするにあたって間借りさせてもらえている待遇。勤務して一週間経たった頃には、働きを評価されて『ホールマネージャー』へ昇格。

　今まで気にしないでいた──あえてスルーしていたが、それは間違いなく『優遇』だ。

　そして『優遇』されているということは、みんなから格上だと見なされているから──

「……違います。そんなこと、ないです」

　アーウィンは邪じや推すいを払うように首を振った。

「それは、相手の『厚意』です。そんな……上下関係なんかじゃ、絶対にないです」

「だからお前はお人ひと好よしなんだ、アーウィン」

　間髪入れずリカルドは吐き捨てた。

「そういう考え方を否定するつもりはない。けどその考えに縛しばられ、蝕むしばまれると、いつか取り返しのつかない損をするぞ……ってのが、社会人の先輩としての助言だ」

　威圧的にリカルドは言うと、皿に残っていた最後のスパゲッティを巻き取って咀そ嚼しやくした。アーウィンの皿にまだ食事が残っているのを見るや「食わないのか？」と声をかけてきたが、正直食欲は欠片かけらもなくなっていた。

「……食わないんなら、出るか。今日はお開きだ」

　どこか急せかすような物言いで、リカルドは立ち上がった。それぞれで会計をすませ、店員に残してしまった旨むねを謝り美お味いしかったと伝えたアーウィン。

　先に店を出ていたリカルドに追いつくと、彼はうっすらと笑顔を浮かべた。

「何度も言うが、アーウィンの考え方を否定しているわけじゃない。ただ、あまり相手を信用しすぎると損するのはお前自身だから、よく注意した方がいいぞ、って話だ」

　リカルドの助言がアーウィンの耳を滑すべっていく。

　彼の言葉を否定するつもりはない。

　だがストンと腑ふに落ちないのはやはり、根本的に、リカルドと自分とでは考え方が真逆過ぎるからなのかもしれない。

「まぁ、また近いうち会おうぜ。お互いの今後のためにも、な」

「……わかりました。お願いします」

　リカルドの提案にぎこちなく答えることしか、アーウィンはできなかった。







　妙に煮え切らない話になってしまった。リカルドの言葉がグルグルと脳裏を巡り、アーウィンの胸に広がった靄もやは、時間を増すごとに広がる一方だった。

　店の前に到着してもなお、わだかまりは晴れる気配がない。

（これから仕事とか、なんか憂ゆう鬱うつだな……）

　そんなことを思いながら、アーウィンは『レストラン・フォリオーズ』の玄関の戸を開けて足を踏み入れた──直後。

　ベロン！

「──うわっぷ！」

　突然アーウィンの横顔が、ヌメッとしたなにかに舐なめられる。心臓が凍りそうなほど驚いて振り返ると、レジスターのミミックが台の上に乗って、長い舌したを左右に揺らしていた。

「びっくりしたなぁ……なにしてんだよ、驚かすなよ」

　ベトベトしたミミックの唾だ液えきを、アーウィンはハンカチで拭ぬぐう。だがすかさずミミックは攻撃を仕掛けた。今度は顔だけじゃなく耳まで舐め回してきたのだ。

「ちょ、やめ！　くすぐったいから……あははっ！」

　耐えきれずに笑いが零こぼれてしまったところで、ミミックの攻撃はピタッと止やんだ。

　見ればミミックは、満足そうに笑顔を浮かべて舌を仕し舞まっていた。

　彼の行動の理由をなんとなく悟さとったアーウィンは、言葉を喋しやべれないミミックの不器用なやり方に、微笑ほほえんで頭を撫なでた。

「だよな。暗い顔して接客なんてできないもんな……ありがとう」

　こうして気にかけてくれる魔物だっている。格下だなんて思うのはやはり間違っている。

　そもそも、そんなことを考えること自体が無意味なのだ。

「……うしっ！　切り替え切り替え。さ～て、今日も一日がんば」

「っくしゅ!!」

「──ッ!?」

　突然どこからともなく聞こえてきたくしゃみに、思わずアーウィンは肩をビクつかせる。

　アンティーク調の店内をグルリと見渡して、くしゃみの発生源を探るアーウィン。すると一つの客席の上で、青みがかった銀髪がコクリコクリと動いているのが見えた。

「…………マチ、ルダか？」

　声をかけてみるが、応答はない。銀髪の誰かへ近づいてみるとやはり、褐色の肌はだに胴着と袴はかまを纏まとい、腰に剣を携たずさえたマチルダ本人だった。

（……マチルダも、こんな顔して寝るんだな）

　彼女の穏やかな寝顔を見て、アーウィンは思った。

　こうして無防備な姿をさらしていると、マチルダも年頃の女の子なのだと思い知らされる。鋭するどい目に堅苦しい言葉遣いのイメージが定着している分、夢の世界を旅している柔やわらかい雰囲気が、より浮き彫りになっていた。

（……それにしたって、このままじゃ首痛めそうだな）

　先ほどからマチルダの首はコックリコックリと上下動を繰り返していた。寝るなら寝るでうたた寝ではなく、横にさせようとマチルダの肩へ手を伸ばした。

　──その時。

　突然目を見開いたマチルダは、電でん光こう石せつ火かで剣を抜き、アーウィンの喉のど元へ突きつけた。

「────ッ!!」

　殺意しか籠こもっていない眼。アーウィンの命に食らいつこうという形ぎよう相そう。

　とても先ほどまで夢心地だったとは思えない。

　そもそも、悠長にマチルダの表情を観察できていること自体、アーウィンには信じられなかった。

　とっくに首を狩られていてもおかしくないスピードだったのだ。

「…………何事かと思えば、貴様だったか、アーウィン・オルコット」

　ようやく両目に殺気以外の光が宿り、マチルダは溜ため息いきと共に剣を収める。

「危うくその首、貰もらいうけるところであった」

「いやほんとそうだよ！　こえー！　超こえーっ！　めっちゃびびった！」

「やかましいぞ。二階にいるリーラ殿やロイズ殿に迷惑であろう」

「同僚を殺しそうになった口でなに言ってんだ！」

　バストブリット事件といい『歩くはた迷惑』なマチルダに言われたくないアーウィン。

「ふん。寝込みを襲おうとした貴様が悪い」

「襲おうとなんてしてないから。だいたい、なんでこんなとこで寝てたんだよ」

　するとマチルダは椅い子すに座り直し、キシッと背もたれへ背中を預けた。

「決まっておろう。早めに出しゆつ勤きんしようと思い、出向いたまで」

「いや、お前の今日のシフト、午後六時からだからな？　一時に来ても早すぎるから」

「それならそれで、できる作業もあるであろう。人手が多いに越したことはないはずだ」

「俺みたいな社員ならともかく、お前はその分人件費発生しちゃうんだよ、バイトなんだし。それも込みで作ったシフトなんだから、無意味に長時間働こうとしなくていいの」

「ふん。元来時間とは、己おのれで決めて動くのが魔物の理ことわりだというのに。他人に決められなければならん人間の理は理解に苦しむ」

「その理ことわりをマネるよう公約掲げているのは、お前が忠を尽つくす予定の魔王だけどな？」

「『様』をつけんか、無礼者。貴様は敬語も満足に使えんのか。……よかろう。人件費が問題というのであれば、貴様の給料から分配してもらうようロイズ殿に直じか談だん判ぱん」

「お前マジ帰って寝てろよ給料泥棒！」

　やる気があるのはいいことだが、それで自分の給料が減るのは我慢ならないアーウィン。

「まぁ、それはともかくとして……少々、気になることがあってな」

「……？　気になること？」

　アーウィンが聞き返すと、マチルダは神妙な面持ちで声を小さくした。

「ここ数日、店の周りに不審な影を見かけることが多くてな」

「不審なって……空き巣かなにかか？」

「わからぬ。だが間違いなく、時間帯に関係なく、この店は何者かに見張られている。今日も自分がたまたま店の前を通りかかった時、窓から店の中を覗のぞいている者がおった」

「お客様って線はないのか？　営業時間を知らなくて様子を見てたってだけの」

「自分も最初はそう思ったが、声をかけた途端逃げられてしまってな。あまりにも胡乱うろんゆえ、用心のつもりで店の中から見張っておったのだ」

「そりゃ、もぬけの殻からよりは用心になるけど、それじゃマチルダの方が危ない……」

　とまで言いかけて、アーウィンは先ほどの、剣を向けられた一幕を思い出す。

　恐らく、ずっと気を張って浅く眠っていたのだろう。

　店へ──マチルダへ近づく不審な影に対し、すぐ反応できるように。

「寝込みを襲われるほど柔やわな鍛きたえ方はしておらん。店に危害が加わるよりは良い」

　マチルダは店で働き始めて、まだ一週間しか経たっていない。

　なのにこれほどまで店のことを思い、危険を冒してでも守ろうという姿勢は、店への忠義が口先だけじゃないからだと、改めてアーウィンは感じた。

「……念のため、後で店長にも話しておいてくれないか？」

「言われずとも先刻、すでに報告した。なにかしらの対応はするそうだ」

　それを聞いて、ひとまず安あん堵どの息を漏らしたアーウィンだっ──

「ところで此こ度たびの警備と時間拘束に対する報ほう酬しゆうなんだが」

「ふてぶてしいなお前は！」







　早めに出しゆつ勤きんしたマチルダの対応をロイズに相談したところ、彼女にも開店準備の作業を教えることとなり、アーウィンはマチルダと二人で店内清掃に勤いそしんでいた。

　普段から掃除はこまめに行っていたが、限られた時間の中では手の届かない場所も多い。そういった細かい場所の掃除は、時間と人手のある時にまとめて行うことにしていた。

「いいか、しっかり押さえておれ。脚きや立たつから手を離した瞬間が貴様の末まつ期ごと知れ」

　アーウィンの頭上からマチルダの声が降りてくる。マチルダはアーウィンの押さえる脚立に登り、煤すすで汚れた天井を拭ふいていた。

　キャンドルの魔物が照明として燃えている時に、どうしても煤が発生してしまうのだ。

「わかってるわかってる。死んでも脚立を手放さん！　だっけ？」

「……貴様、自分をバカにしておるのか？」

「ジョークだって、ジョーク！　真に受けんなよ……悪かった」

　さすがにネタにし過ぎたかもしれないとアーウィンは反省する。生き真面目まじめなマチルダにこの手の冗談は通じないらしい。怒っているのか、マチルダは無言を貫くばかり。

　天井を拭ぬぐう布の音と、マチルダが体を動かすたびに軋きしむ脚立の音だけが、静かな店内に響く。正直気まずい。

　せめてマチルダが怒っているのか、作業に真剣なだけなのかを、表情から読み取ろうと視線を上げたアーウィン。

（──っ！　この角度……ヤバイ！）

　たちまち顔を赤くしてアーウィンは目をそらした。アーウィンの身長ほどもある脚立に、マチルダは登って作業している。しかもウェイトレスの制服姿で。アーウィンの場所から見上げると、ヒラヒラとしたスカートの中が丸見えだったのだ。

　だがこのまま黙っていては、ますます気まずくなる一方だ。なにか話題を投げなくては。そう思って頭を回転させ──不意にマチルダの腰に下がっている剣が目に留とまった。

「気になってたんだけどさ。なんでそんな頑かたくなに、剣士になりたがるんだ？　魔王軍に入隊して、国に忠を尽つくしたいって理由はわかるけど」

「なぜ貴様に話さねばならん」

「……あのさ。少しは親しん睦ぼく深めようとか、思ってくれないの？　俺達同僚じゃん」

「人間相手に深める親睦などない」

　お決まりの人間嫌い発揮か……とアーウィンがため息をつきそうになった時だ。

「だが『同僚との親睦』となれば……深めるのもやぶさかではないな」

　アーウィンがふとマチルダを見上げると、気恥はずかしそうにおちょこ口を作っていた。

「剣の道を目指したきっかけは、父上への憧あこがれだ。魔王軍に魔術師として入隊し、第一線で戦果を上げ続けた父上に、幼少の頃から憧れと誇ほこりを抱いていた。だからこそ自然と、同じ軍人という道を志こころざすに至った」

「けど、それがなんで剣の道……剣士なんだ？　ダークエルフって普通のエルフ族と同じで、元々は魔術に長たけた種族じゃなかったか？」

　もっとも今の魔物は、魔石なしで魔術は使えない。だがダークエルフは他の種族より、魔術を用いる道具や魔石生成などの公職に強い種族だとアーウィンは聞いたことがあった。

「それは……」

　マチルダは顔を伏ふせた。今までの毅き然ぜんとした態度からは一変し、妙にしおらしい。

　やがて霞かすんで消えそうなほどの小声で、マチルダは言った。

「実は…………自分、魔術がまったく使えないのだ。両親は使えたのだが、医者の見立てでは後天的な体質異常らしい。魔力を練ねろうとすると、体が拒絶反応を起こしてしまう」

　アーウィンは口を挟まず、マチルダの二の句を待つ。すると彼女は自じ嘲ちよう気味に笑った。

「ふっ。人間相手に話すのは小こ癪しやくだが、事実は覆くつがえらんからな。自分は、ダークエルフ族としては半はん端ぱ者ものなのだ。……だがそんな自分に、父上は常々言葉を残してくれていた」

「言葉？」

「生きたいように生きろ、とな」

　マチルダは、ほんの少しだけ間を設もうけ、続けた。

「魔術が使えず、ダークエルフのはみ出し者と蔑さげすまれていた自分を、慮おもんぱかっての言葉だったのだろう。自分が剣の道を歩もうと志こころざしたのは、紛まぎれもなくその言葉があったからだ。幼おさないながら自分になにができて、なにができないのかを必死に考え抜いて決めたことだ」

　アーウィンは、マチルダが剣の道にこだわる理由が腑ふに落ちた。

　魔術に強いはずのダークエルフ族でありながら、その強みを持つことが許されなかった少女が選んだ──選ばざるを得なかった、生きる道だったのだ。

　尊敬していた父親に、背中を押されて踏み出した、彼女の生きる道。

「……自慢できる、いい親父おやじさんだな。今も軍にいるのか？」

「いや。自分が六つの時に戦場で散ちった。もちろん、相手は人間だ」

　マチルダが六歳の頃というと、十年前。程なくして終戦を迎えたであろう、戦争の末まつ期き。

　忘れてなどいない……つもりでいた。だが知らず知らずのうちに、十年という歳月が傷きず跡あとを風化させていたことに、アーウィンは気づかされた。

「父上の死は、もちろん覚悟していた。だが気持ちを整理するのに時間を要した。加えて、その二年前から母上のツテで剣の師のもとに預けられ、人間は絶対的な悪だ敵だと教え込まれていれば、人間嫌いにもなろうさ」

「それが、人間嫌いの理由か……」

　こればかりはアーウィンにも理解できてしまった。

　和平条約が結ばれ、戦争が終わり、平和が訪れた。

　しかしマチルダの父親が戻ってくることは、ない。

　仮に父親の死が報われたのだとしても、父親を殺したのが人間である事実は覆らない。

　なのに今は、魔王の命令とはいえ人間の文化をマネなければならず、目標のためとはいえ人間と一緒の職場で働くことになっている。

　屈辱……と言うほどではないにしても、彼女には思うところが常にあるのだろう。

「魔王軍に入隊し国へ忠を尽つくす。自分にとってそれは、憧あこがれだった亡き父上への手た向むけなのだ。父上の姿と言葉を信じ、体現することで始めて、娘として顔向けできるのではないかと……自分はそう思っている」

　自身の信念を語るマチルダは、なに一つ迷いがないように感じた。天井を掃除している眼まな差ざしはまっすぐ、さらに天井の向こうの高みを見み据すえているような力強さも孕はらんでおり、

「お前……かっこいいな」

　同じように『目標』を持つアーウィンの口からは、そんな感想が漏れていた。

「な……なにを言うか、気色悪い！　に、人間に褒められて喜よろこぶとでも思ったか！　さては貴様、自分をおだてて懐かい柔じゆうしようという魂こん胆たんなのだな！」

「そんなんじゃない。目標にまっすぐなお前が、素直にかっこいいなって思っただけだ」

「────ッ！」

　正直な気持ちを口にするが、マチルダは褐色の顔をみるみる赤くして泡を食う一方だ。やがて居たたまれなくなったのか、マチルダは慌てて脚きや立たつから降りようとする。

「じ、自分とあろう者が、人間ごときに評価されようなど……ふ、不快だ！」

「ちょ、脚立の上で暴れるな！」

　アーウィンが最悪の事態を危き惧ぐして声をかけた、次の瞬間。

　ガタッ！

　マチルダが急に動いたことで、脚立はバランスを崩して倒れかける。

　当然上に乗っているマチルダも、反動でアーウィンへ覆おおい被かぶさるように落っこちた。

「──うわぁ！」

「──ひゃっ！」

　二人の短い悲鳴と体が同時に重なる。

　たちまちバターン！　と大きな音を立て、二人は床に倒れてしまった。

「ってて……マチルダ、大丈夫か？」

「う、うむ……なにやら柔やわらかい物が衝撃を和やわらげてくれたおかげで、大事ないが……」

　転ころんで打った後頭部を摩さすりながら、マチルダが無事でよかったと安あん堵どするアーウィン。

（…………ん？　柔らかい物？）

　アーウィンとマチルダが重なって倒れた時、近くにクッションの類たぐいはなかった。だが確かに、アーウィンのお腹なかの辺りにムニョッとしたなにかが押し当てられている。

　マチルダの下敷きになっていて身動きの取れないアーウィンは、嫌な予感を抱きつつ腹の方へ目を向け──驚きよう愕がくする。

　マチルダの言う柔らかい物……それはまさに、マチルダの豊ほう満まんな双丘だった。

　転んだ拍子にさらしがズレたのだろう。ボタンが千切れそうなほどシャツを押し広げる巨大な胸が、アーウィンのお腹の上で柔らかそうに形を変えていた。

「ど、どうしたアーウィン・オルコット。なにを見て……ふにゃああぁぁぁッ！」

　マチルダも現状を把握したらしく、跳はねるように飛び起きる。

　そして、片腕うでで胸を抱えつつ、素早く剣を抜いて構えていた。

「こ、こ、こにょ……ぞ、ぞく、俗物がああぁぁっ！」

「ちょっと待て不可抗力だろうがー！」

　マチルダは叫ぶと、逃げ惑うアーウィンへ問答無用で斬きりかかる。

　剣を振りまわすマチルダに対し、アーウィンは近くの椅い子すを盾たて代わりに構えた。

「しゅ、しゅこし気を許した自分が愚かであった！　自分、もしや師の教えを信じしゅぎるあまり、思考が極端にゃのではと懸け念ねんしておったが、否いな！　やはり人間は絶対的な悪であり、斬り捨てりゅべき敵！」

「色々極端で視野が狭いのは合ってるから！　いい加減自覚しろって！　一緒に働き始めてから、俺がいつお前に敵意を向けた！　ついでに落ちつけ！　元の口調に戻れ！」

　などと、店内を右に左に逃げ回っていた時だ。

　カランと店のドアチャイムが鳴り、二人はピタリと動きを止めた。

「……なにやってんだ、お前ら」

　店に入ってきたのはタンクトップ姿のリザードマン、ゲイルだった。

　彼は店内をぐるりと見渡し、次いでアーウィンと、服の乱れたマチルダへ目を向け、

「社内恋愛はほどほどにしとかねぇと、オーナーのロイズさんが黙っちゃいねぇぞ？」

　とだけ告げてまっすぐ厨ちゆう房ぼうへ向かった。

「……いやいやゲイルさん？　なんか勘違いしてませんか？　ねぇ！」

　アーウィンは弁明を試みたが返答はなし。聞こえていないのか、わざと黙っているのか。

　呆あつ気けにとられていると、アーウィンの耳に鍔つば鳴なりが滑すべり込んできた。

　振り返るとマチルダはすでに剣を納めており、アーウィンを睨にらみながらため息をついた。

「正直なところ、リーラ殿やロイズ殿の貴様に対する態度には驚いたが、それも魔物社会の変革に無知であった自分の責任。貴様の言うとおり視野が狭いのだろう。実に愚かだ」

　気持ちが静まった──というよりマイナスに落ち込んだような声こわ色いろで、マチルダが自じ嘲ちよう気味に吐き捨てた。彼女は振り返ると、そのまま二階へ続く階段へ向かう。

「お、おい。どこ行くんだよ」

「着替えだ。ついでに頭を冷やしてくる」

　トボトボと沈んだ足取りで階段を上っていくマチルダ。

　その背中は、今までの気丈な彼女からは想像もできないほど丸まっていた。

（……どさくさに紛まぎれて、ちょっと言い過ぎたのかな）

　アーウィンは自分の言動を思い返す。

　きつく言ったつもりはないが、もしマチルダが自分の無知さや視野の狭さに本気で悩んでいたとしたら、ストレートに「視野が狭い」と批ひ難なんするのはクリティカルヒットだ。でなければ、マチルダがあそこまで落ち込む理由がわからない。

　もちろんマチルダには、軍の入隊試験へ向けて、もっと広い考え方を持って教きよう養ようを身につけて欲しいとは思う。言いたかった内容は間違えていない。

　だがマチルダも多感な年頃の少女だ。些さ細さいな一言で傷つくこともあるだろう。ちょっとストレートに言っちゃっただけ、という言い訳は通用しない。

（戻ってきたら、ちゃんと俺から謝らないとな……）

　そう、アーウィンが小さなため息をついた直後だった。

「な、なんじゃこりゃーっ！」

　今度は突然、厨ちゆう房ぼうの奥からゲイルの叫さけび声が聞こえてきた。

　ただならぬ様子にアーウィンが厨房へ急ぐと、冷蔵庫が三台並ぶ厨房の奥で、ゲイルは頭を抱えていた。

「ど、どうしたんですか、ゲイルさん。叫び声なんて上げて」

「どうしたもこうしたもねぇよ、アーウィン。見てみろ、これ」

　緑色の顔をより暗い色にしたゲイルは、冷蔵庫の中を指さす。

　アーウィンは何事かと中を覗のぞき──思わず鼻を摘つまんだ。

「うわっ！　くっさ！　これ、傷んでません？　冷蔵庫の中、全然冷えてないですし」

「今開けたらこんな状態だよ。こりゃ、生ものは全部やられてるだろうな……」

　ゲイルはハ虫類らしく突き出た長い鼻を、冷蔵庫の中へ入れてスンスンと臭いを嗅ぐ。

「仮に腐ってても、俺達魔物は気にせず食えるから良いけどよ」

「いやダメですって、飲食店的には」

「これから仕入れる物も、冷凍のアイスとかも全滅じゃ営業になんねぇな」

「そもそも、どうして冷蔵庫がちゃんと動いてないんですか？　故障？」

「そうか、アーウィンは知らないんだったな」

　するとゲイルは冷蔵庫上部の蓋ふたをパカッと開ける。回路のような物が幾重にも張り巡らされ、所々に魔術用の刻印が記されている。おそらく冷蔵庫を稼働させる魔術装置だろう。

　その回路はソケット付きのケースに集中していた。だが、明らかになにかが入っていただろうケースの中は空っぽだ。

「魔界の業務用冷蔵庫ってのはさ、このケースの中にアイスボール──コンロの火として働いてるフレイムボールの亜種が入って、自分の体の冷気を送って冷やしてんだ」

「でも、もぬけの殻からですよね…………まさか！」

「そのまさかだ。バックレやがったな、あんにゃろー」

　ゲイルは盛大なため息をついてその場にうずくまる。

　アーウィンも気持ちは同じで愕がく然ぜんとした。バックレたこともそうだが、一人バックレるだけで冷蔵庫が機能しなくなるなんて……。

　するとゲイルの様子を見ていたフレイムボールが、火の勢いを弱めながら近づいてきて、控えめに手を動かし始めた。言葉を話せないがゆえの、コロボックル同様のジェスチャー。だが心なしか、伝えるのをものすごく躊躇ためらっているように見えた。

「……はぁ!?　またお前、アイスボールにちょっかい出したのかよ！　前にも交際断られてんだろ。お前なぁ、そんなしつこくされたら、そりゃ逃げたくもなるっての！」

　どうやら、フレイムボールが自分の一方的な好意からアイスボールへちょっかいを出し、そのあまりのしつこさに、アイスボールは保身のため逃げた……ということらしい。

　ゲイルの言った「社内恋愛はほどほどに」とは、まさにこのことか。

　思わずアーウィンは苦笑を浮かべた。

「だとすると、呼び戻すのは厳きびしいでしょうね。代わりのスタッフはいないんですか？」

「いるだろうけど、派遣会社を経由して雇ってるからすぐ来てくれるかはわからねぇな」

「え？　それ、営業時間までに間に合わないんじゃ……」

「来てもらうよう連絡は入れてみるが、まず間に合わねぇな。どうしたもんかなー」

「どうしたもんかなーって……考えましょう。なにか手はあるはずですって」

　早々にお手上げのポーズを取ったゲイルを励はげましながら、アーウィンは解決の糸口を必死に探る。

「何事であるか、ゲイル殿。先ほど、叫さけび声が聞こえたが……」

　その時だ。厨ちゆう房ぼうへ、着替えを済ませたマチルダが戻ってきた。

「ちょうど良いところに！　マチルダの知恵も貸してくれ。実はさ──」

　アーウィンは丸まっているゲイルに代わって、ことの顛てん末まつをマチルダへ説明する。

　するとマチルダは、「ふむ」と唸うなって黙もつ考こうし、やがて口を開くとアーウィンへ訊きいた。

「なるほど。状況は把握した。時にアーウィン・オルコット。このような場合、人間共はどうやって解決するのだ？」

「どうって、人間界の冷蔵庫は魔物に頼っていないからな。最新型は確か、魔界から買い付けた魔石が駆動部に組み込まれてて、氷結系の継けい続ぞく魔術をかけて……──ッ！」

　アーウィンの中で、解決の糸口がつかめた気がした。

「そうか。アイスボールが放つ冷気は、氷結系魔術で代用できるのかも……。ゲイルさん、それって技術的には可能ですか？」

「ああ。俺も緊急時の対策として、修理できるよう勉強はしてあるけどよ……」

「それだ。それしかない！　すごいなマチルダ！」

「い、いや、その……き、貴様が視野を広くと、偉えらそうなことを言っておったからな。人間共はどのような愚策で危機を乗り越えるのか、興味があったに過ぎん……」

　マチルダは顔をそらした。大手柄なのに素直じゃない。

　するとゲイルが、沈んだ声こわ音ねで言いながらアーウィンを見上げる。

「けどなぁ。魔術で代用するとすんげぇ割高なんだ。それにもう一つ問題はあって──」

「割高でもなんでも、やらなきゃ今日の営業ができませんって。それこそ必要経費です。今日明日ぐらいの辛抱ですから」

「そうだぞ、ゲイル殿。なにをそんなに渋っておるのだ。となれば、自分はさっそくリーラ殿を呼んでこよう。リーラ殿は魔術の心得があるのだろう？」

「ああ、頼む！」

　魔石もある。魔術を使えるリーラもいる。これで冷蔵庫の問題は解決だ。

　こんな事態に人間社会の発想が役立つだなんて思ってもいなかったアーウィンは、順調に解決へ向かっていることに安あん堵どの息を漏らした。

　……しかし。

「うう～。ご、ごめんなさい……。私、氷結系魔術は知らないんです……」

「万策尽つきたー！」

　厨ちゆう房ぼうへやってくるや涙なみだ目めになるリーラに、思わずアーウィンは頭を抱えてしまった。

「だから言ったろ？　もう一つ問題があるって。店で氷結系魔術使えるスタッフ、いないんだよ。だから、逃げたアイスボールの体が発する冷気に頼ってたんだ」

　だからゲイルはあんなに渋っていたのか、とようやく腑ふに落ちたアーウィン。

　氷結系魔術は誰も使えない。かといって、今から派遣会社へ連絡したとしても、代わりのアイスボールはすぐに到着できない。

　いよいよ打つ手がなくなって諦あきらめかけた時、再びマチルダがみなに活を入れた。

「狼狽うろたえるでない。であれば氷ひよう龍りゆう王おう様のもとを訪れ、術を伝でん授じゆしてもらえばよかろう」

「……『氷龍王』？　誰だっけ、それ」

　どこかで聞いたことがある名前だがいまいち思い出せず、アーウィンはリーラへ訊たずねた。

「えっと、魔術には『火』や『水』、『風』など全部で六つの基礎属性があるんですが、氷龍王様はその内の『氷』を象しよう徴ちようする高位種の魔物です。種族としては、七大貴族を輩出している『ドラゴン族』に当たりますね」

　少し得意げになってリーラは答える。七大貴族の話をリーラから聞いた時に、『炎えん龍りゆう王おう』と一緒に名前が出ていたのを思い出した。

　ひとまず『氷属性のとんでもない魔物』と端的にアーウィンは落とし込む。

「魔術は独学で学んですぐ使えるものでもなし。しかし氷龍王様から直じかに心得を授かれば、話は別であろう？」

「そ、そんな簡単に魔術って使えるようになるものなの？」

「元から体内に魔力を宿している魔物だからこそですね。魔術式が体に馴な染じみやすいんです。つまり、えっと……『覚える』というより『元々使える状態』へ体を変えてくれるって感じでしょうか。ただ……簡単に伝でん授じゆしてはもらえないと思います」

　わかったような、わからないような。魔術の心得がないアーウィンにはさっぱりだった。

　ともかく、氷ひよう龍りゆう王おうから魔術を伝授してもらえればすぐにでも氷結系魔術が使えるようになる、ということなのだろう。

「簡単にはいかないんだとしても、やってみなけりゃわかんないな。起こせる行動は起こしておいた方がいい。交渉してみる価値はある。それで、氷龍王ってどこにいるの？」

「自分、師から聞いたことがあるな。確か、アルザイス山の山頂付近に──」

「魔界の最高峰じゃん！　交渉以前に会うまでが簡単にいかないわ!!」

「たわけ。気合いを入れれば、最高峰だろうがただの山よ」

「ただの山じゃないから最高峰なの！　根性論でどうにかなるなら苦労しないわ！」

　とてもではないが、この案は実用的ではない。そもそも、そんなとんでもない高位の魔物が、隣近所に居を構えているはずもなかったのだが……。

　とにかくすぐ代案を考えねば、とアーウィンが思考をフル回転させた時。

「……あ。距離と時間の問題なら、『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』でなんとかなるかもしれません」

　そう、リーラが思いついたように続けた。

「あの術、この前よりも多くの魔石を支払えば、術者も含めた人数と行き先を指定して、移動術としても使えるんです。それなら一瞬で氷龍王様の玉座に移動できますよ」

「あ、あれか……」

　ワーウルフの体をガシッと握にぎって離さなかった漆しつ黒こくの手と、深く沈むような暗黒の渦うず。あの魔術にはそんな機能や使い方もあったのか。

　……なんだか話が妙な流れになっていることにアーウィンは気がつく。

「なぁ……まさか俺が行くのか？」

「え？　アーウィンさん、行かないんですか？」

　アーウィンも行くことを前提で考えていたらしく、リーラは首を傾かしげた。

「いや、だって……。厨ちゆう房ぼうの機材だよ？　俺じゃなくてゲイルさんの方が……」

「極ごつ寒かんのアルザイス山になんて、ゲイルさんが行けるわけないじゃないですか。冷蔵庫の冷気で行動不能になっちゃうんですよ？　死活問題ですよ」

「そ、そりゃそうかもしれないけど。俺まで行く必要あるの？　ロイズさんの許可は？」

「厨房責任者が交渉に行けないなら、代わりにホール責任者に引率していただかないと。それにどちらか責任者の方が一緒なら、たぶん事後承諾でもお母様は許してくれますよ」

　肩書きをやたら便利に使われた気もするが、確かにその通りではあるのでアーウィンはぐうの音も出なかった。

「であれば、さっそく準備だな。防寒対策を怠るな、アーウィン・オルコット。氷龍王様の玉座は氷に覆おおわれていると聞く。軽く凍死するぞ」

「なんで行く気満々なんだマチルダは！」

「善は急げと言うだろう。移動手段も見つかったのだ、なにを迷う必要がある」

「お前はあれ見てないから平気だろうけどな……正直に言う！　俺は恐こわい！」

「大丈夫ですよアーウィンさん。あれ、言うほど痛くないはずなんで」

「言うほどってことは、それなりには痛いんだな!?　ていうか『はず』ってなんだ！　不安でしかない──うわっぷ！」

　喚わめくアーウィンに、マチルダは山のような長袖の衣類を投げつけた。

　いつ、どこから持ってきたのだろう？

「着れるだけ着ておけ。仮に凍死しようとも自分は放ほうって帰るぞ」

「お前絶対、ワクワクしてるだろ！」

「当然であろう！　絶対的な強者の威厳を直じかに味わうことができる……剣士としてこれほど嬉うれしきことはないぞ！」

　なるほどどうりで、マチルダは終始笑顔で段取りを組んでいたわけだ。

　そしてその隣では、ちゃっかり防寒対策ばっちりなリーラまでいた。

「準備はいいですか、みなさん。出発しますよ？」

　いつの間にかレジスターのミミックから魔石を取り出していたリーラは、それらを掌てのひらに乗せて詠唱を始める。

「ではでは。『深しん淵えんより出し時計塔。悠ゆう久きゆうの常とこ闇やみに誘いざなうは森しん羅ら万ばん象しよう』♪」

「え？　あ、ちょちょちょちょっと待──」

　慌てて着込んでいる間に頭上にはどす黒い渦うずが展開し、巨大な手が生えてアーウィンの体を握にぎる。ビックリもしたし、やはりちょっと痛かった。

　見れば渦からは他に二本の腕うでが生えており、術者のリーラとマチルダも同様に鷲わしづかみにされていた。

　だが二人は、妙に涼しげな表情で身を委ゆだねていた。ビックリしている自分の方がおかしいのかと疑うたがうほどに。

「それじゃゲイルさん、行ってきますね」

「おお、頼むな。逝いってらっしゃい！」

「絶対今の『いって』は字も意味も違うじゃないですかあああぁぁぁ!!」

　アーウィンは腹の底から叫さけぶが、ゲイルへのそんなツッコミすらも、黒い渦は三人の体ごと飲み込んでしまった。







「──いでッ!!」

　視界が暗転したかと思えば、次の瞬間、アーウィンは尻しりから落っことされてしまった。

　たちまち、全身を刺さすように冷気が襲って、一気に体温を奪っていく。

「さ……寒ー!!　こんなに寒い場所なのかよ……」

　まつげが凍ったようにパサパサする中、両目を開けて周囲を見渡す。

　マチルダの言っていた通り、周囲は一面が氷に覆おおわれていた。『レストラン・フォリオーズ』を建物ごと覆ってもはるかに余りある、巨大な氷のドームの中だ。中心にはなにかを祀まつっているような台座がある。その真上は空洞が続いているようだ。

「こここここが、ひょひょひょ氷ひよう龍りゆう王おうのぎょぎょぎょ玉座か？」

　寒さのあまり、悴かじかんで言葉がうまく発せられないアーウィン。

　着込んでいてもこれなのだ、普段の制服姿ではとっくに凍っている。

「まったく、この程度の寒さで凍えるなど情けないな」

　背後から聞こえたのはマチルダの声だ。体を動かしていないと本当に凍死しかねないと思い、アーウィンは尻しりの痛いたみを我慢して立ち上がると振り返った。

「……って、お前もガタガタ震えてるじゃねぇか！」

「たわけ！　氷龍王様に相まみえる機会を前にした、単なる武者震いだ！」

　マチルダは胸を張って言い切るが、全身の震えに同調してカチカチとあごを鳴らしては説得力がない。もう少し素直に寒いと認めればいいのに、とアーウィンはため息をつく。

　その向こうにはリーラも立っていた。しかしマチルダやアーウィンと違い、まったく寒さに動じている様子は見られない。

「リリリーラはすごいな。ささ寒くないのか？」

「なんのこれしき、ですよ！　私も今から氷結系魔術を伝でん授じゆしてもらえるのかもって思うと、なんだかワクワクして──っくしゅ!!」

「寒いなら寒いって言いなよ！　なんで二人とも、やせ我慢するの！」

「え、えへへ～。だ、大丈夫ですよ。寒さに体が驚いちゃってるだけですから……」

　はにかんだ表情が、本当は凍えるほど寒いことを物語っている気がした。

「まったくもう……。二人とも、風か邪ぜひかないよう体調管理には気をつけてよ？　それで、どうしたら氷龍王に会えるの？」

「「……さぁ？」」

「なんだそれ！　無計画にもほどが──」

『余の玉座でなにを騒いでおる』

　突然、頭の中に声が響く。耳鳴りにも似た痛みに顔を歪ゆがめ、思わず耳へ手を当てる。

　するとドームの上の空洞から、大きな羽音が響いてきた。徐々に大きくなるそれは、押しつぶされそうな威圧感と共に急速に近づいてくる。

　やがて巨大ななにかが、一際大きな羽音を鳴らして玉座の上空に降り立つ。

　軽く吹き飛ばされかねない風力が過ぎ去り、ふせていた顔を上げる。

　氷ひよう龍りゆう王おう──それは名前の通り、全身が氷でできた龍だった。

　氷特有の光沢と硬質感に覆おおわれた薄水色の巨きよ躯く。とても生き物と呼べない体なのに尾おや翼つばさは柔やわらかくしなり、濃紺の生々しい眼はアーウィン達にまっすぐ向けられていた。

『む？　先日やって来た者達とは違うようだが……何用でここへ来た』

　氷龍王は翼を畳たたみ、ドシンと玉座へ鎮ちん座ざする。

　アーウィン達など、手──もとい前足の指先で簡単に弾はじかれてしまいそうなほどの体格差だ。月を見上げるような感覚で頭を傾けなければ、顔も見えない巨大さだった。

『どうした。余に用事があってやって来たのであろう？　遠慮せず申してみよ』

　その言葉が思いの外、友好的に聞こえたのだが……なにも言えなかった。

　悴かじかんでいるからではない。ただただアーウィンも含め、みな圧倒されていたのだ。

　氷の巨躯に、虫を見るかのような視線に、全身から放たれる威圧感に。

　龍王という名にふさわしい神々しい存在感に、恐れ戦おののいていた。

「あ、あの、氷龍王様！　お願いがあります！　私に氷結系魔術を伝でん授じゆしてください！」

　リーラは、全身を蝕むしばむそれらの畏い懼くを振り払うように声を張った。

「実は勤きん務む先のレストランの冷蔵庫を稼働させるために、氷結系魔術が必要になってしまいました……。このままではお店の食材もどんどん傷む一方で、営業にも支障を来きたしてしまいます。ですが、今から独学で術式を勉強する時間も、正直惜しくて……」

　リーラは顔を伏ふせ、涙を浮かばせる。氷龍王の同情を誘う演技……ではなさそうだ。

　店での接客時と同様に下腹部で手を揃そろえ、リーラはガバッとお辞じ儀ぎして続けた。

「都合のいいことだってわかってます。ですがどうか……どうか力を貸してください!!」

『よかろう』

「即答ッ!?　そんな簡単に伝授していいんですか!?」

　思わず上げたアーウィンの叫さけび声がドーム内に木霊こだました。

『余がなにも考えず、なにも知らずに言ったとでも思うたか？　【レストラン・フォリオーズ】で働く娘よ。千せん客きやく万ばん来らい、商しよう売ばい繁はん盛じよう……そのための真しん摯しな姿勢を、余は高く評価している。喜よろこんで協力しよう』

　なるほど、とアーウィンは納得する。

　彼は氷属性の頂点に君臨する、神に近い存在の魔物の一匹。今は没ぼつ落らくしたとはいえリーラが元七大貴族の出自であることも、おそらくはお見通しなのだろう。

　そして同時に、リーラの一家が貴族だった頃の偉業もよく理解している。だからこそ、それが確かつ固こたる信頼に繋つながったのかもしれない。

『だが一つ条件がある』

「は、はい……。魔術会え得とくのためなら、なんでもします！」

『娘よ。【レストラン・フォリオーズ】の食事、余もぜひ食してみたい』

「……え？　そ、そんなことで、いいんですか？」

『さよう。人間と魔物の争いが終結して十年。ここを訪れる者も減ってな。構う相手もおらず、娯ご楽らくにも乏しく、空中遊泳にもほとほと飽きておる。可能であれば、定期的にここへ運んではくれまいか？』

　氷ひよう龍りゆう王おうの申し出に呆あつ気けに取られたのか、「はぁ……」と気の抜けた言葉を返すリーラ。

　しかし驚いているのはアーウィンとて同じ。思わず隣のマチルダへ耳打ちする。

「（なんか、やたら庶しよ民みん的だな……）」

「（うむ。伝でん授じゆするに相応ふさわしいかどうか、一度ぐらい剣を交える覚悟で構えていたが）」

「（だよな。普通そう思うよな。よかった～、俺が変なんじゃなかったのか）」

『耳打ちなんぞ無意味ぞ。余には聞こえておる』

　二人はギクーッと肩を硬直させる。

『余とて一匹の魔物。過去の信仰心故ゆえにいまだ崇あがめられてはおるが、立場は他の魔物と同じ。しからば、他の者同様に娯楽を求めるのも当然であろう。して、余の申し出を聞き入れてはもらえぬか？』

「い、いえいえ、もちろんです！　すごく嬉うれしいです！　そしたら月一……いえ、週一でお届けに上がります！　……こちらのアーウィンさんが！」

「俺かよ！　しかも週一!?」

　あの巨大な手に掴つかまれる感覚と、渦うずを通る際の怖おぞ気け、そして極ごつ寒かんという気温を、週一ペースで味わう……気温差だけで体調を崩しかねないなと、アーウィンは顔を引きつらせた。

『そうか。人間の若人わこうどよ。苦労をかけてすまぬな』

「う……いや、その……」

　まるで、天てん涯がい孤こ独どくのお年寄りの面倒見を任されている気分だ。卑ひ怯きようだと思う。

　過去にお年寄りを接客した際、妙に仲良くなってしまい──そして気がつけば来なくなってしまった。そんな儚はかなく辛つらい思い出が蘇よみがえってしまったアーウィンは、

「……わかりました。俺でよければ、喜よろこんでお引き受けします」

「えへへ。よかったですね、氷龍王様！」

『うむ。話し相手が見つかって、余は嬉しいぞ』

「ただの寂さびしがり屋!?」

　伝授について二つ返事だったのも、この訪問が嬉しかっただけなのではないだろうか。

　どうやら魔物の価値観に馴な染じむには、まだまだ時間と勉強が必要らしい。







　氷結系魔術の伝授はあっという間に終わり、無事リーラは氷結系魔術を自在に操れるようになった。だが、さっそく冷蔵庫修理のため店に帰ろうと、準備をしていた時だ。

『時に、汝なんじらはどのように店へ帰るのだ？』

「えっと、私の『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』でパパッと移動しようと……」

『さようか。しかしそれでは味気ないだろう。この辺りへ赴いたのは初めてであろう？　どれ、余が空から案内でもしようではないか』

「さ、さすがにそこまでしていただくのは……」

　リーラがかしこまって困ったような笑みを浮かべた。

『気にせんでよい。楽しく言葉を交わせて、余は上機嫌だ。その時間さえ惜おしいほど急せいておるというのなら、無理強じいはせんが……』

「いいじゃん、せっかくなんだ。こういう経験だって接客する時の話のネタになるし」

　アーウィンは氷ひよう龍りゆう王おうの誘いに乗り気だった。それに思いの外用事は早くすみ、多少時間もある。どこにいようと一瞬で帰れるのなら、ちょっとぐらい言葉に甘えるのも悪くない。

「うむ。見識を広める意味でも、自分はぜひお願いしたい」

「その、あの……あぅ。お、お二人がそう言うんでしたら……じゃぁ」

『よかろうよかろう。ではさっそく出発しようぞ。みな、余の背中に乗るがよい』

　バサァ！　と翼つばさを広げた氷龍王。その背中に回って、まずはアーウィンからよじ登り、リーラ、マチルダと続く。全身を覆おおう鱗うろこは間近で見ると氷その物で、氷龍王はあえてそれらを逆立てて足場を作ってくれた。表面の冷たさの内側には生き物らしい温ぬくもりも感じる。

『準備はよいか？　しっかり掴つかまっておれ』

　言うやいなや、氷龍王は力強く羽ばたいて浮上する。その後も空気を叩たたき伏ふせるように翼を動かし、高度を上げてゆく。徐々に速度も上がり、アーウィンの顔面へ冷気が壁のように迫って、思わず目を細めた。

　ドームの上の空洞をぐんぐん昇り、やがて天井の光が眩まばゆさを増し──突き抜ける。

　開いた目に映る景色は、海のように広がる無数の雲。

　どこまでも果はてしなく続く青い空と、溢あふれる日の光。

　丸みを帯びているように見える、大地と空の境界線。

「…………すげぇ……」

　寒さも忘れ、アーウィンは思わず感嘆の声を漏らす。

　見たこともない上空からの景色は圧巻だった。空の上の眺ながめはもちろん、空の下──はるかな高みから見下ろす地上の景色もだ。

　広がる緑の大地。ぽつりぽつりと立ちならぶ集落や街。それらを結ぶ街道。

　魔物達が十年という年月をかけ、人間社会をマネて築いてきた営いとなみの軌跡は、大きな大きな地上絵のように思えた。同時に、その巨大な絵画を描いたのが魔物達だという事実に、アーウィンは改めて感服してしまった。

「これが本当に魔物達の国なんだな」

「これが魔王様の目指す国なのだな」

　アーウィンとマチルダの感想が重なり、アーウィンの心臓がドキッと跳はねた。

　冷蔵庫の一件でゴタゴタしていたが、アーウィンはまだちゃんとマチルダに謝っていなかったことを思い出す。わざわざ話を蒸し返さなくても大丈夫な気はしていたが、このままでは落ち着かない。アーウィンの方からきちんと謝らなくては。

　だが簡単なようで謝罪の言葉がなかなか口にできない。氷ひよう龍りゆう王おうが空をゆっくり、大きく旋せん回かいし、景色がぐるりと一周してもなお、アーウィンは口を閉ざしたまま。

「……ふふっ。あはは！」

　やがてアーウィンの背後から、そんなマチルダの笑い声が聞こえてきた。

「貴様の言うとおりだったな、アーウィン！　視野を広げてみれば、世界とは途方もないほど広くてちっぽけだ！　あはは！」

　マチルダにしては珍しく声を上げて笑っている。不思議に思って振り返ったアーウィンの目に留とまったもの──それは、ダークエルフの少女が流す一筋の涙だった。

「なぁ、アーウィン。あの街にも、あの村にも、もしかすれば人間がおるのだろう？　魔王様の目指す社会を築くために働いている人間が。だが見てみろ、ここからではまったくわからん！　あの粒つぶのような影が魔物なのか人間なのか、見当もつかんではないか！」

　マチルダが指をさす地上。大地を走る街道に複数の人影があった。だがマチルダの言うとおりここからでは、魔物か人間かなど判別できない。むしろ目を細めなければ、小さすぎて人影その物が霞かすんでしまう。

「魔物か人間か……種族の差とはこんなにも些さ細さいな話だったのだな。自分は、師から教示された古い思想や目先の事実だけで、わかったつもりになっていただけなのかもしれん」

「……でも、お前の親父おやじさんは──」

　スンと鼻を鳴らして、マチルダは続けた。

「そうだ。ゆえに、勘違いするでないぞ。すべての人間に対して敵意が失うせたわけではない。この眼下に広がる世界が魔王様の目指す世界だからこそ、許容したまで。そこから先、自分が人間を受け入れるかどうかは……アーウィン、貴様を見て決める」

「お、俺かよ……」

　まるで全人類の尊厳を背負わされたような気持ちになってしまう。

　そんなアーウィンへ、マチルダは続けた。

「安心しろ。貴様は初めて言葉を交わした人間として──『同僚』として、真っ先に受け入れてやる。敵意も今ここで捨て去ろう。ゆえに──」

　スゥッと目を閉じるマチルダ。流れるように背中を折り、額を氷龍王の鱗うろこへ当てた。

「今までの非礼を、この場で詫わびさせてくれ……すまなかった」

「──え？」

　マチルダの過か剰じようなまでの謝罪に狼ろう狽ばいしながら、アーウィンの心はジクッと痛んだ。

　アーウィンの方から謝ろうと思っていたのに、先に言われてしまった。

　そのことが、アーウィンの中で重たく沈む。

「……そ、そんなに頭下げなくても。俺も、さっきは少し言い過ぎたし……ごめん」

　ようやく口から零こぼれたマチルダへの謝罪は、マチルダのそれと比べれば、霞かすみのように消え去りそうなほど小さくなってしまった。

「承しよう知ちした。であれば、これにて一件落着、両りよう成せい敗ばい、ということで手を打ってやろう」

「打ってやろうって……上から目線は相変わらずかよ。けど、ありがとうな」

　ともあれなんの偶然か、こうして和解することができた。

　アーウィンは心から安あん堵どしてマチルダへ微笑ほほえみを向ける。

　マチルダもどこか気恥はずかしそうに、少女のような笑顔で応こたえた。普段の無骨な言動からはかけ離れた、柔やわらかい花弁が控えめに開いたような、暖かい笑顔。

　その可愛かわいらしい笑顔に、図らずもアーウィンの鼓動が高まる。アーウィンは顔が熱くなっているのを自覚し、流れる風を利用して冷まそうと正面へ向き直った──その時。

『うむうむ。人間の文化でいうところの【青春】というやつよの』

　頭の中へ唐突に、満足げな氷ひよう龍りゆう王おうの声が響いてきた。

「き、聞いておられたのか、氷龍王様！」

『余の背中の上であるぞ、ダークエルフの少女よ。耳を塞ふさいだとて、聞こえてしまうのは致し方あるまい』

　氷龍王の表情は、背中に乗ったままでは伺うかがうこともできない。だが穏和な老人のような声から察するに、おそらく柔らかい笑顔を浮かべていることだろう。

　氷龍王に痛いところを突かれたせいか、マチルダは耳まで赤くして俯うつむいてしまった。

『……よかったの、人間の若人わこうどよ』

「……え？」

　マチルダの様子を眺ながめていた時だ。

　不意にアーウィンの頭の中、そのさらに奥の方へ、氷龍王のささやきが流れ込んできた。

「えっと、それってどういう……」

『この声は今、汝なんじにしか聞こえておらん。汝も心に思うだけでよい。汝も悩んでおったのだろう？　ダークエルフの少女との関係や、謝罪の機会について』

　優しい言葉の波に心を委ゆだねながら、アーウィンは自分の思考が氷龍王に筒抜けだったことを理解する。この空中遊泳も、その機会として用意してくれたということか……。

『さよう。人間である汝が、魔物の価値観に気苦労を重ねながら働いておるのも承しよう知ちしておった。その助けになればと思ったのだが……結果は見ての通りということよの』

　さすがは高位の魔物。口調から察するに、おそらく果はてしない年月を生きてきた老人なのだろうが、それゆえの達観には頭が下がるアーウィンだった。

『千年以上生きておるからな。年の功というやつよ。もっとも本音を申せば、仲なか違たがいの末に汝なんじに辞められてしまっては、せっかくの週に一度の楽しみが減ってしまうのでな』

　それがオチかよ！　とアーウィンが胸中で突っ込むと、氷ひよう龍りゆう王おうは『ホホッ』と笑った。

　だがおかげで、マチルダへもきちんと謝ることができた。

　引き延ばせばその分言いにくくなっていたし、仕事にも支障を来きたしていただろう。

「……氷龍王様、ありがとうございました」

『なに。食事配達の先払いよ』

　氷の龍はそう、温かい微笑ほほえみを響かせた。

　その声が心地よく、アーウィンも思わず照れくさそうに笑みを浮かべた──直後。

「……あれ？　そういえば、さっきからリーラの声が全然聞こえないんだけど」

　一緒に氷龍王の背中に乗っているはずなのに、なぜか気配すら感じない。

　疑問に思いながらアーウィンは後ろを振り返った。

「ダダダ、ダメです！　そそそそれ以上動かないでください、アーウィンさん！」

　リーラの細い腕うでが唐突に、ガシッとアーウィンの腰を拘束する。

　ようやく聞こえた彼女の声も上うわ擦ずっており、何事かと首だけを動かして背後を見やる。

「……リ、リーラ？　どうしたの？」

　アーウィンは声をかけてみるが、リーラはアーウィンの背に抱きつく──というよりしがみつくのみで、口を固く閉ざしたまま。女性らしい柔やわらかい部分がアーウィンの背に当たっているが、リーラ自身はそんなことをいちいち気にしている余裕もないらしい。

　するとリーラの様子に、マチルダはなにか思うところがあったのだろう。

「……どうされた、リーラ殿。もしや……」

　マチルダに声をかけられてようやく、リーラは顔だけを動かしてアーウィンを見上げ、ポロポロと涙を流しながら訴えた。

「わ、私……高いところは血の気が引くほどダメなんですー！」

　そんな悲痛な声が大空に吸い込まれる。氷龍王の空中遊泳の誘いを渋っていた理由はそれか、とアーウィンはようやく納得して苦笑を浮かべる。

　血を吸う吸血鬼自身が血の気を引かせてどうすると突っ込みたくなったが、ガタガタと震えるリーラを前にしてさすがに、その言葉はアーウィンの喉のどの奥で消えた。







　空中遊泳を楽しんで地上へ降り立ったアーウィン達は、冷蔵庫の修理や店の開店準備もあるため、氷龍王へ別れを告げて帰り支度を進めていた。アーウィンは至れり尽つくせりだった今日の感謝を両手に込めて、氷龍王の大きな前足の指を掴つかんだ。

『時に人間の若人わこうどよ。汝なんじが出会ったリカルドという人間……やつには気をつけよ』

　氷ひよう龍りゆう王おうはアーウィンの頭の中へ語りかける。リーラやマチルダはなにも反応していないことから、どうやらこの声も、アーウィンにしか聞こえていないらしい。

　だがなぜ、氷龍王がリカルドの名を知っているのだろうか。

『実は一ヶ月ほど前に、やつはなにやら胡乱うろんな者達を引き連れ、余の住む山を娯ご楽らく地として開放したいと申してきたのだ』

　娯ご楽らく地として開放。

　スキー場などのレジャー施し設せつをアルザイス山に建てたかったのだろうか。

『うむ。事業計画書にはそのように記されておった。余の住居でもあるから騒がれるのも堪こたえるし、なにより強引に推し進めようとしていたゆえ、追い返したのだが……』

　どうやら、一件ダメになった案件があると言っていたのは、このことだったらしい。

　だが胡乱な者というのが気がかりだ。それに事業計画書を片手に強引な土地買収を持ちかける……そんなの、単なる地上げじゃないかとアーウィンは思ってしまった。

『ともあれ、これだけはくれぐれも、忘れるでないぞ』

　そう、氷龍王は最後に念を押した。

『リカルド……あやつは危険だ。深入りするでないぞ、アーウィン・オルコットよ』






　三章　風邪気味でしたら、人間界料理がオススメです！










　　《ヒュドラの月》八日






　氷龍王から氷結系魔術を伝でん授じゆされ、冷蔵庫故障の危機を乗り越えてから数日後。

　午後七時を過ぎた『レストラン・フォリオーズ』の客席は、二名様が三組、四名様が一組と、まばらではあるがゴールデンタイムらしい賑にぎわいを見せていた。

「待たせてしまって申し訳ない。こちらが『オルトロスのテール　ヒュドラの鮮血煮込み』だ。トロトロに煮込まれたテールは非常に美味である。ゆっくり味わってほしい」

　マチルダはオルトロスの尻尾しつぽが盛もられた大きな器を客席へ提供する。

　トマトスープにも見える真っ赤な血のスープに、煮崩れを起こしかけた小麦色の尻尾が泳いでいる。湯気が仄ほのかに立ち上る尻尾へ、ゾンビのお客様がよだれを垂らしながらナイフとフォークを刺さす。繊せん維い質の肉は脂を浮き立たせながら、ホロホロとほぐれていった。

　その様子を眺ながめていたアーウィンの脳裏に、ふと牛テールの煮込みのイメージが過よぎる。たちまち、口の中に唾だ液えきが溢あふれてしまった。

「なんだか、ずいぶんマチルダちゃんも様さまになってきましたね」

　デシャップからマチルダの様子を眺ながめていたアーウィンのそばで、料理をトレンチに乗せながら、リーラは笑みを浮かべた。

「そうだな。まだまだ改善の余地はあるけど」

　リーラの言うとおり、所作はずいぶんと接客担当スタッフらしくなってきていた。

　しかし問題は、言葉遣いだろう。敬語の使い方がまるでなっていない。

　だがそれでも、マチルダがお客様のことを誠せい心しん誠せい意い思っているのは伝わってくるから不思議だ。言葉遣いは正しくない。だが角が立っているかと聞かれれば答えに困る。

「でもあの言葉遣い、マチルダちゃんが使うと意外に似合ってますよね。キャラクターなんでしょうか？」

「キャラクターかぁ……。そうかもしれないな。とりあえずクレームにはなっていないし、様子を見つつ必要な時は直すって感じで指導を──」

「はっくちゅっ！」

　突然リーラは口元を手で押さえ、料理にかからないようくしゃみをした。

「……どうしたの、リーラ。風か邪ぜ？」

　見たところあまり顔色もよくない。

　先日、極ごつ寒かんの氷ひよう龍りゆう王おうの玉座へ赴いたのが原因で体調を崩しているのだろうか。

「い、いえいえ。多分、香辛料の香りで鼻がムズムズしちゃっただけです……えへへ」

　リーラは困ったように笑った。

「魔物だって風邪ひくことあるんでしょ？　だったら、あまり無理しないでね。倒れられたら大変だし、きつい時は遠慮せずに言って」

「はい。すみません、ちょっと手を洗ってきますね」

　そう笑顔を作ったリーラは、小走りに洗い場の水道へ向かった。

　正直心配である。店の状況を見つつ、暇ひまそうだったら早めに上げて休ませよう。

　そう、アーウィンが思案していた時だ。

　店の入り口が開き、ドアチャイムの涼しげな音が店内に響いた。

「いらっしゃいませ。二名様でよろしいか？」

　入店するゴブリン族の男性客二人へ、真っ先にマチルダが対応へ向かった。客席へ案内すると、メニュー表を取りにマチルダはデシャップへ戻ってくる。

　その一部始終を観察していたアーウィンは、改めてマチルダの仕事ぶりに感心してしまった。だいぶ業務には慣なれてきている印象だ。

「……なにを見ている、アーウィン」

「いや、ビックリするぐらい覚えが早いなと思って」

「そうか。そのうち、貴様を追い越すかもしれんな」

　マチルダは勝ち誇ほこったように笑う。『レストラン・フォリオーズ』の先輩として負けられないが、仕事への順応性や彼女自身のマジメさ、直向ひたむきさを考こう慮りよすれば、あながち夢物語ではなさそうだとアーウィンは感じた。

　メニュー表を持ってゴブリン族のお客様のもとへ向かうマチルダ。

　その背中を目で追い、お客様の様子にも目を配るアーウィン。

（あれ？　そういえば……）

　ふと思うところがあり、アーウィンも客席へ向かう。

　ダウンサービス──お客様のそばでしゃがみながらオーダーを待つマチルダの隣に立ち、アーウィンはお客様へ声をかけた。

「いらっしゃいませ。先日に続くお引き立て、ありがとうございます」

「……驚いた。すごいな。まだ二回しか来ていないのに覚えてたの？」

　たちまち、お客様の顔に笑顔が咲いた。

「もちろんです。一度お越しいただいたお客様のお顔は、覚えておりますから」

「嬉うれしい話だよ。他の店じゃなかなか覚えてもらえないんでね。店員さん、名前は？」

「アーウィンと申します。『人間就しゆう労ろう制度』を利用して、当店でホールマネージャーとして勤きん務むしております」

「俺はエレンだ。よろしく。なるほど、『人間就労制度』加盟店か。どうりで他の店とレベルが違うわけだ。それと、こちらのダークエルフさんは？」

「あ、じ、自分はマチルダと申す。名乗り遅れて申し訳ない……。自分、まだ働き始めて間もない身で……。常連の方であったか。不ふ甲が斐いない」

　アーウィンの対応に終始キョトンとしていたマチルダが、慌てて頭を下げた。

「まだ常連ってほどじゃないよ。でも、雰囲気もいいし接客も心地良い。いい店だな」

「ありがとうございます。どうかごゆっくりお楽しみください」

　この店で働く者として、そんなふうに勤務先を褒めてもらえるのはアーウィンも心地良い。しっかり顔を覚え、声をかけてみてよかったと心底思う。

　その後も言葉を交わしながらオーダーをいただき、厨ちゆう房ぼうに通すためデシャップへ戻る。その間マチルダは、物珍しそうにずっとアーウィンを見続けていた。

「……あ、あのさ。どうした。なんかおかしかったか？」

「いや。正直驚いている。貴様はちゃんと客人の顔を覚えているのか？」

「記憶力はいい方だからな。それに、覚えてもらえるのはお客様にとっても気分がいいもんなんだ。それが『顧客満足度』に繋つながって、ゆくゆくは売り上げにも繋がるしな」

「そういうもの、なのか……？　そもそも、『顧客満足度』とはなんだ？」

　マチルダが珍しく素直に問う。接客業が初めてなら、そう疑問を抱くのも納得だ。

「簡単に言えば、『この店に来てよかったな』っていう、お客様が抱く感情の度合いだ」

「気持ち、ということか。しかし、それがどう売り上げに繋がる。形に残らないだろう」

「確かに売り上げっていう形には残らない。けど『顧客満足度』が高ければ『また来たい』って思ってもらえる。そうしてリピーターになってくれるのは、長い目で見れば店の売り上げに繋つながる。現金な話だけど、定期的に店で魔石を支払ってくれる訳だからな」

　その日来たお客様に、その日だけ料理を提供し、その日だけ魔石をいただく。

　それだけでは店なんて回らない。

「店の料理──つまり『商品』をただ売るだけなら、誰にだってできる。でも、『売り続ける』ためには、リピーターを増やさなきゃいけない。リピーターを増やすには、お客様に『また来よう』って思ってもらえるよう、質のいい接客をして居心地のいいお店にしなきゃいけない。お客様の顔をしっかり覚えるのも、その方法の一つなんだよ」

「なる……ほど」

　呆あつ気けに取られたように頷うなずくマチルダ。いきなり情報を出し過ぎただろうか。

「要はマチルダも業務に慣なれてきたら、お客様の顔を覚えるようにしてみたらいい、ってことだ。来た日や注文の内容、特徴なんかメモしてさ。お客様も喜よろこんでくれるぞ」

「た、たわけ！　要約せずとも理解できておるわ！　……だが、勉強になった」

　なぜか顔を赤くして悪態をついたマチルダ。

　だがすぐにエプロンのポケットからメモ帳を取り出し、サラサラとペンを走らせた。







　午後十時を過ぎるとパタリと客足は遠とお退のき、店内にお客様の影は無くなってしまった。

　閉店の十二時を前に、少々早めに訪れてしまった静せい寂じやく。アーウィンとリーラ、マチルダの三人は、手分けしてテーブルを片付けていた。

「俺は食器下げて洗い物してくるから。リーラはテーブル拭ふきをお願い。終わったら先に上がっちゃって大丈夫だよ」

「……はい」

　リーラの返事に覇気がない。時間が経たつごとにどんどん元気がなくなっている。

　アーウィンは洗い場へ向かいながら、同じく食器を運ぶマチルダに訊きく。

「……リーラ、大丈夫かな。ずっと調子悪そうだったけど」

「わからぬ。自分も心配で声をかけてみたのだが、『大丈夫』の一点張りでな」

「心配かけさせないため……だとしたら、あの子らしいといえばらしいけど」

「やはりなにか無理をしているようだと、貴様も思うか？」

「そりゃ、あんだけ元気がないリーラは珍しいからな」

　アーウィンが『レストラン・フォリオーズ』で働き始めてから──リーラと出会ってから、一度も見たことがないと断言できるぐらい、今日のリーラは体調が悪そうだ。

（俺の──人間の血を飲んでいないから……なのかな）

　人間の血を定期的に摂せつ取しゆしないと体調が安定しない。リーラはそう言っていた。

　加えて先日の氷ひよう龍りゆう王おうの玉座訪問もある。色々と無理が重なっているのかもしれない。

「マチルダ、悪いけどリーラと仕事代わってもらえるかな？　リーラは先に休ませようと思う。ちょっと遅くまで残ってもらうことにはなるかもしれないけど……」

「問題ない。リーラ殿のためなら自分、死をも怖おそれぬ覚悟で残業しよう」

「そこまできつい残業じゃないだろ」

　とはいえ、その答えもマチルダなりの好意なのだろう。

　そう受け止めることにして、サッと水洗いした食器をスライム・ウォッシュの口へ入れようとした、その時。

　──ドサッ

　ホールから聞こえた人の倒れる音に、マチルダが即そく座ざに奔はしった。

「……ア、アーウィン！　来てくれ、リーラ殿が倒れた！」

　マチルダの切迫した声に、アーウィンもすぐホールへ駆けつける。

　リーラが拭ふき掃除をしていたテーブルのそば。使い魔のコウモリが不安げに見つめる先には、マチルダに抱きかかえられたリーラが、荒い息を繰り返していた。

「リーラ、しっかりしろ。大丈夫か？」

　アーウィンもそばで声をかける。だが意識を失っているのだろうか、まったく返事はなかった。ソッと額に手を当ててみる。熱い。

「どうした、何事……──ッ！」

　二階で事務作業をしていたロイズが降りてきて、現場を見るや声を詰まらせた。

　だがすぐに表情を険しくし、指示を出す。

「二階へ連れていって寝かせよう。お客様がいないなら、時間も遅いし店は閉めてかまわん。マチルダ、すまんが医者を呼んできてくれ。掛かり付けの医者がいる。住所は──」

　実の娘が倒れたにもかかわらず、狼ろう狽ばいせず指示を出すロイズ。

　すぐさまゲイルも駆けつけ、アーウィンと二人でそっとリーラの肩を抱えた。持ち上げてゆっくり階段を上っていると、リーラの苦しそうな吐息が耳に滑すべり込んでくる。

　不安ばかりが募つのり、焦あせりに変わる。もっと早くリーラの不調に対応していれば、倒れることもなかった。ホールマネージャーであるアーウィン自身の不手際に苛いら立だちもする。

（でも、今はもう、何事もないのを祈るしか……）

　詮せん方かたない状況に、アーウィンはただ、唇くちびるを噛かむことしかできなかった。







「……あれ？　アーウィンさんに、お母様……？　どうした……んですか？」

　倒れてから三十分ほどが経過し、リーラは目を醒さました。普段からリーラ達が生活している店てん舗ぽ二階の居間。ソファに寝かされていたリーラが、おぼろげな目で辺りを見回した。

「どうしたもこうしたも。お前は倒れたんだ。大丈夫か？」

　そばで見守っていたロイズの言葉に、リーラは「……え？」と目を丸くする。

「さっきまでお医者さんがいて、診みてくれてたんだよ。やっぱり風か邪ぜだったみたい」

　ロイズと同じく見守っていたアーウィンが、事情を説明する。

　するとリーラは、なぜか毛布で顔半分を隠した。

「ご、ごめんなさい……。みなさんに、ご迷惑を……」

「誰も迷惑なんて思ってないよ。こっちこそ、早めに気がついてあげられなくてごめんな。ただ次からは、体調が悪い時は無理しないでちゃんと教えてね」

「はい……。ありがとうございます」

　毛布で隠れていて口元は見えなかった。

　だが目元だけは優しい表情を見せ、それだけでも少し救われた気がした。

　その後ロイズは、一階で引き続き締しめ作業を進めていたマチルダやゲイル達へ、リーラが無事目を醒さましたことを報告するよう、吸血コウモリを向かわせた。

　アーウィンがその様子を目で追いかけていると、不意にリーラが咳せき込こんでしまう。

「無理はするな、リーラ。今日はもう、ゆっくり休むんだ」

　ロイズはリーラの手を、そっと包み込むように握にぎる。

　ただの風邪。それにしては、普段感情を表に出さないロイズの様子がおかしい。

「あの……ロイズさん。もしかして、なんですけど」

　こうしてリーラが倒れてしまっては、隠していても無意味だろう。

　アーウィンは胸中に疼うずいている言葉を、そのまま口にした。

「リーラ、人間の血を飲んでないから、魔力が減退しているんじゃないですか？」

「……知っていたのか、アーウィン」

「黙っててすみません。ちょっと前に、リーラから事情は聞いてました」

　しかしロイズは、驚いた様子など微み塵じんも見せなかった。

　むしろ諦あきらめにも似た──あるいは安心しきったような、力ない吐息を漏らした。

「本当なら全部の事情をくんで、私からアーウィンへ話そうと思っていたんだがな」

　ロイズは優しい声こわ音ねで告げた。内緒だと釘くぎを刺さされていた家の事情を、リーラは不注意で口を滑すべらせてしまった。だがそれを咎とがめるつもりなんて、最初からなかったのだと感じるほどの、柔やわらかい声。

　それは病人のリーラへきつく言わないための配慮か、リーラが倒れた原因の元を正せば、すべてロイズの行動に起因する……その事実への申し訳なさからなのかもしれない。

　だが一つ、ハッキリとわかることがあるとすれば、リーラと、彼女のことを案じるロイズとの間には、疑うたがいようもなく家族の絆きずながある。

　二人が魔物と言えどそれだけは、充分すぎるほどにアーウィンの胸に伝わってきた。

「アーウィンの言うとおりだ。人血の吸血不足で魔力が不安定だった。そのタイミングで『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』を立て続けに使い、体に負荷がかかり過ぎたんだろう」

「……え？　でも今の魔物は、『住民印』で体内の魔力は封印されてるんですよね？　でしたら、魔術を使っても体に影響はないんじゃ……」

「他の術ならともかく『一方通行案内人』は、吸血鬼族の貴族だった私達一家にしか扱えない魔術だ。貴族の血が流れているリーラ個人の魔力も少なからず必要となる。それを、『住民印』で封印されている体の中から無む理り矢や理り引っ張り出すんだ。負担にもなる」

　あの『一方通行案内人』を使うには、リーラ個人の魔力という『鍵かぎ』が不可欠。

　堅く封じられた箱から鍵を取り出すには、こじ開けるしかないということなのだろう。

「減退した魔力が回復すれば体調も戻るだろう。吸血パックでも回復は充分可能だが、人間の──アーウィンの血を飲ませた方が治りは早い。飲ませてやってくれないか？」

　ロイズの懇こん願がんに、アーウィンは一切の躊ちゆう躇ちよなく頷うなずいて応こたえた。だが、

「あ、あの、お母様。実は……アーウィンさんの体、今は誰も傷をつけられないの」

　リーラは言いにくそうに、自分がアーウィンへ物理攻撃無効のポーション入りの賄まかない飯を食べさせ、まだその効果が持続していることをロイズへ説明した。

　たちまちロイズは頭を手で支え、ため息をついた。

「まったく。後先考えないそそっかしさは、誰に似たんだか……。『一方通行案内人ワールズエンド・ダークホール』のこともそうだ。店のためを思ってくれるのは嬉うれしいが、もう少し自分の体を労いたわりなさい」

「ご、ごめん……なさい」

「しかしそうなると、血液パックのみで時間をかけて回復を待つしかなさそう──」

「いえ、方法ならあります」

　アーウィンは淀よどみなくロイズを遮さえぎり、リーラを救う方法を提示する。

「俺が自分で、自分を傷つければいいんですよね」

　リーラがアーウィンへ盛もったポーションは、『自分で自分を傷つけない限り』──つまり『自傷』を除くすべての負傷を無効にするポーションだ。

　ならば自分で自分を傷つけ、血を流せばいい。

　他の誰でもない、床とこにつくリーラのために。

「ア、アーウィンさん……でも、そんな」

「気を遣わないでいいよ。それでリーラが元気になるなら、俺はかまわないから。ロイズさん、なにか先の鋭するどいもの……ペンとか持ってませんか？」

「……わかった。ちょっと待っていろ」

　少しだけ逡しゆん巡じゆんし、ロイズは立ち上がって居間を離れた。自室へ向かったのだろう。

「でも……きっと、痛いですよ？」

「昔はよく割れたグラスとかで指切ってたし、ちょっとの傷ぐらい平気だって」

　躊躇ためらうリーラへアーウィンは笑いかける。それでもリーラは渋っているように見えた。

　ロイズが自室からペンを持って戻ってくると、アーウィンはそれを受け取った。

　ペン先の鋭するどさなら、ちゃんと切り傷を負うことはできる。

「そんなに渋るなら、イエスかノーの二択で答えて。リーラ、俺の血を飲みたい？」

　その問いに、リーラは長い時間沈黙を保った。躊ちゆう躇ちよしているのがはっきりわかるほど、瞳ひとみが右に左に揺れ動く。

　だがやがて意を決したのか、リーラは一度ゆっくり瞬まばたきをしてアーウィンを見み据すえた。

「………………はい」

　リーラが答えたのを確認したアーウィンは、一呼吸置いたあと、

　──ザシュッ

　一切怯ひるむことなく、ペン先で前腕を引ひっ掻かいた。

　傷口から赤黒い血がトクトクと溢あふれ、次第に指先へ雫しずくを作っていく。

　アーウィンはその腕うでを、寝ているリーラの口元へ差し出した。

　オッドアイを大きく見開きながら、リーラは溢れ出てくる鮮血とアーウィンの顔を交互に見やった。

　少しも迷うことなく、痛いたみに顔を歪ゆがめることもなく、アーウィンはリーラのために自傷した。その覚悟と厚意をリーラは受け止めたらしく、うっすらと涙すら浮かべ──弱々しく、アーウィンの腕をとった。

「……い、いただきます」

　そう、指先の雫をペロリと舐なめとる。

「あむ……ん、んむ……ちゅっ……」

　滴したたる血の流れに逆らうように、リーラは舌したを這はわせていく。傷の痛みと、リーラの舌が腕を撫なでていくこそばゆい感覚が、アーウィンの背中をゾクゾクと震わせた。

　リーラは一滴たりとも残さないよう、丁寧に血を舐めとった。喉のどを通り、潤うるおし、体へ染みこんでいくたびに、それが心地良いのか恍こう惚こつとした表情に変わっていく。

「ふぅ……ふぅ……んっ、く──はぅ……んん」

　荒くなっていく吐息。反比例するように、少しずつリーラの血色もよくなっていった。

　やがてリーラの舌は、直接アーウィンの傷口に触れる。

　ピリッとした痛みが全身を奔はしり、アーウィンはリーラに見えないよう顔を歪ませた。

　リーラは止血効果のある自分の唾だ液えきを、傷口へ染みこませるように舌を動かして血を啜すすった。縦たて一いつ閃せんの傷をすべて舐め終えたところで、リーラは口を離す。

　その時にはもう血も止まり、痛みも引いていた。

　改めてアーウィンが、吸血鬼族の唾液の止血効果に驚いていると、












「あの、アーウィンさん。ごちそうさまでした、ありがとうございます……えへへ」

　不意に声をかけられ、アーウィンは傷きず跡あとから視線を外しリーラへ目を向ける。

　すっかり顔色のよくなった吸血鬼の少女は、頬ほおをほんのりと染めてはにかんでいた。

　その笑顔にアーウィンは思わず心臓を跳はねさせ──しかし同時に、リーラらしい笑顔を見られてようやく、安あん堵どの息を漏らした。
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　リーラが倒れた翌日は、木霊こだまの少女やモノアイ族の男性スタッフに声をかけたところ、二人とも進んで協力してくれた。以降のシフト調整もマチルダ含め、みなが無理のない範囲で出しゆつ勤きんしてくれることになり、人員不足は問題なく解消された。

　オーナー兼店長であるロイズの娘だからという打算もなく、みな職場の仲間として心からリーラのことを思い、心配していた。その様子を眺ながめながら、リーラが病床に伏ふしているところに不ふ謹きん慎しんではあるが、仲間思いの良い職場だと改めてアーウィンは感じたものだ。

　そうしてリーラ不在の営業が数日続いた、ある日の昼過ぎ。

「毎度どうも～！」

　竜りゆう人じんのおばちゃんが営む精肉店。人間界でいう鶏にわとりのように扱われるバジリスクの肉を買ったアーウィンは、おばちゃんの明るい声に見送られて店をあとにした。

　精肉の量はかり売りというシステムが実に人間的な、魔物が経営する精肉店。通っているうちにいつの間にか、気立てのいい竜りゆう人じんのおばちゃんから声をかけられることが、アーウィンも心地よく感じるようになっていた。

「さてと。バジリスクの胸肉はオッケーっと。買い出しはこれで全部かな」

　心地良い気分のまま買い物メモへ再び目を通し、買い忘れがないか確認する。

　あとは店に戻ってホールの準備をするだけ。

　王都コールテーゼの商店街は昼過ぎということもあって、相変わらず買い物客の主婦層で賑にぎわっていた。店へ向かって歩を進めながら、何気なく周囲へ目を配った──その時だ。

（……ん？　あれ、リカルドさんだよな）

　たまたま目に留とまったのは、グレーのスーツに金髪という装いの人間だった。横顔しか見えなかったが、魔物達でごった返す王都の中で、ただでさえ人間は目立つ。中でも彼ほど容姿の特長がはっきりしている人間はそう見かけない。

（荷物も持たずに出歩いているってことは、昼休みかな？）

　先日の氷ひよう龍りゆう王おうの話が胸の奥に張り付いているからか、どうにも彼の一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくが気になってしかたがないアーウィン。

　なんともなしにその金髪の男を目で追っていた時だ。不意にリカルドが立ち止まってキョロキョロと周囲を見回した。そしてすぐそばの狭い路地へ、スッと入り込む。

　明らかに不審な行動だとアーウィンは思った。同時に蘇よみがえるのは、氷龍王のもとへ土地買収の話を持ちかけた際、引き連れていたという胡乱うろんな者達の存在だ。

　気づけばアーウィンも、買い物袋を抱えたまま、リカルドの消えた路地へ向かっていた。

（……くっ。せ、狭い！）

　リカルドが入り込んでいった路地は、日がまったく射さし込こまないジメジメとした場所だった。それに、体を横にして蟹かに歩きをしないとまともに進むこともできないほど狭い。

　こんな路地裏になんの用事があって入り込むのだろうか。アーウィンの疑問は絶えなかった。人間の集つどう秘密の名店がひっそり営業しているのかとも思ったが、人目を避けていたリカルドの理由がわからない。

　ますます胡乱な者達の存在が濃厚になってくる中、アーウィンは物音を立てないよう慎重に路地裏を進む。

　やがて狭い路地は終わりを告げ、広い通路がさらに続いていた。

　生臭いゴミ箱などでごちゃごちゃとした通路だが、蟹歩きよりはマシだった。それらを避よけつつ歩を進め、曲がり角に差し掛かった。

「──しばらく見かけないと思ってたが、そんなことに巻き込まれていたのか」

　突然人の声が聞こえて、アーウィンはグッと足を堪こらえた。

「よく自力で帰ってこれたな、ダグラス。それも執念の成せるワザってか？」

　アーウィンは建物の陰かげに隠れながら聞き耳を立てる。今の声はリカルドで間違いない。誰と話しているのだろうか、とアーウィンはこっそり顔を覗のぞかせ──たちまち息を呑のんだ。

「ったりめーだ。ここまでコケにされたのは初めてだからよ。あの店の吸血鬼と人間を痛めつけるまでは、死んでも死に切れねぇよ」

　リカルドがダグラスと呼んで相対していたのは、一匹のワーウルフだ。

　毛並みもボロボロで見るも無惨な姿。だがその声と顔には見覚えがあった。

（あいつ……前にリーラが魔法で島流しにしたクレーマー!?）

　だがなぜ、あのワーウルフがこんなところでリカルドと会合しているのだろう。

　アーウィンの中で次々に疑問が増えていき、同時に不安までもが加速する。

「ったく。魔物ってのはどいつもこいつも野や蛮ばんだな。それで？　話ってなんだ、ダグラス。こっちも暇ひまじゃない。さっさと済ませてくれないか」

「つれねぇこと言うなよ。うちの組は関係ない、俺とおめぇの個人的な仲じゃねぇか。それとも、氷ひよう龍りゆう王おうとの交渉がうまくいかなかったから焦あせってんのか？　言っとくが、ありゃ俺たちに落ち度はねぇ。全部おめぇの交渉力の無さだぜ」

　ニタニタと笑うダグラスを目まの当たりにして、ハッキリした。

　氷龍王の言っていた胡乱うろんな者というのは、ダグラス達のことだったらしい。

「でかい案件ポシャったんだ。お前達ヤクザのせいにするつもりなんかないけど、焦る気持ちぐらい理解できるだろ。いい加減本題に入らないなら、俺は帰るぞ？」

「だから焦んなって。また一つ案件をポシャらせるつもりか？　仕事の話だ、仕事の」

　見るからにイライラを募つのらせていたリカルドへ、ダグラスは肩をすくめて続けた。

「『レストラン・フォリオーズ』周辺の土地を買い占めて、コールテーゼに『百貨店』とかいうのを建てたいって話だがよ。こっちの準備は整ととのったぜ。待たせて悪かったな」

「島流しにされていたんじゃ、無理もない。大目に見るさ。むしろ、お前にとっては好都合だろう？　言葉通り『痛めつけられる』んだからな」

　物陰で聞いていたアーウィンの心臓が、ギュッと締しめ付けられる。

『レストラン・フォリオーズ』の土地買収なんて、アーウィンは誰からも聞いていない。

　ということは、これは勝手に話を進めているだけの、強引な地上げ計画だ。

（それ以前にリカルドさん、ヤクザなんかと仲良くしてたのか……）

　あれだけ魔物を格下扱いしていながら、よりにもよってヤクザのような魔物と連つるんでいたなど、青せい天てんの霹へき靂れきとはまさにこのことだ。

　あるいはリカルド本人が口にしていたように、業績悪化に追い詰められて、手段を選べないほど焦っているということなのだろうか。

「それにしても、人間のお前がこんなやり方に乗るなんて、今考えてみても意外だな」

「できることなら穏おん便びんに済ませたかったさ。だが魔物共は百貨店の価値を理解できていないし、理解しようともしない。はっきり言って考え方が古すぎる。百貨店を建てるにはベストな立地なのに、人間界のやり方じゃ土地の確保もままならない。なら、方法をゴソッと変えるしかないだろ。『郷ごうに入っては郷に従え』って言ってな。人間界の言葉だ」

「けっ！　見下しやがって。まぁいい。ともかく、俺達が味方につくんだから安心しろ。うちはコールテーゼが建設された頃から幅利かせてる組だ。お頭かしらはあちこちに顔が利く。もう怖いもんなんてねぇ。お前は好きなだけ物を建てて、魔石儲けすりゃいい」

「遠慮なくそうするさ。今や魔石は人間界じゃ鉱物資源。これがまたいい金になるんだ」

　リカルドとダグラスはいやらしく笑いあう。

　癒ゆ着ちやくしていることが証明された瞬間を、アーウィンの網膜はくっきりと捉とらえてしまった。

（……氷ひよう龍りゆう王おう様の言ってた『リカルドに気をつけろ』って、こういうことだったのか。のんびりしてる場合じゃない……早く知らせなきゃ、店が！）

　思い立ったが吉日。アーウィンは物音を立てないよう、来た道を戻ろうとした。

「ここまで話聞いといて、コソコソ逃げんのは卑ひ怯きようじゃねぇか？　どっかの誰かさんよ」

　唐突に声をかけられたアーウィンは、息を殺しつつ肩をビクつかせた。

　こちらの姿は見えていないはず。なのになぜ気づかれているのだろう。

　そうアーウィンが疑問に思っていると、見透すかしているかのようにダグラスは答えた。

「さっきからバジリスクの肉の匂においがプンプン漂ただよってきてんだよ。ワーウルフは鼻が効くからな。逃げても良いが、結局匂いを辿たどればおめぇの居場所はすぐ突き止められるぜ」

　アーウィンは手元の買い物袋へ目を向けた。

　人間の鼻では感知できない肉の香り……盲点だった。

　もはや彼の言うとおり、ここで逃げても無駄だろう。

　アーウィンは唾つばを飲んで覚悟を決め──角からその姿を現した。

「……アーウィン？」

　まさか顔見知りに聞かれていたなどと、思いもしなかったのだろう。

　リカルドは大きく見開いた目をアーウィンへ向けた。

「へ～、リカルドの知り合いだったのか」

　得心したように漏らしたダグラスに、アーウィンは得体の知れない寒気を感じた。

「その顔、よく覚えてるぜ。おもしろい偶然もあったもんだ。なぁリカルド。こいつ、俺達が買収するつもりの『レストラン・フォリオーズ』の従業員なんだぜ」

「──なに？」

　リカルドの視線がアーウィンと交わる。訊たずねられなかったこともあって、アーウィンはリカルドへ一度も勤きん務む先の名前を告げたことがない。リカルドの瞳ひとみが、微かすかに揺れていた。

「どうするよ、リカルド。口封じしとくか？」

　威い嚇かくするように鋭えい利りな爪つめを伸ばし、ダグラスはにじり寄ってくる。アーウィンは近づかれないよう、ダグラスを視界に収めたまま少しずつ後ずさる。

「いや。その前に、俺から一つ提案がある」

　リカルドはそう、腕うででダグラスを遮さえぎる。

　そして今度は、まっすぐぶれない瞳ひとみでアーウィンを見つめ、口を開いた。

「なぁアーウィン。お前も、こっち側へ来い」

「……どういう、意味ですか？」

「お前の目標を叶かなえさせてやる」

　身構えるアーウィンに、リカルドはすらすらと続けた。

「話を聞いていたんなら、わかるだろ？　『百貨店』を建てるなら、フロアのどこかに飲食店を設もうけることも可能だし、それも視野に入れて動いている。お前にその店を任せても良いと、俺は考えてるってことだ。悪い話じゃないだろ？」

「そんな強引なやり方……正気ですか、リカルドさん」

「そうでもしなければ、魔物は『百貨店』の利便性に気がつかない。多少強引でも、きっかけさえ作れればこっちの勝ちだ。それにお前だって、自分の店を持ちたいって目標が叶かなうんだ。わざわざ、魔物が経営する店に勤め続けなくったってな」

　リカルドは口の端はしを歪ゆがめた。

　確かに彼の言うとおり、自分の店を持ちたいというアーウィンの目標を、スムーズに叶えるチャンスかもしれない。

　──だがそのためになら、手段を問わなくてもいいのだろうか……。

「給与面も今以上に優遇できる。福利厚生だってそうだ。もし働いている店のスタッフの処遇を心配しているんなら、相談や交渉にも乗ってやれる。悪いようにはしない。もっとシンプルに考えろ。どちらが自分にとって得な選択か、わからないお前じゃないだろ？」

　まるで誘い込むように、リカルドは手を差し出した。

「魔界であくせく働く人間同士、この縁は大切にしていこうぜ。な？」

　差し出された手を握にぎれば、アーウィンの目標を叶えるための、大きな一歩となる。

　だが同時に、彼らと同じ汚い色にも染まってしまうだろう。

　リカルドの手をジッと見つめたまま微動だにしないアーウィン。それを見かねたのか、リカルドがいったんその手を引く。アーウィンが追いかけるようにリカルドの顔へ目を向けると、不敵な笑みを浮かべていた。

「すぐには答えを出せないか？　なら時間をやる。三日後、ここで答えを聞かせてくれ」

　リカルドはまるで、アーウィンへ首輪をかけるかのように、高圧的な目を向けた。

「前向きな良い答えを、期待しているぜ」







　店に戻って開店準備をし、問題もなく営業時間を迎え、淡々と仕事をこなすアーウィン。

　だがいまいち身が入らないのは、リカルドの誘いがグルグルと脳裏を巡っていたからだ。

（……あの場で断れなかったってことは、まさか俺、迷ってるのか？）

　自分の店を持てるという可能性を前に、『レストラン・フォリオーズ』を捨てるか否いなか、迷っている自分がいたのだとアーウィンは思う。

　この店を──一緒に働く仲間を思うのなら、すぐ断るべきだった。リカルドの提示する強引なやり方は、快こころよく賛同できるものではなかったのだから。

　だがリカルドは、店のスタッフの処遇については相談の余地があるとも言っていた。目の前に降りてきたチャンスの紐ひもをしっかり握にぎってからでも、土地買収後の最低限の保証を約束させるために、交渉のテーブルへ着くことは可能だった。

（……あれ？　俺のやりたいことって……なんだったっけ？）

　唐突にアーウィンの脳裏に疑問が過よぎる。

　顔を上げると、『レストラン・フォリオーズ』の客席が視界に広がった。

　チラホラと席が埋うまり始めている中、マチルダをはじめ各ホールスタッフが料理を運び、接客をし──人間界の飲食店を模して仕事をしている。

　その中にぽつり、一人だけ人間のアーウィンが立っている。

　急に、わからなくなってしまった。アーウィンがなんのためにここへ立っているのか、なにをしたくてこの店で、制服を身に纏まとって魔物相手に接客をしているのか……自分の店を持てるという可能性がチラつかされた途端、この店にいる理由を見失ってしまった。

　突然生まれた心の隙すき間まに、なにがはまっていたのか、黙もつ考こうしながら作業していた時だ。

「おい、アーウィン。ちょっといいか？」

「──ひゃいっ!?　ななな、なんですか!?」

　そんなタイミングで急にゲイルに呼ばれ、素すっ頓とん狂きような声を上げてしまったアーウィン。厨ちゆう房ぼうにいるゲイルは、デシャップカウンターからホールへ顔を覗のぞかせていた。

「リーラ用の賄まかない飯。滋じ養よう強きよう壮そう間違いなしのスープだ。悪いけど届けてくれないか？」

「あ、はい……。って、むちゃくちゃうまそうですね」

　デシャップに出されたのは、色とりどりの野菜をふんだんに使って煮込まれた、具だくさんなスープだった。

　野菜は煮崩れを起こすほど柔やわらかく煮えており、崩れた欠片かけらはスープへ溶け込んでいた。そのため湯気を立てるスープは少し濁にごってはいるものの、消化に良さそうで色合いも鮮やか。うす黄金色で、病人の舌したに優しい塩味ベースなのがすぐにわかった。

　一口サイズのプリッと柔らかそうなお肉も、野菜と一緒に漂ただよっていた。胃に負担のかからない、脂質の少ない肉だろう。

　野菜と肉の甘い香りが食欲をかき立て、思わず唾だ液えきが溢あふれてくる。

「余分に作ってあっから、後でお前も食えよ、アーウィン」

「え？　でも……」

「安心しろ。使ってる肉は鶏にわとりだし、野菜も人間達が食う野菜だ。魔界の料理は食材も含めて、なにかと濃いし重たいからな。病人食はなにが良いか考えて行き着いたのが、人間界の野菜スープってわけだ。それに、アーウィンの感想も聞きたいしよ」

　魔物にとって人間界の料理は、味が薄く繊細に感じるのだろうか。だが魔物とはいえ病気で弱っているとなると、食事は薄味で消化に優しい方がいいのも確かだ。

　なにより、ゲイルから感想を求められては断ったりできない。

「それじゃ、せっかくなので俺もいただきます」

「おう。食え食え！」

　料理人として、自分の作った料理を、誰かが食べてくれることに喜よろこびを感じている。

　コックコートを纏まとうリザードマンの笑顔は、そんな思いを表しているかのようだった。







　賄まかない飯を運ぶついでに休きゆう憩けいも取ることになり、アーウィンはスープを盛もった容器をトレンチに二人分乗せ、リーラの部屋の前にやってきた。

（……そういや俺、一つ屋根の下で一緒に生活してるけど、一度もリーラの部屋って入ったことないな）

　そもそも女の子の部屋自体、子供の頃に近所の友達の部屋へ入ったことがあったきりだ。色恋や異性の部屋へ入ることの意味など、知らなかった頃の話。

　それを思い返した途端、妙な緊張で手が震え始めてしまう。

（……いやいや。女の子とはいえ相手は魔物だし。変なことを考えるからいけないんだ。あくまでも、これは看病のためだから）

　そう自分に言い聞かせ、深呼吸を繰り返して気を落ちつかせる。

「あ、あの！　リーラ？　賄い飯持ってきたんだけど……。入ってもいい？」

　バタバタ、バタン！　バサァッ！

　たちまち騒々しい物音が中から聞こえ、

『は、はい！　だだだ大丈夫ですよ！』

　心なしか焦っているようなリーラの声が返ってくる。

「お邪魔しま～す……」

　不思議に感じながらもドアを開けて中へ入る。目の前に広がった光景がアーウィンの想像していたものとはまるで違い、たちまち呆あつ気けにとられてしまう。

　久しぶりに訪問した女子の部屋は、ピンクの下地に赤い模様の描かれた絨じゆう毯たんが敷しき詰められ、白い壁際には薄茶色のシックなクローゼットや本棚が立ち、リーラの愛読書がずらりと並んでいた。大きな窓には、シンプルだが奥ゆかしいレースカーテンと、濃い赤色のカーテンがかかっており、その脇には小さな木製の机と椅い子すが設置されている。

「へぇ、これがリーラの部屋なんだ」

　魔物の部屋というイメージとはかけ離れており、アーウィンは思わず声を漏らしてしまう。ぐるりと見回しても『魔物だからこそ』と言えるような雑貨はなく、実に女の子らしい、可愛かわいらしい部屋だったからだ。

「あの……あまりジロジロ眺ながめられると、恥はずかしいです」

　ハートの形に歪わい曲きよくするフレームが特長のベッド。その上でリーラは顔を赤くしながら、清潔感溢あふれる白いシーツに鼻の辺りまでくるまっていた。

「ごめん。魔物の女子の部屋って、入るの初めてでさ……。可愛かわいい部屋だね」

「ほ、本当ですか？　えへへ……ありがとうございます。実は、コーディネートには結構こだわってるんですよ。カーペットは新鮮な臓ぞう物もつをイメージしてますし、カーテンの色にもキレイな血の色を選んで、吸血鬼らしさは損なわないよう可愛らしく見えるように……って、あれ？　アーウィンさん、どうしたんですか？　顔、真っ青ですよ？」

「……いや、なんでもない」

　自慢の部屋について語るリーラから、アーウィンは目をそらした。

　ぱっと見た限りは可愛らしいが、実に吸血鬼らしいセンスで揃そろえられていた雑貨の数々。それに気づけなかった自分が、妙に悲しく思えてしまった。

「そ、そんなことより。ゲイルさんが作ってくれた賄まかない飯なんだけど。食べられる？」

「はい。あの、ありがとうございます。ちょうどお腹なかが減ってきてて……」

　リーラは怠だるさが抜けきっていないのか、上半身を起こすまで時間を要した。

　そうしているうちに、体を覆おおっていたシーツがハラリと落ち──

「……ぷっ、あはは」

　思わずアーウィンは、堪こらえきれずに噴き出してしまった。

「ど、どうしたんですか、アーウィンさん。急に笑い出して」

「いや、ごめんごめん。ただ、その……」

　状況を飲み込めないのか小首を傾かしげているリーラへ、彼女の寝間着を指さしながら、アーウィンは控えめに理由を答えた。

「そのワンピース……多分、後ろ前だよね」

　アーウィンに指摘されてようやく、リーラは無言のまま顔を真っ赤にする。

　赤と白が基調の全体にフリルをあしらった、肩周りの露ろ出しゆつが少しだけ眩まぶしいワンピース状の寝間着。だが以前目にした時と違い、胸元を飾っていた紐ひも状じようのリボンが背中側へ移動していたのだ。どことなく、ワンピースに対し体の収まりも悪くて違和感を覚えた。

「いや、これはその！　あああ汗を拭ふこうと思って脱いでて、そしたらアーウィンさんがいきなり来ちゃったから、慌てて着直して！　と、というかべべべ別に後ろ前を間違えたんじゃなくて、た、たまには気分を変えて着てみようかな～って思っただけで！」

　リーラは目も話もまったく焦点が合っていない。

　さらには羞しゆう恥ち心しんを誤ご魔ま化かすためだろう、魔術で操る傀く儡ぐつ人形のようなぎこちない動作すら交えて弁明するが、

「……とりあえず俺、いったん外出るからさ。着直したら呼んで？　ご飯はそのあとな」

「………………はい」

　言い訳も虚むなしく空振りしてしまい、リーラはシュンと俯うつむいてしまった。







「ふ～。ごちそうさまでした！　おいしかったですね～」

　口元に崩れた野菜の欠片かけらを残しつつ、リーラは満面の笑みを浮かべた。

　確かにおいしかったとアーウィンも思う。野菜の甘みがしっかり溶け込んだスープは、舌したに馴な染じむ人間界の味ということもあって、一度口をつけたら止まらなかった。

「なんだか優しい味でほっこりしました。お父様も人間界にいた時は、こういうご飯をいつも食べてたんでしょうね」

「そうかもしれないね。なんにせよ、人間界料理の味がリーラの口に合って嬉うれしいよ。まぁ作ったのはゲイルさんだけど」

「あとでゲイルさんにお礼言わなきゃ……。すみません、本当にみなさんへご迷惑おかけしてばかりで。お店の方は大丈夫ですか？」

「うん。他のスタッフも頑張ってくれてるし、吸血コウモリもいつも以上に注意深く客席へ目を配ってくれてるし。リーラは気にしないで風か邪ぜを治すことに専念して大丈夫だよ」

「そう、ですか。ありがとうございます。そしたら、お言葉に甘えさせてもらいますね」

　不意にリーラは寂さびしげな顔を見せ、口を閉ざした。

　自然と降りてくる沈黙。だがリーラの見せた表情がどうしても気になってしまい、アーウィンは躊躇ためらいがちに言葉を紡ぐ。

「…………あ、あのさ、リーラ」

　リーラがこちらを振り向き、たちまちアーウィンと目が合う。

　思いの外、切り出してみると次の言葉は、押し出されるように自然と口から溢あふれた。

「変なこと聞くけど……リーラにとって、『働く』ってなに？」

「ど、どうしたんですか、アーウィンさん。いきなりそんなこと……」

「俺の気のせいかもしれないんだけど。さっき、妙に落ち込んでいるように見えたからさ。本当はもっと、働いていたいのかなって思って」

　リーラはすぐには答えなかった。きっと彼女なりに『働く』ことの意味を思い返し、言葉を構築しているところなのだろう。

　アーウィンはリーラが口を開くまで、ただ静かに待ち続ける。

　そうして、少しばかりの沈黙が過ぎた頃。

「私、目標があるんです」

　吸血鬼の少女はそう、胸の奥からたぐり寄せるようにゆっくりと続けた。

「これまではなんとなく曖あい昧まいにしか捉とらえていなくて、飲食店を経営して成功させたいっていうお母様を手伝いたくて、ウエイトレスをしていました。けど、今は目指している目標なんだってハッキリと、お母様やアーウィンさんを眺ながめながら思うことがあるんです」

「……もしかして、リーラの目標って」

「はい。私もいつか、自分のお店を──飲食店を持ちたいんです」

　リーラは気恥はずかしそうに、「アーウィンさんと一緒ですね」と笑った。

「没ぼつ落らく貴族の烙らく印いんを押され、偽の姓せいを名乗りながら、貴族だったことを隠して暮らす。それは私だけじゃなくて、お母様にとっても未知の世界だったと思います。でもお母様はそんなこと気にもせず、自分にできることを模も索さくして、こうしてお店を経営している。その強さに私も憧あこがれて、いつかお母様のようになりたい……お母様と同じように、自分のお店をもって商あきないをしたいって、思うようになったんです」

「確かにロイズさんには、憧れるよね。俺もその気持ちはよくわかる」

　人間界の飲食店で働いていた時は、『店長』はともかく『経営者』という存在を間近に感じることはできなかった。だが『自分の店を持つ』というアーウィンの目標を叶かなえる上で、『経営者』としての学びを得ることは、絶対に避けては通れない道。

　そうして出会ったのが、『レストラン・フォリオーズ』のオーナー兼店長のロイズだ。

　ロイズに出会って知ることのできた経営者の目線は多い。だからこそロイズに対しては、尊敬と憧れが同居していた。リーラの思いにも共感できる。

　リーラは、真っ直ぐ下ろした金色の髪を指先で弄いじくりながら、続きを話した。

「今はまだ、お母様やアーウィンさんの背中を追いかけるように眺めながら、目の前の仕事に一生懸けん命めいになるのが精一杯ですけど……少しずつ、目標に近づいている気がする。だから私は、『レストラン・フォリオーズ』で働いていたい。働くことが、楽しいんです」

　目標があるからこそ、働くことが楽しいと思える。楽しいからこそ、働こうと思う。

　それがリーラの『働く』ことに対する考えなんだと、アーウィンは理解した。

「……でもだからこそ、体調を崩してみなさんへご迷惑をおかけしていることも、働けないことも、なんだか辛つらいし寂さびしいなぁって。そんなことを考えていたんです」

　再び見せたリーラの憂うれい顔。それを目まの当たりにして、アーウィンは納得した。

　リーラが、慣なれない飲食業の仕事なのにもかかわらず一生懸命だったのは、働くことにやりがいを見み出いだし、働くことが彼女自身の目標に繋つながっているからだ。

　だが今は、それも満足にできない。確かにリーラにとっては辛つらいことかもしれない。

（──いや、『今』に限った話じゃない。だってリーラは……）

　人間と吸血鬼のハーフ。

　ハーフであるがゆえに、人間の血を吸わないと体調が安定しない。

　最初にその話を聞かされた時、リーラは「深刻な話ではない」とはにかんでいた。

　だがアーウィンはリーラが倒れた瞬間を目撃し、こうして『働けない』ことに寂さびしさを滲にじます様子すら、目まの当たりにしてしまった。

　目指す目標があるのに、満足に目指すこともできない。

　それのどこが、『深刻な話ではない』なのだろうか……。

（こんな状況で、もし俺が自分の目標が叶かなうからって、この店を離れたりしたら？）

　リーラが『働く』場所を、状況を、どうやって確保するのだろう。

　──どうやって守るのだろう。

　今までは人血パックと体調管理の徹底で、どうにか対処できていた。だがそれには限界があるのかもしれない。リーラにとって最善の状況を確保し守るためには人間の血が──アーウィンの血が必要だ。

　その考えは、おこがましいことかもしれない。自意識過か剰じようなだけかもしれない。

　だがリーラを守るのであれば──自分は、『レストラン・フォリオーズ』へ残るべきだ。

（それに、俺の方から言ったじゃん。一緒に、お店を盛もり上げていこうな、って）

　不意に蘇よみがえるのは、リーラと一緒に初めて買い出しへ行った時の会話だった。

　あの時すでにアーウィンは、忌いみ子こという生い立ちも没ぼつ落らく貴族という烙らく印いんも、意に介さずがんばろうとする健けな気げなリーラと手を取り合っていた。

　一度握にぎった手を振り払うなんて──裏切ることなんて、できるわけがない。

　たとえ目の前に、アーウィンの悲願を実みのらせる可能性が、これ見よがしにチラついていたとしても……こんな汚いやり方で、そちらを手に取るわけにはいかない。

（そうだよ。まだまだ、一緒に働くみんなからだって学ぶことは山ほどある。魔物だからこその仕事のやり方や、魔物相手の接客術だって……まだまだ、学び足りないだろ）

　この機会を見逃せば、アーウィンの目標達成は遠ざかってしまうだろう。

　しかしそれは、より多くの意味を持つ、ほんの少しの回り道。

（きっとこの店で働くことが当たり前になりすぎたから、働く理由を見失ってたんだな）

　アーウィンは自分自身に呆あきれて、自じ嘲ちようの笑みを漏らしてしまう。

　なんのために、なにをしたくて、『レストラン・フォリオーズ』で働いているのか。

　その理由をリカルドの誘いに惑わされただけで見失うなど、軸が弱いにもほどがある。

「……ところで、なんで急にそんな話を？」

「え？　ああ、いや……深い意味はないんだけど。ホールマネージャーとして、ホールスタッフのことはもっと知っておかなきゃなって思って」

「なるほど。えへへ♪　なんだか興味を持たれているみたいで嬉うれしいです」

　そう、リーラは楽しげな声を上げた。

「ちゃんと、参考になりました？」

「ああ。バッチリだよ……ありがとうな、リーラ」

　アーウィンも自然と明るい声で答えていた。

　わだかまりの雲がはけ、自分の進むべき道を、日差しが照らしている気がした。





　　《ヒュドラの月》十七日






「……正気か、アーウィン？」

　リカルドと約束していた三日後。コールテーゼの街の薄暗い路地裏。

　心を固めたアーウィンの答えに、リカルドは目を見張った。

「はい。俺はこれからも、『レストラン・フォリオーズ』での勤きん務むを続けます」

　迷いもなく、淀よどみもなく、アーウィンはリカルドの誘いを断った。

　アーウィンとリカルドしかいない空間へ沈黙が降りてくる。リカルドは、断られるなんて思ってもみなかったのだろう。時間をかけて言葉を探り、やがて長いため息をついた。

「お前、状況はわかっているよな。こっちの計画はすでに動き出している。お前があの店に残ろうが、辞めようが……買収の話はいずれ行う。だったら、こっちの話に乗って自分の店を持つ方が、圧倒的に有益な選択じゃないのか？」

「今の俺は、まだ『自分の店を持つ』に値するほどの能力を備そなえていません。あの店に残るのは、今までなかなか触れることのできなかった『経営者』の考えを吸収する上で、俺にとってベストな──リカルドさんの言葉をお借りするなら、有益な選択なんです」

　リカルドの碧あおい目をまっすぐ見み据すえてアーウィンは答える。もちろんリーラ達のことも思って選んだ道。だが、リカルドの利己的なやり方はアーウィンの目指す経営者と違うことも事実だ。ロイズのように、豪胆だがきちんと従業員へも目を向けているやり方こそ、自分の店を持つ上で学ぶべきだとアーウィンは思った。だからこそロイズに憧あこがれたのだ。

　それが充分でない今は、自ら口にしたとおり、まだまだ『自分の店を持つ』に値しない。

「……お前の考えはわかった。お前の決めたことだ、好きにすればいい」

　リカルドは肩をすくめ、その場を去ろうと足を踏み出す。

「だがもし一つ、お前の意見に同意するなら……確かにお前には、まだまだ先を見据える能力が足りていない、ってことだな」

　すれ違い様にその言葉だけを残し、リカルドは振り返ることもなく路地裏を後にした。






　四章　ありがとうございます！　お会計、赤色魔石が十個でございます！










　　《ヒュドラの月》十九日






　リカルドの誘いを断ってから、二日後のこと。

　リーラはようやく、職場復帰を果はたした。

「みなさん、本当にご迷惑をおかけしました！」

　開店前の朝礼の際、久しぶりに見る制服姿のリーラが、開口一番頭を下げる。

「リーラ殿。そんなに気負わずとも、誰も迷惑などと思っておらん」

「そうそう。むしろもう少しぐらい、しっかり休んでても大丈夫だったけど……」

　マチルダの言葉に合わせて、アーウィンも心配そうに声をかけた。

　だが頭を上げたリーラは、普段通りの屈託のない笑顔を咲かせた。

「いえ、もうバッチリです！　その……ア、アーウィンさんからたくさん、いただきましたしね……えへへ」

　たちまち「なにを!?」とでも言いたげに、マチルダ含め接客担当の魔物も、ミミック達他のホールスタッフも、ゲイル達キッチンスタッフも、一斉にアーウィンを振り返る。

「血ですよ、血！　人間の血を飲めば良くなるからって！　リーラも紛らわしい言い方をするな！」

　そもそも吸血鬼族は、血を吸う魔物だと周知の事実なはず。

　なぜリーラは、人前で説明することを恥はずかしがったのだろう。

　アーウィンが、その理由を頭の隅すみでグルグル考えていると、

「おかげさまで、もうすっかり元気になりました！　それに、やっぱり私はここで──『レストラン・フォリオーズ』でみなさんと一緒に働いている時が、一番楽しいんです」

　リーラはスッと目を閉じ、自身の胸に手を当てた。

　心に思う言葉を引き出すように。

「心から働くことを楽しいと思える……それを教えてくれたこの店とスタッフのみなさん、そしてお客様へ、早く恩返しがしたい。そう思うといつまでも寝てなんていられません」

　言葉の波となって流れてきたのは、リーラの働くことへの意識。

　そして、アーウィンが『レストラン・フォリオーズ』で働くと決めた理由の一つ。

「なので本日からしっかり職場復帰します！　もちろん同じようなご迷惑をおかけしないよう体調管理には気をつけながらがんばりますので、みなさんよろしくお願いします！」

　ペコリ。お辞じ儀ぎに合わせて、垂らしていたポニーテールが弾はずむ。

　それがリーラの、普段の生き生きとした様子とも重なり、

「お帰り、リーラ」

　自然とアーウィンの口からそんな言葉が零こぼれた。

　受け取ったリーラも、頬ほおを仄ほのかに赤くして照れ笑いを浮かべる。

　すると、その横に立っていたロイズが、パンッ！　と手拍子を一つ。

「さて。これで万全の態勢が整ととのったというわけだ。今日から週末だ。忙しくなるとは思うが、みなで盛もり上がっていこう。以上」

「「「よろしくお願いします！」」」

　一斉に声を上げ、みな自分の働くべき場所へ向かう。

　ゲイルやコロボックル、フライングナイフやスライム・ウォッシュ達は厨ちゆう房ぼうへ。

　キャンドルの魔物は天井のキャンドルスタンドへ、レジスターのミミックは店の玄関横に備そなわっているレジ台へ。

　アーウィン達接客担当のスタッフもホールへ散ちり散りになり、気持ちを引き締しめて営業開始の時を待つ。

「それではオープンしまーす！」

　表の看板をオープンへ変えるため、玄関へ向かったリーラが全体へ声をかけ、店のドアをキィッと開いた──




「ようやくオープンか？　待ちくたびれたぜ」

「──ッ!?」

　店内に獣の唸うなりのような声が響き、ドアを開いた格好のままリーラは硬直した。

　ホールにいるスタッフがみな、何事かと入り口へ目を向けた。その視線に晒さらされながら、固まったままのリーラの横を通り過ぎ、四匹の魔物が入店する。

　頬に傷のある者、クチャクチャとガムを噛かんでいる者、これ見よがしに飲みかけの酒瓶を持っている者。飲食店における『態度が悪い』事例が生きて歩いているかのような三匹。

　その先頭に立ち、引き連れているのは──毛並みがボロボロの、一匹のワーウルフ。

「よう、アーウィン・オルコット。元気そうじゃねぇか」

　ダグラスはニタッと笑って、アーウィンの前までやってくる。

「リカルドから聞いたぜ。間抜けな選択をしたらしいな」

「……リカルドさんがなんと説明したのかは存じませんが、自分で決めたことですので」

「そうやって強がっていられるのも今のうちだぜ」

　意味深な言葉がアーウィンの耳に残る。路地裏で聞いた地上げの話といい、リカルドの誘いを断ったあとのタイミングといい、なにかを企たくらんで店に来たことは明白だった。

「アーウィン。こいつらが例の、不動産関係者か？」

　すると、アーウィンの横に並んでロイズが耳打ちする。

　リカルドからの誘いを断ると決めた日、地上げの対象としてこの店が狙ねらわれていることも含め、アーウィンはことの顛てん末まつをすべてロイズに報告していたのだ。

　アーウィンが頷うなずいて応こたえると、ロイズは一歩前に踏み出した。

「『レストラン・フォリオーズ』へようこそ。私がオーナー兼店長のロイズだ。このたびのご来店、心よりお礼申し上げる」

「お、話のわかりそうな奴やつが出てきたな。そうだ、俺たちゃ客だ。別になにかしようってわけじゃねぇ。席を用意しろ」

「わかった。四名席を今すぐ用意しよう。アーウィン、あそこの席を準備してくれ」

　ダグラスを前に臆おくさず堂々と対応したロイズは、店内の隅すみ、壁際の角の四名がけテーブルを示した。隣接する客席を極力減らし、騒がれても周りへ迷惑にならないよう配慮すると、確かにその席が一番適している。

　さっそくアーウィンが準備のために席へ向かった。

　だがダグラスとガラの悪い魔物達は互いに顔を見合わせ──なにがおかしいのか、ククッと喉のどを鳴らした。

「おいおい。いつ、誰が四名だって言ったんだ？　おめぇらの目は飾りかよ」

　ダグラスの不可解な言葉に眉まゆをひそめた、直後だった。

「──て、店長！　アーウィンさん！　大変です！　そ、外が……っ！」

　玄関口に立ち尽つくしていたリーラの声が響き、驚いたアーウィンとロイズが店の入り口へ即そく座ざに目を向け、

「──っ！」

　玄関の向こう側を目まの当たりにして、息を飲む。

　魔物達が並んでいた。それも、一匹二匹ではない。入り口から見えるだけでも十匹ほど。おそらく全員でそれ以上の数の魔物達が、客席へ案内されるのを待っていた。

　その魔物が、ごく普通の魔物ならまだ良かった。

　先に入店していた四匹同様、誰も彼もがカタギには見えない魔物ばかり。

　彼らはダグラスの合図で、一斉に店内へなだれ込んできた。椅い子すを乱暴に引きずる音があちこちから鳴り響く。ガラの悪い魔物達は断わりもなく続々と着席していき──全二十組、計四十名が入るキャパシティーの客席は、三分の二近くが埋うまってしまった。

「よかったじゃねぇか。オープンして早々、大繁はん盛じようだ」

　右を見ても左を見ても、態度の悪い魔物で埋め尽くされている。

　その状況を呆ぼう然ぜんと眺ながめていたアーウィンへ、ダグラスは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「……どういうつもりですか？　いったい、なんのために」

　ダグラスの笑みを打ち返すように、アーウィンがそう、目を細めた時だ。

「店員が客へ、そんな『来られちゃまずい』みたいな顔を向けるのは、感心しないな」

　聞き覚えのある声だった。アーウィンはダグラス越しに入り口へ目を向ける。

　金髪碧へき眼がんの人間が入店したところだった。まるで自分が上客だとでもいうように、悠然たる態度を崩さず、グレーのスーツ姿の男性はアーウィンのもとへと近寄る。

「……いらっしゃいませ、リカルドさん」

「ありがたみを感じない『いらっしゃいませ』だな。先見の明だけじゃなく、接客もまだまだ力不足なんじゃないか？」

　リカルドは険しい表情をアーウィンへ向ける。

　呆あきれているのか怒っているのか、正確な感情はわからない。

　だが今の彼は確実に、アーウィンを格下だと認識している。リカルドの言葉の節々からは、愚か者を見下す蔑さげすみが感じられた。

「今日は、この店の店長と話をするために来たんだ」

「……話、ですか？」

「そうだ、商談だ。今後のことについて、な」

　最後を強調するように語気を強めたリカルド。彼の青い目の奥に潜んでいる思惑は、土地買収と百貨店の建設。思っていたとおり、今日の来訪はそれが目的のようだ。

　さらにはリカルドと協力態勢にあるガラの悪い魔物で客席を埋め、精神的にも物理的にも、圧力をかけようという魂こん胆たんなのだろう。

　だがそんな小手先の圧力は、ロイズには通用しなかった。

「ならば、さっそくその商談とやらを始めようじゃないか」

　ロイズはそう、リカルドの前に昂こう然ぜんと立つ。

「ホーキンズ・コーポレーション、コールテーゼ支店支店長のリカルドと申します。アポイントもなしに突然で申し訳ありませんでしたが、お時間を頂き──」

「形式張った前口上は好かん。アポなしなど気にしていない。大事なのは話の内容だ」

　ロイズはピリピリとした空気など意に介さず、商談のためのテーブルを掌てのひらで指し、

「まずはつまみでもオーダーして、ゆっくり話をしよう」







　営業が始まって、すでに一時間が経たとうとしていた。

　週末ということもあって一般のお客様の来店も重なり、店内はすでに満席となっていた。だが、予期せぬヤクザ達の客席占拠があったからこその結果。素直に喜よろこべるものではない。

　リカルドやガラの悪い魔物達はみな、当初の宣言通り騒ぎ立てる様子もなく食事をしている。だがいくら大人しくても、ヤクザ達の存在感は店の雰囲気に合っていない。

　一般のお客様も、横目でリカルド達の様子を窺うかがっては、ヒソヒソ話を繰り返していた。

「ど、どうしましょう、アーウィンさん。他のお客様から、空気が悪いって言われちゃったんですけど……」

　アーウィンがドリンク場で作業しているところに、ラウンド──空いている皿などを下げたり追加オーダーを伺うかがうために客席を回っていたリーラが、不安げな顔色で戻ってくる。

「みなさん、気になって食事どころじゃないって……。このまま放ほうっておくんですか？」

　そういったクレームが出るだろうことは予想の範囲内だった。リーラの不安はもっともだ。それでも、アーウィンやロイズは追い返そうとしなかった。

「下手に刺激すると、なにをしでかすかわからない。それこそ他のお客様の身に危険だって及およぶかも……。だったら、今はまだそっとしておいた方がいい。商談そのものはロイズさんが相手だし、変なことにはならない……と、思うよ」

「そうだといいんですけど……」

　リーラが曇った顔で客席を一いち瞥べつすると、使用済みの食器を洗い場へ運びに向かった。その背中を見送りながら、とんだリーラの復帰初日になってしまったと、アーウィンの胸に申し訳ない気持ちが駆け巡る。

　すると今度は、入れ違うようにマチルダがドリンク場へやって来た。アーウィンが今作っているドリンクは、マチルダがお客様からオーダーを取ったもの。それを受け取りに来たのだろう。

「おい、アーウィン。此こ度たびの件、貴様とロイズ殿はすべて知っているのだろう？」

　マチルダはドリンク場に到着するや、鋭えい利りな目をアーウィンへ向けた。

「奴やつらの言動から察するに、貴様は奴らと接点があった。こんな状態になった責任の一端は貴様にある。相違ないな？」

「……ああ。今日、こうしてあいつらが店に押しかけてきた原因は、俺にもある」

　アーウィンがリカルドの誘いを断った。それが、リカルド達の行動を急がせた原因ともとれる。ならばキッカケを作ったのは、他ならぬアーウィン自身だ。

「まさか、俺の首を突き出して落とし前ってことにして、店から撤退させるとか考えて」

「たわけ。誰がそんなことをすると言ったのだ」

　マチルダの口から放たれた叱しつ咤たが、アーウィンの耳を強く打つ。

「今でなくても良い。わけを全部話せ、アーウィン。そうすれば対策も講じられる」

　彼女の思いがけない言葉にアーウィンは瞠どう目もくする。

　マチルダの人間嫌いや、以前何度も衝突したことを知っているからこそ、アーウィンはその優しさに胸を打たれてしまい、

「わかった。ありがとな、マチルダ」

「ふん。貴様一人の命で場が収まるなら、最初からやっておったわ」

　出来上がったドリンクをぶっきらぼうに受け取って、マチルダは提供のためホールへ戻る。相変わらず人間相手に素直になりきれない彼女だが、それでも今は、彼女の厚意が嬉うれしくてアーウィンは笑顔を零こぼす。

　ともあれ、マチルダの言うとおりだ。商談そのものはロイズに任せるとしても、直面している店の危機には対策を講じなければならない。

　頭の中で打開案を探りながら、アーウィンはリカルド達の席へドリンクの提供に向かう。

　やがて客席まであと数歩のところまで近づいた時。

　ガタッ！　と椅い子すを鳴らし、リカルドが立ち上がった。

「……確認するが、本当にその答えでいいんだな？」

　怒りを滲にじませるリカルドへ、ロイズはすまし顔で口を開いた。

「ああ。何度でも言おう。あなたのような、強者を味方につけなければ商談一つもまともにできない人間には、売ってやる土地なんてどこにもない。以上」

「なるほどな……」

　リカルドは大きくため息をつき──口角を不敵につり上げた。

「やっぱり魔物は、愚かな生き物だな」

　手元に広げていた書類を自分で握にぎり潰したリカルド。書類を使った『正式』な商談を自ら切り上げ、荷物をまとめ始めた。

「『百貨店』が一つ立つだけで周囲の街からの集客が望め、街の活性化に繋つながり、流りゆう通つう網もうが広がれば地方の特産品だって都会で販売できる。そうすれば田舎の生活だって豊かになる。そこまで考えての『百貨店』建設に、こんなにも理解がないとはな。思考が古すぎて話にならん。ダグラス、あとは任せたぞ」

「へへっ、待ってたぜぇ」

　自分のやるべきことは終わったとでも言わんばかりに、スタスタと席をあとにするリカルド。彼はそのまま店を出て、暗い街道へ溶け込んでいった。

　その後ろ姿を見送ったダグラスがスッと手を掲げ、指先をパチンと弾はじき──

「おい、この『バジリスクのシチュー』、冷めてんぞ！　どういうことだ！」

　突然、ヤクザの一匹が声を荒らげた。

「こっちの『お化けカボチャスープ』もだ！　どうなってんだ！」

「この『人食いピラニアのカルパッチョ』、温まってんぞ！　冷菜だろ、これ！」

　一匹のクレームを皮切りに、あちこちのヤクザの席から怒号のようなクレームが飛び交い始める。接客担当スタッフの全員が、突然のことで泡を食ったように立ち尽つくした。

「すみません、落ち着いてください！　対応いたしますのでもう少しお声を静かに──」

　アーウィンがクレームに対抗するよう、声を張る。しかし──、

「うるせぇ！　まともな飯も出せねぇ店の店員がナマいってんじゃねぇよ！」

「おい、てめぇじゃ話になんねぇ！　シェフ呼んでこい、シェフ！」

　クレームの嵐は客席全体を瞬またたく間に覆おおった。無駄に統率の取れた、嫌がらせめいた所業。

（最悪だ。リカルドの言ってた『やり方』って、こういうことか）

　アーウィンはホールの様子を見ながら奥歯を噛かむ。

　大声のクレーム、その対応でバタつくスタッフ……それだけで店の雰囲気は劣悪になる。

　ふと目を向ければ、初めて来店された一いち見げんのお客様も、いよいよ食器を置いて退店の準備を始めていた。

　表情は苛いら立だちと不快感が露あらわになっていた。その理由のほとんどが、クレーマーではなく店の雰囲気に対する感情であることは、容易に想像がついた。

「どどどど、どうしましょう！　アーウィンさん！」

「ひとまず、クレームの入った料理はいったん全部下げて、作り直すよう伝えて」

　慌てふためくリーラへ指示を出し、アーウィンも料理を下げに客席をラウンドする。

（けど、なんでこんな同時に料理のクレームが発生したんだ？）

　ラウンド中、頭の片隅すみには疑問が絶えなかった。

　同時に、一つ一つ皿を下げている内に新たな疑問も芽め生ばえた。

（……この皿、なにかおかしい）

　手元のトレンチへ下げようとスープの皿へ手を当てる。冷製スープかと思うほど、皿その物がキンキンに冷えていたのだ。

　スープその物の温度が低かったり、提供に時間がかかって冷めることは、店側の不注意が原因で起こりうる。しかし皿自体がこんな短時間で、濡ぬれた手が張り付くほど冷えきるなんてあり得ない。

「……くそっ。あやつら、好き放題言いおって！」

　デシャップへ戻ってきたアーウィンへ、マチルダが悪態をつく。

「冷めていただと？　そんなわけがあるか！　事前に確認しておるわ、たわけが！」

「落ちつけ、マチルダ。怒りが顔に出れば相手の思うつぼだ」

「なぜだアーウィン！　非は完全に向こうにあろう！」

　デシャップの前で声を荒らげるマチルダに、しかしアーウィンは首を横に振った。

「それは俺達店側の言い分だ。店側がいくら正当性を主張しても、店に一切非がないって確証が得られなければ、こっちがお客様へ言いがかりをつけた形にしかならない」

　言うなればヤクザ達は、そういった店側の立場の弱さを利用して嫌がらせしているのだ。

　ともすれば店側のミスとも捉とらえられるクレームを出す。大きく出られないスタッフは追い返すこともできず、ただ謝罪を述べるほかない。

　そうして店の雰囲気を徹底的に汚し……たどり着くのは、『サービスの悪い店』という悪評の蔓まん延えんと客離れだ。

　アーウィンは正直に、敵ながら賢い手段に出たと思ってしまった。

「だがそれは、客観的に見た場合の話。店側からしてみれば、明らかに異常事態だ」

　商談の席から戻ってきたロイズが、現状判断のためだろう、アーウィンへ声をかける。

「こんな一斉に料理が冷めるなどあり得ない。店に一切非がないという確証を捜すぞ」

　ロイズの声こわ音ねは平静だった。だがそれは装っているだけ。眉み間けんを険しくさせる彼女の手が、唇くちびるが、微かすかに震えているのをアーウィンは見逃さなかった。

「ですが、冷ましている方法がわかりません。なにか道具を使った形跡もないですし、素振りも見せていませんから、俺達も対策を立てられなくて」

　そうしている間にもクレームは飛び交い、その度に他の接客スタッフが対応へ向かっていた。慌あわただしさと怒号に晒さらされ続ける苦痛で、すっかり疲ひ弊へいしきっているように見えた。

　早く原因を突き止めて対応しないと、今度は接客スタッフの身が持たない。

　アーウィンは必死に頭を捻ひねる。だが捻れば捻るほど、焦燥感に蝕むしばまれた。

「た、大変です、アーウィンさん！」

　クレーム対応から慌てて戻ってきたリーラは、料理の器に触れながら言った。

「器に、微かに魔力を当てた跡があります。もしかしてこれ、私達に見えないようこっそり氷結系魔術で冷やしてるのかもしれません！」

「しかも確か、魔石は魔術に使えばなくなって証拠が残らないから、現行犯じゃないと立証できない……その手があったか」

　アーウィンはため息をついて頭を抱えた。魔石さえあれば息を吸うように魔術を使える魔物らしい妨害工作だと、怒りとは別に思わず呆あきれてしまった。

「どうする、アーウィン。指示をくれ。このままでは怒りにまかせて剣を抜きかねん」

　マチルダは問うが、『魔術で料理を冷ました』と証明できない以上、スタッフにできることは限られてしまう。

「とにかく今は、クレーム一つ一つに誠せい心しん誠せい意い対応するしかない。対応に誠意が感じられれば、一般客の印象も必要以上に下げなくてすむ。あとはラウンドの回数を増やして、魔術を使わせる隙すきを潰すんだ」

「だがそれでは根本的な解決にならんではないか」

「……いずれ、なにかしらのボロが出る。それまでは耐えるしかない」

　正直アーウィンとしても、その選択が正しい一手なのかどうか、自信はない。

　それがリーラ達にも伝わってしまったのだろう、みな表情を沈ませてしまう。

　やり場のない怒りが、ひっそりとアーウィンの拳こぶしを震わせた。





　　《ヒュドラの月》二十二日






　ダグラス達の嫌がらせによって、新規顧客獲得のチャンスでもある週末は散々な営業となってしまった。毎日のように店を訪れ、あえて空席を残すように客席を占拠。一般客で埋うまったのを合図に、料理が冷めている、頼んだ物と違う、提供が遅いと騒ぎ立てた。

　理屈がわかれば、ヤクザ達の手口は実に単純だ。

　氷結系魔術で料理を冷まし、催眠系魔術で気づかれないようオーダーミスを誘い、幻影系魔術で時間の感覚を麻ま痺ひさせ提供スピードを遅らせる。さらには吸血コウモリの監視の目も魔術で惑わすなど、ヤクザ達は店の雰囲気を卑劣な手段で徹底的に汚した。

　一時は店側も、魔術には魔術で対抗しようと考えた。だが接客スタッフで魔術の心得があるのはリーラのみ。一人ですべてのクレームを阻止するのには無理があった。

　厨ちゆう房ぼうスタッフにも魔術を使える魔物はいるが、どんな形であれ客席が満席でオーダーが重なれば、厨房は戦場と化す。とてもホールにまで気を回す余裕はなかったし、厨ちゆう房ぼう作業が滞とどこおれば今度は本当の『店側のミス』でクレームになりかねない。

　手の施ほどこしようがないまま週が明け、平日初日の営業が始まり、午後八時を回った頃。

　週末にあれほど騒ぎ立てたヤクザが、珍しく一組も来店していないゴールデンタイム。

　突然ドアチャイムの音をかき消すほどの勢いでドアが開き、

「……んだこの店。暇ひまそうな店だな、ええ？」

　ようやく訪れた本日最初のお客様は、ダグラスと舎弟のヤクザ達だった。

「今の時間帯は混んでるかもしんねえなぁと思ってきてみりゃ、この様ざまか……」

　お客様はおらず、アーウィン達接客スタッフが窓やテーブルなどの備品を掃除しているだけの店内。ゆっくりと見回して、ダグラスは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「週明けはどうしても客足が遠とお退のくものです。ある程度はしかたない──」

「あれあれぇ？　言い訳すんのか？　余よ所その店はそこそこ盛もり上がってたぜ？」

　対応に向かったアーウィンへ、ダグラスはニタニタと憐あわれみの目を向けた。

「そうやって状況のせいにしてっから客が来なくなるんじゃねぇのか？　サービスも料理も問題はない、状況が悪いだけ……そうやってただ胡座あぐらかいているだけの店だって思われてっから、見限られてんじゃねぇのか？」

「貴様っ！　愚ぐ弄ろうするのもいい加減にしろ！　手の内はバレておるぞ！」

　マチルダは堪こらえきれんとばかりに剣へ手を伸ばした。だが、今にも殺気に任せて斬きりかかろうとする彼女に、ダグラスはニタニタと反論する。

「証拠はあんのかよ、ええ？」

　ダグラスの言うとおりだった。手口は疑うたがいようもなくハッキリしている。だが一度魔術に使えば魔石は消失してしまい、魔術を使ったと立証できない。

　リーラが感じ取った『魔力を当てられた形跡』も、アーウィンやマチルダが感知できなかったように魔術に精通している者でなければ判別できず、証拠としては不十分。

　警察に相談してはみたが、現行犯でない限り事件として扱えず警察は動けないそうで、店の中で起こった客とのトラブルとして片付けられてしまったのだ。

　ダグラスの歪いびつな笑みに、マチルダは悔くやしさを滲にじませることしかできなかった。

「ほら、ああいう顔、客に向かって見せるべきじゃないんじゃねぇか？」

「……申し訳ありませんでした。後ほど、しっかり指導いたしますので」

　アーウィンの謝罪にダグラスは「ふん」と鼻を鳴らし、舎弟と共に近くの席へ座る。

　そして、テーブルをダンダンッと叩たたくと大声を上げた。

「ほら！　客が来てやったんだ！　さっさともてなせよ！」

　ダグラスの罵ば声せいを浴びても、アーウィンは静かに頭を下げた。

　痛いほど歯を食いしばって、怒りで震える体を必死に抑え込みながら。





　　《ヒュドラの月》二十四日






　ヤクザな魔物による嫌がらせは続き、週の中日に差し掛かった。

　店の悪評が広まっているのか、一いち見げんの一般客はおろか常連客すら離れてしまった『レストラン・フォリオーズ』。

　雰囲気はどんよりと重たく、スタッフはみな戦意喪失といった様子だった。

「これだけ暇ひまな店なら、潰して百貨店を建てた方がこの街、ひいては魔界のためだ」

　この日はダグラス達と共にリカルドも来店していた。時間は午後九時を回った頃。

　リカルドはガラの悪い魔物で埋め尽つくされた店内を、気け怠だるげに眺ながめながら言った。

「それでもなお、立ち退のき、土地買収の話には乗らないのか？」

「何度も言わせるな。この店を潰す気はない」

　リカルドに呼び出されて同席していたロイズは、店の状況が最悪なのにもかかわらず、断固として強気の姿勢を崩さない。リカルドが呆あきれたように息を吐いた。

「だがこのまま連日赤字じゃ、従業員の給料だってまともに支払えないだろ。こっちの話に乗るなら、スタッフの給与面は保証する。路頭に迷うこともないんだぞ？」

　ロイズは重く口を閉ざす。おそらく彼女の中でも、店の存続と今まで支えてきたスタッフの待遇という面で、葛かつ藤とうに苛さいなまれているのだろう。

「いい加減、手段へのこだわりを捨てるべきじゃないか？　なんで頑かたくなに拒むのか俺は知らないが、経営者の思想の巻き添えを食らうのは、いつも従業員達だぞ」

　自分だってこちらの事情や意志を鑑かんがみず、街の活性化だ流通の拡大だなどとお題目は掲げつつ、『百貨店建設』という『手段』にこだわっているクセに。

　とんだ二枚舌じた相手に、そう言ってやりたい気持ちがアーウィンの中で沸ふつ々ふつとわき起こる。

　さすがにホールマネージャーとして黙っていられず、一歩踏み出そうとした。

「私はな。経営者として、スタッフには誰一人例外なく、最大限の信頼を寄せている」

　だが、アーウィンが踏み出すよりも先に、ロイズが静かに口を開いた。

「うちで働いてくれている理由は、みなそれぞれだ。私の思想に共感してくれた者、店を盛もり上げるために協力してくれる者、うちで働くことを楽しいと思ってくれている者……それらの理由と私の思い描く未来図が合致した者しか、この店にはいない。だから私は、みなを信頼している」

　客席にいるロイズは、デシャップ付近から様子を窺うかがっていたアーウィン達へ、ちらりと視線を流した。何事にも屈することのない炎を宿す、力強い眼まな差ざしを。

「合致した者しかいない。それは『巻き添え』などではない。決してな。もちろん私だってスタッフに『巻き添え』を食らわせるつもりなどないし、食らってほしくもない……だからこそこの店は潰さない。潰すと私が決断した瞬間、この店で働きたいと願うスタッフ達は、私の決断の『巻き添え』を食ってしまう」

　やがてロイズはリカルドへ向き直り、まっすぐ見み据すえる。

「だから、何度でも言おう──この店を潰す気は、ない」

　スンッ。アーウィンのすぐ横で、微かすかに鼻を啜すする音が聞こえた。

　振り向けばリーラが、目め尻じりにほんの少しの雫しずくを溜ためてロイズを見つめていた。その隣には、ロイズの決意を心で受け止めたように、胸へ手を当てるマチルダがいる。さらに向こうではゲイルやコロボックル、他の厨ちゆう房ぼうスタッフや、木霊こだまの少女達接客スタッフ。

『レストラン・フォリオーズ』で働く全スタッフの誰一人、異議を唱える者はいなかった。

　ロイズが代表して発した言葉は、この店の従業員の総意だから。

　潰す気はない。潰されてたまるか。

　そんな無言の訴えの嵐が、リカルドへ届いたかどうかはわからない。

　リカルドは再び、呆あきれたように息を吐くのみ。

「……リカルド。まだまだやり方が甘いぜ？　このままじゃ埒らちが明かねぇ」

「確かにな。まだ俺にも良心が残っていたらしい。だが、これで最後にする」

　するとリカルドは、居直ってロイズを見やる。

「そこまで言うなら、俺達がこの店から手を引く条件を出す。クリアできるかできないか……その方が手っ取り早くてわかりやすい。なぁ、ダグラス」

「そうだな。うちんとこの組長もよ、俺が島流しにされたって話をしてから、『この店に挨あい拶さつしなきゃ』とか言ってたし、ちょうど良いタイミングだな」

　まるで事前に打ち合わせでもしていたかのように、二人は不敵な笑みを浮かべた。

「明日の営業時間に組長を招き、おもてなししろ。店の雰囲気、料理、サービス……そのすべてに組長からお墨すみ付つきをもらえたら、良い店だと認めて買収の件は白紙にしてやる」

「間違ってもガラガラな状況にはすんなよ？　うちの組長は賑にぎやかな雰囲気が好きなんだ。しかも『修しゆ羅らの地』の生まれ。満席で盛り上げなきゃ、なにしでかすかわかんねぇぜ？　料理や接客も同じだ。少しのミスですぐお冠かんむり……気ぃつけたほうがいい」

　スタッフ全員が騒そう然ぜんとなる。具体的な条件を把握できただけマシだが、ここ数日、一般客が誰一人来なかった状況での満席が最低条件。

　さらには一つのオーダーミス、提供ミスも許されない。もちろん、普段でもミスは許されないが、人為的なミスは必ずどこかで起こりうる。そのたった一つが、命取り。

　出された条件に息を飲むアーウィン。その横に立つリーラも「満席だなんて……」と後ろ向きな言葉を漏らした。

　マチルダや木霊こだまの少女、モノアイ族の男性スタッフも、同じく表情を暗くする。

　アーウィンも気持ちはよくわかる。この数日間の営業にずっと出しゆつ勤きんしている者なら、圧倒的なまでに、完かん膚ぷ無きまでに、お客様が離れてしまった現実に打ちのめされていた。

　だが──ロイズだけは違った。

「そんな条件、誰が飲むか。理由がない。私の──私達の意志は頑として変わらん」

「──口の利き方に気ぃつけたほうがいいぜ？」

　瞬間。大人しく着席していたガラの悪い魔物達が立ち上がり、ゾロゾロと動き出す。

　店の入り口、厨ちゆう房ぼうへの通路や勝手口、二階への階段、窓……そのすべてを塞ふさぐように。

「な……なんなんだ？」

　突然のことで、されるがままになってしまったアーウィン達。

　やがてダグラスがニタッと笑って告げる。

「今この店にいる組員が束になれば、こんな店、一瞬で更さら地ちだ。どこをどう切り崩せば全壊するのか、どこにどう火をつければ全焼するのか、すでに調べてあるしよ」

「……なに？」

　ダグラスの脅おどしに、ロイズの眉まゆ根ねが揺れる。

「この辺りに百貨店を建てるっつうリカルドの話に乗ってから、俺達が店を徹底的に調べ上げたんだ。構造も配置も建築様式も、なにからなにまでな。なんなら今すぐ取り壊してもいい。甘ちゃんなリカルドと違って、一気に強制的に済ませる方が俺好みだしな。まぁそうなったら、今ここにいるあんたの大事な従業員達の安全は、保証できねぇけどよ」

（……まさか、前にマチルダが見かけたっていう不審人物って）

　ようやくその正体に気がつき、アーウィンはハッとなる。あれは開店時間を間違えて訪れたお客様でも、空き巣でもなく……ダグラスの仲間だったのか。

　これまではリカルドの良心から、段取りを組んで『交渉』の体裁を保てていた。

　だが、相手は強引にことを済ませる準備も整えており、いつでも行動に移すことが可能だった。最初にリカルドとダグラス達が店を占拠したあの日、すでに『レストラン・フォリオーズ』は追い詰められていたのだと、アーウィンは今いま更さらになって悟さとる。

「さぁ、どうする？　条件を飲めば、まだ希望はある。クリアできずとも従業員の安全と処遇は善処しよう。もちろん口約束も契約のうちだ、反ほ故ごにするつもりはない。だが飲まないというのなら……ダグラスの言うとおりだ」

　リカルドの最後通つう牒ちよう。

　さすがのロイズも従業員を人質に取られてしまっては、強気の姿勢に出られないようだ。

　だが……条件を飲んでも地獄、飲まなくても地獄。

　その事実に気がついて、アーウィンは一歩踏み出し──勝負に出た。

「その条件……飲みます」

　リカルド、ダグラス、ロイズ──そして、『レストラン・フォリオーズ』全スタッフの目が、一斉にアーウィンへ向けられた。

「ロイズさん。こうなったらもう、やるしかないです。やらなければ従業員の安全もそうですけど、なにより店の存続が問答無用で絶たれる……なら、答えは決まってます」

　ロイズは言った。スタッフのことを信頼していると。

　その全スタッフが思った。この店を潰したくないと。

　なら突き進むべき道は──店の存続。

　その可能性が残されているのは、リカルド達の条件をクリアすることだけ。

　どこに迷う余地があるのだろうか。

「アーウィン……本気か？」

　丸くした目で唖あ然ぜんと見つめるロイズに、アーウィンは頷うなずいて返す。












　しばらくの沈黙が続き──やがてロイズは、口の端はしをつり上げた。

「私はとんでもない人材をホールマネージャーにしたらしいな」

　ロイズは元の、彼女らしい強きよう靱じんな態度でリカルド達に対たい峙じした。

「うちのホールマネージャーが、ああ言ってるんでな。その条件、受けて立つ」

「……賢明な判断だ」

　リカルドはそう吐き捨てると立ち上がった。追いかけるようにダグラスも席を立ち、それを合図に散ちり散りになっていたガラの悪い魔物達が集合する。

　そして退店の間際、リカルドは嘲ちよう笑しようと共に言い放はなった。

「お前達がどんな策でもがき足あ掻がくのか、今後の反面教師として役立てさせてもらう」







　時計の針はまだ午後十時を回ったばかり。だが、すでに店は閉店。

　代わりに店のホールには、ミミックやスライム・ウォッシュ、フライングナイフも含めた全スタッフが集合し、全体ミーティングが開かれていた。

「アーウィンさん……なにか策があるんですか？」

　ミーティングの席で、リーラはアーウィンへ率直に訊たずねた。

「その、お店のために立ち上がってくださったのは、すごく嬉うれしいです。でもここ数日の状況を考えると……」

　リーラの正直な思いに、他のスタッフも項垂うなだれてしまう。

　だが──アーウィンだけは、力強く声を張った。

「でも思い出して。前にロイズさんが割引券を持ってキャッチに行って、満席にしたことがあっただろ？　絶対に不可能なんかじゃない。打てる手は、全部打とう」

　不可能ではない……その言葉にみながハッと顔を上げ、しかしすぐ表情を曇らせる。

　きっと、イメージできていないのだ。条件をクリアできた瞬間がハッキリ思い浮かんでいないから、そこへ至いたるまでの道筋が逆算できない。

「けど、あん時と状況は違うだろ。キャッチなんかで満席にできるのか？」

「わかりません。でも、やらなければ成果は得られません。だから少し方法を変えます」

　ゲイルの反論に、アーウィンは首を振った。

　できるできないは、わからない。だが、打てる手は全部打つために。

　アーウィンは自分の持ち得る知識をすべて引っ張り出し、提案していく。

「ロイズさん。前回チケットを作った要領で、今度はチラシを作ってくれませんか？」

「チラシ？　構わんが……またキャッチで使うのか？」

「いえ。今回の場合、確かにキャッチという急ごしらえの策での集客は厳きびしいと思います。なので、明日早朝から、コールテーゼ中の郵便受けにチラシを配布して回ります」

　人間界において、俗に言う『ビラ配り』である。

　人間社会を模も倣ほうした魔物社会でも、新聞に代表されるような郵便物の配達は、今となっては日常的に行われている。

　他の郵便物などにチラシを忍ばせれば、いやでも目に留とまってくれるはずだ。

「目的は、店の宣伝と認知です。コールテーゼに住んでいるすべての魔物が、『レストラン・フォリオーズ』へ足を運んだとは限りません。まだ認知していない魔物、知ってはいるけど来たことのない魔物、以前来たことはあるけど最近の悪評を知らない魔物……そういった客層に、とにかくアピールする。そうすればなにもしないよりは集客が望めます」

　アーウィンの提示した作戦を前に黙もつ考こうしたロイズは、やがて納得したように頷うなずく。

「キャッチのもっと大々的な活動というわけか。わかった。早朝までに刷すってみよう」

「ありがとうございます。店の売り文句は、おそらく現場の俺達より経営者のロイズさんに絞り出してもらった方が説得力も増すと思うので……よろしくお願いします」

「でも、アーウィンさん。それで集客はなんとかなっても、サービス面はどうするんですか？　わ、私、忙しくなると慌てちゃって、すぐミスが増えちゃうから……」

　そう問題を提起したのはリーラだった。

「自分らも全力は尽つくす。だが混雑すれば、どうしてもサービスの質は落ちるぞ？」

　マチルダの言うことはもっともだ。条件をクリアするためには満席にするしかない。だが満席になればそれだけ作業量が増え、細部が疎おろそかになる。それは、アーウィン自身も過去の職場で嫌と言うほど経験してきた。

　……だが経験してきたからこそ、回かい避ひするための方法も熟知している。

「明日は、接客スタッフごとに担当する席を決める。全部の作業を全員で分担すると、情報の食い違いやタイムラグで混乱が生じる。だから、自分の担当する席についたお客様だけ、自分一人で責任を持って徹底的におもてなしするんだ」

　全二十組ある客席のうち、組長の座る席を除けば十九組。それらをリーラ、マチルダ、他二人の接客スタッフで分担して受け持てば、一人あたりの担当は約五席。

　それだけなら、サービスの質の低下を防ぐこともできる。

「でも、他のお席をおもてなししている時に呼ばれちゃったら、どうするんですか？」

「その時のために一人か二人、自由に動けるスタッフを配置するのがセオリーなんだけど、今回の場合は『ホールマネージャー』として、組長の席も含めて俺が対応するよ」

　アーウィンが人間界の飲食店で勤きん務むしていた時、『給仕長』と呼ばれるポジションがいた。末端のウエイターやウエイトレスをとりまとめる役職……『レストラン・フォリオーズ』においては、まさに『ホールマネージャー』が適任だろう。

「あと、着席されて最初にメニュー表を渡す時、その席を担当する者だって自己紹介を欠かさずにする。それだけでお客様は、担当スタッフのことを意識してくれる。会話のきっかけにもなるしね。積極的に話しかけていこう」

　リーラとマチルダが、揃そろって「なるほど……」と声を漏らす。

　たとえ『模も倣ほう』と呼ばれても、魔物達は人間社会のシステムを──飲食店のシステムを、本物と遜そん色しよくないほどに、時には魔物社会らしいやり方で体現している。

　そんな中で少し足りないとすれば、それは『応用力』だ。

　アーウィンが人間界の飲食店で勤きん務む中に得た知識や経験が、リーラ達接客スタッフの、見たことも聞いたこともない応用の形へと変化した瞬間だ。

「待てアーウィン。満席になって、サービスの質の維持向上がそれで適かなったとして、厨ちゆう房ぼうはどうするんだ」

　今度はゲイルが議題を投げる。

「事前に充分仕込みをしておくとしても、どのオーダーが入るかはこっちだって予測しきれねぇ。どうしたって遅れが出ちまうかもしれない。それに満席状態でオーダーが重なったら、はっきり言って手に負えなくなることもある」

「ええ。なのでゲイルさんには、あらかじめお客様の注文を決めてもらいたいんです」

「……は？　どういうこったよ、それ」

「つまり──明日は全席、コース料理にするんです」

　人間界での繁はん盛じよう店や一流店はだいたい、どの店もメニューの一部、あるいはすべてをコース料理で揃えている。

　その理由は単純だ。あらかじめ入るオーダーが限られているから、材料を過不足なく揃そろえやすい、仕込みがしやすい、用意がしやすい──つまり、厨房作業の効率化と、調理の遅延を未然に防ぐことができるからだ。

「コースの内容はゲイルさんにお任せします。価格帯が赤魔石三個、六個、十個の三パターンで、値段に応じて食材のランクを上げて、メニューの内容も変えてください」

　赤魔石は人間界の通つう貨かに換算して、一つ千ゴールド。三千、六千、一万ゴールドの価格分けは、人間界のコース料理でもよく見かけるバランスの取れた割合だった。

「あと、お客様に苦手な食材がある場合を考こう慮りよして、差し替え可能な案もいくつか練ねってもらえると、満足度も高められます。お願いできますか？」

「い、いや……コース料理の発案なんて、したことねぇぞ、俺」

　低温モードでもないのに珍しく尻しり込ごみするリザードマン。

　だがその尻を叩たたくように、アーウィンはさらに続けた。

「俺も、以前働いていた店の知識を惜おしみなくお貸しします。料理のことは、この店では誰よりもゲイルさんが詳しい。適てき材ざい適てき所しよが魔物の働き方……だからこれは、ゲイルさんだからこそできる仕事です。お願いします」

　アーウィンに強く押され、ゲイルは呆あつ気けにとられていたが、

「……ははっ。そこまで言われちゃあ、断れねぇな。どこまでできるかわからねぇが……コース料理、考えてみるか」

　そう、サムズアップでゲイルは答えた。

「内容が決まったら、接客スタッフは頭に叩たたき込むか、メモを取って覚えること。料理のコース化には提供ミスを防ぐ役割もあるけど、きちんとコース内容と料理の順番を覚えていないと意味がない。気をつけて」

　アーウィンの言葉に、リーラ達も唖あ然ぜんとしながら頷うなずく。

　あと他に考えを巡らす点はなかったか、アーウィンは指を折って数え始め、

「……えっと、これで来客数の問題、ホールのサービスレベルの問題、厨ちゆう房ぼうの料理の問題はなんとかなるとして……あれ？」

　ふと、気がつく。

「これ……条件全部クリアできそうじゃないか？」

　そう、何気なく口にした一言。

　だがそれが、全スタッフの心に火を灯ともした。

「た、確かにこれなら、なんとかなりそうです！」

「あとは自分らの接客スキルを、明日までにどれだけ底上げできるかだな！」

「コース料理か。内容が決まってれば、いつも以上に材料や盛もりつけにこだわれそうだ」

「まるで人間界の高級レストランのようなシステムだな。だが、新しくておもしろい」

　まくし立てるようなアーウィンのアイディア出し。それに誘発され、接客スタッフの間では自己紹介の時に名刺を渡すという案が新しく出たり、ゲイル達厨房スタッフは早速コースメニューについてのミーティングを始めていたり。

　ミーティングの席には一気に熱い風が吹き始め、今までの絶望感など吹き飛ばし、追い風となってスタッフみんなを勢いづける。

　店の存続。みなが望む唯一の目的へ向かって、全スタッフが立ち上がった瞬間だ。

「よし、今日のうちにアイディア出し切って、作戦を練ねっていこう！」

　その様子にアーウィンもまた勇気づけられ──反撃の狼煙のろしを上げた。

「俺達みんなで、『レストラン・フォリオーズ』を盛り上げていくぞ！」

「「「おーっ!!」」」





　　《ヒュドラの月》二十五日






　翌日の朝六時。どこからともなく、バジリスクの鳴き声が響いてくる早朝。

　だがスタッフは誰一人欠けることなく、全員が店の前に集合していた。

「チラシ、完成したぞ……」

　オーナーらしからぬ隈くまを作ったロイズが、辞書二冊分ほどもある紙の束をアーウィンへ手渡した。受け取った瞬間に感じた、ズシッとした重み……そこに店とスタッフを思うロイズの気持ちが込められている気がした。

「配布は頼んだ……すまんが私は、一度寝させてもらう。昼過ぎには起きる」

　結局、徹夜作業に及およんでしまったらしい。さすがにアーウィンも申し訳なく思って手伝うと申し出たのだが、「営業中の要かなめはお前なんだから、しっかり休め」と言われ、ロイズの自室から追い出されてしまったのだ。

「……ありがとうございます、ロイズさん」

　寝ぼけ眼まなこを擦こすりながら店の中へ戻るロイズへ、アーウィンが頭を下げる。

　ロイズのこの労力を、無駄にすることは許されない。

「事前に打ち合わせしたとおり、各自決められた地区の郵便受けにばんばん配ってきて」

　チラシの束を等分しながら手渡して、アーウィンは続ける。

「終わった人から、店に戻って先に開店準備を始めるように。以上、解散！」

　チラシを持って、リーラが、マチルダが、ゲイルが……『レストラン・フォリオーズ』全スタッフが、朝のコールテーゼを駆ける。

　作戦決行を知らせるように、再びバジリスクが、鳴き声をコールテーゼへ響かせた。







「すみません！　遅くなっちゃいました！」

　朝の十時を過ぎたところで、チラシ配布に回っていたリーラが戻ってくる。これで全員が配り終え、店内準備とコース料理の確認など、営業に向けた本格的な準備が始まる。

　各接客スタッフは担当席を確認。動線をチェックし、スタッフ同士の衝突などが起こらないようシミュレーションを繰り返す。

　さらには隙すき間ま時間で簡単な名刺を作ったり、ロールプレイ──お客様役と店員役とに別れて、接客時の言葉遣いや所作を確認する作業を行い、意見を交換しあった。

　厨ちゆう房ぼうはというと、厨房責任者のゲイルが先頭に立って、同じように作業時の動線確認や仕込みに注力していた。コース内容は昨晩のミーティング中に済ませていたため、材料の準備なども滞とどこおりなく進めることができた。

　昼の二時を回り、コース料理の試食も兼ねて賄まかない飯を食べることになった。それぞれの感想を出し合い、材料をしっかりメモに記し、接客時の話題に使えるよう落とし込む。

　時間は刻一刻と迫る。時が経たてば経つほど、なにかやり残したことがないかとアーウィンは焦ってしまった。

　だがリーラやマチルダに元気づけられ、ゲイルにバシッと背中を叩たたかれ、見上げればそこには仲間がいることを再確認して、アーウィンは安あん堵どの息を漏らす。

　人間界か、魔界か。人間か、魔物か。そんなこと、関係なかった。

　この店で働き続けたい、潰したくない、お客様に楽しんでもらいたい。

　その終着点が同じというだけで、ここにいる者達は、種族の垣根を越えた仲間なのだ。

　だからこそ──絶対に失いたくなかった。

　この店を守りたいと、心の底からアーウィンは思った。

　──やがて時計の針が進み、オープンの午後六時まで二分を切った。

（……大丈夫、できることは全部やった）

　アーウィンは胸中で自らを鼓こ舞ぶする。

　あとは本番を迎え、飲食店スタッフとして、最高のおもてなしをするだけ。

（みんながみんなを、そして自分自身を、信じて業務に当たれば──大丈夫）

　オープンまで一分を切る。みんな、どこかそわそわと落ち着かないように思えた。無理もない。『レストラン・フォリオーズ』がオープンして、おそらく初めての大一番なのだ。

　だが今は、不思議と不安はない。むしろ、楽しみとさえアーウィンは思えた。

　午後六時。アーウィンはスゥッと息を吸い──入り口のドアに手をかけた。

「それでは、『レストラン・フォリオーズ』……オープンします！」

「「「よろしくお願いします！」」」

　スタッフの号令で弾はじかれたように、ドアが開かれる。

『レストラン・フォリオーズ』の存続を賭けた営業が、幕を開けた。







「いらっしゃいませ！」

　アーウィンが笑顔で出迎えた最初のお客様は、正直なところ、顔も見たくないリカルドとダグラスだった。

「お手並み拝はい見けん、というやつだな」

　リカルドは口元を歪ゆがませて入店する。それに続きダグラスと、引き連れている三匹の舎弟が足を踏み入れた。

「組長の席はどこだ？」

「あちら、奥のお席をご用意しております。店内全域が見渡せるお席となっております」

　ダグラスの問いにアーウィンが掌てのひらで示して答える。するとダグラスは席へは向かわず、体を避よけて道を開けた。

　──全身の血管が萎い縮しゆくするような怖おぞ気けを感じたのは、まさにその時だった。

　店の外。近づいてくる足音。姿は見えずともその威圧感は、アーウィンの肌はだを刺さすようにビリビリと伝わってきた。

　やがて、威圧感の正体が姿を現し、店に踏み込んでくる。

　そのワーウルフは白銀色の毛並みこそ立派に整っているが、顔の左半分に大きな傷きず跡あとを残した風ふう貌ぼうが、まったくカタギには見えなかった。

　傷は目に達しているらしく隻せき眼がん。コートを羽織り首にスカーフを巻いた装いも、人間界のヤクザやマフィアをマネているらしく、ただならぬ魔物であることを表していた。

「……ここが『レストラン・フォリオーズ』か」

　開口一番、組長はぐるりと店内を見回した。

　そして、すぐ近くで待機していたアーウィンに目を留とめるや、口の端はしをつり上げた。

「この店、気になっとったけん、楽しみばい」

「ありがとうございます。どうかごゆるりとお楽しみくださいませ」

　ペコリと会釈をし、組長から顔を隠す。たちまち、全身の毛穴から妙な汗が噴き出した。

（……やばいやばいやばい！　怖い怖い怖い！　めっちゃ怖い!!）

　接客業を始めて以来、それなりに人を見てきたし、『レストラン・フォリオーズ』へ転職してから魔物も多く見てきた。

　だがそのすべてを合わせても、目の前の組長ほど恐れを抱いた相手はいない。

　ちょっとでも異を唱えれば──「すみません」と口にしようものなら、言い終える前に心臓を一突きで抉えぐられる。そんな魔物らしいむき出しのどう猛さが全身を蝕むしばむ。

　今まで文化的な魔物の生活に触れ続けていて麻ま痺ひしていたんだと、アーウィンは気づかされる。これが、元来の『魔物』の姿であるのだと……。

（……いや、大丈夫。気を強く持て。いつも通り誠せい心しん誠せい意い対応すれば、殺されはしない）

　しばらく顔を上げず、心を落ち着かせることにしたアーウィン。そうしている間に、組長はダグラスに促されて着席した。アーウィンは心を決めたように顔を上げると、一度デシャップへ戻り、メニュー表を持って客席へ向かう。

　上座に着席した組長。その後ろと左右に舎弟が一匹ずつ立ち、リカルドとダグラスも脇に立ったまま控える。仰ぎよう々ぎようしい雰囲気の中へアーウィンは身を投じ、メニュー表を広げた。

「本日は特別営業とさせていただいておりまして、三種類のコースからお選びいただく形となっております。ドリンクはこちらのメニューからお好きな物をお選びください」

「じゃあ、この赤魔石十個の『野山の幸と暴れ牛堪たん能のうコース』ば貰もらおうかのう」

　さすがヤクザの組長。「かしこまりました」とお辞じ儀ぎをしながら、金に糸目をつけないのは人間も魔物も変わらないのだと感心してしまった。

　まずは食前酒を運び、コース料理の前菜がテーブルへ並ぶ。だがオープンして間もないこともあって、いまだにご来客は組長達以外にない。

「おいおい、あんだけ大おお見み得え切っておいて、まだ俺たちしか客がいねぇぞ？」

　ニタニタと嘲ちよう笑しようを浮かべるダグラス。だがその挑発に乗ってはいけないと、アーウィンは心を律して接客に努める。

　──その時だった。

　カランッ。涼しいドアチャイムの音が店内に響く。

「お、今日は入れそうですね。やっぱり早めの時間に来てみてよかった～」

　そう楽しげに入店したのは、家に配達したビラを手にしているガーゴイルの男性二人だ。

　アーウィンはその顔を良く覚えていた。組長の席の接客もちょうどすんだところで、さっそくガーゴイルのお客様を出迎える。

「いらっしゃいませ。先日はご案内できずに申し訳ありませんでした」

「ああ、あの時の店員さん！　すぐ店を出たのに、覚えてくれてたんですか？」

「はい。割引券を持ってお越しいただいたお客様ですよね？」

　ロイズがキャッチへ行った日に、せっかく割引券を持ってやって来たのに、満席で帰らせてしまったお客様だった。アーウィンはすぐにリーラを入り口まで呼び出す。

「先日の割引券に書かれていた女性スタッフは、彼女のことです。リーラ・フォリオーズ。よろしければ彼女が、お席のご案内をさせていただきますが……」

「おお、ありがとうございます。それじゃ、よろしくお願いします、リーラさん」

「はい、お任せください！　こちらのお席はいかがですか？」

　いきなりの指名にもかかわらず、慌てた素振りを一切見せないリーラ。自分の担当する客席へスムーズにご案内すると、さっそく笑顔を咲かせて接客を始めていた。

　遠目にその様子を眺ながめながら、アーウィンは少しだけ安あん堵どする。ビラを持参してのご来店ということは、まだ一組とはいえ、ビラによる店の宣伝はできているという証あかしだ。

　今後どれだけ伸びるかはわからないが、満席への手て応ごたえは、確かに感じていた。







　その後、特に問題もなく、組長の席の料理は二品目に進んでいた。ガーゴイルのお客様も、前菜を届けたリーラと楽しげに談話している。

　だがリカルドとダグラスは、それよりも空席具合に目が行っているのかニヤニヤとほくそ笑んだまま。

　時間だけが流れ、気がつけば午後七時に差し掛かろうとしていた。

　カランッ。

　二度目のドアチャイムが鳴ったのは、まさにその時。

「いらっしゃいませ！　……エレンさん！　ようこそ」

　音に気がついて入り口へ目を向ける。入ってきたのは、二週間ほど前にも来てくれた、アーウィンとマチルダの接客で店を気に入ってもらったゴブリン族のエレンだった。

「やぁアーウィン。家にチラシが投とう函かんされていてね。久しぶりに会いたくなったんだ。ただ今日は職場の同僚も連れてて四人なんだが……入れるかい？」

「はい！　すぐお席をご用意させていただきます」

「ありがとう。それと……マチルダは今日は出しゆつ勤きんしているのかい？」

　エレンに訊きかれ、アーウィンは目線でマチルダを示す。アーウィンの目配せに気がついたマチルダが、悠然とした足取りで入り口までやってくると、小さく会釈をした。

「ご無ぶ沙さ汰たしておる。お元気だったか、エレン殿」

「見ての通り。君も元気そうでなによりだ。おもしろい口調は相変わらずそのままだな」

「し、失礼した……やはり、直した方が良いだろうか」

「君の場合はそれが持ち味だ。俺は気に入ってるよ」

「……かたじけない。立ち話もなんであろう、お席はこちらだ。ご案内しよう」

　マチルダに誘導され、エレンとその仕事仲間の魔物達が店の奥へ歩を進める。

　四名の団体となれば客席も一気に埋うまるし、なによりスタッフに会いたいからと来てくれたのは、接客冥みよう利りに尽つきる。それをマチルダ自身も感じているからだろうか。可か憐れんな花のような笑顔でエレン達の接客を始めた。

　その時だった。再びドアチャイムが鳴り、立て続けにお客様が来店する。

「ここに来るのも久しぶりになっちゃったわね、ハニー」

「そうだねスウィーティ。でも妊にん活かつをがんばってたからしかたないさ」

　互いに身を寄せ合ってラブラブな様子で来店したのは、以前痴ち話わ喧げん嘩かを繰り広げた炎を纏まとった人型の魔物と、カースロックの女性だった。アーウィンが早速対応に向かう。

「いらっしゃいませ。その……以前にも増してアツアツですね」

「そうなんだよ。ただでさえ自分の炎で熱いのに、スウィーティってば離れようとしなくて……まあ、そういうところがかわいいんだけどさ♪」

「いや～ん、ハニーったらっ♪」

　相変わらずのバカップルぶりである。

　だがそれでも、チラシを片手に店へ来てくれたことへは感謝しかない。

「いらっしゃいませ！　お二人に会いたかったです～。本日も二名様でしょうか？」

　リーラはカップル二人がやって来たのを視認するや、アーウィンに呼ばれずとも自ら嬉うれしそうに出迎えにやってきた。

「それがね……今日は子供がいるのよ」

「えぇ!?　い、いつの間にご出産を？」

　カースロックの女性が気恥はずかしそうに背後へ目を向ける。

　そこには、小さな石に炎を纏った魔物が四匹も控えていたのだ。

「子供も入れて、全員で六名なんだけど……入れるかな？」

　炎の魔物も恐きよう縮しゆくそうに訊たずねる。それ以前に、ふた月も経たたないうちに四匹も産んだというのか……。魔物の生態は改めて謎が多いと、アーウィンは目を丸くした。

「ろ、六名様……大丈夫です！　ご案内いたします！」

「ありがとう。ほら、行くわよ。騒いじゃメッだからね」

　カースロックの女性に躾しつけられ、子供達も大人しく入店する。

　六名ともなれば、子供もいるとはいえかなりの団体客だ。リーラの受け持つ区画の客席は、残すところ二名がけがあと一席。一気に席数を稼げたし、家族ぐるみで贔ひい屓きにしてくれるのは優良店の証あかし。

　リーラに案内される家族を見送りながら、ホッと安あん堵どの息を漏らすアーウィン。立て続けに団体様のご来店とあれば、自然と気持ちも上向きだった。

（……よし、ここまでは順調だ！）

　胸中でガッツポーズをして、リカルド達の方へ目を向ける。彼らは自分達の予測に反して来客が続いていることに、少しだけ顔をしかめていた。

　だがそれでも、満席にはほど遠いのは確か。リカルド達の表情を見て安心するのはまだ早いと、アーウィンは気持ちを切り替えて仕事に戻った。







「あらやだ、カワイイ人間の男の子じゃない」

「こんなボウヤが働いているお店だったなんて、知りませんでしたわ」

　下半身が蜘く蛛もの姿をしたアラクネの女性客二人が、出迎えたアーウィンへ妖よう艶えんな笑みを浮かべた。思わずアーウィンは、お礼を述べつつ顔を引きつらせてしまう。

「ねぇ今度、わたくし達と人化させた使い魔も合わせて、五人でデートしましょう？」

「わたくし達魔術師ですから、甘美で魅惑的なオトナの世界を教えて差し上げますわよ」

「あ、あはは……お、お誘いありがとうございます。考えておきます」

　どうにか濁にごしてその場を乗り切り、客席へ案内したアーウィン。ふとデシャップカウンターへ目を向けると、組長の席の料理が置かれていた。人間界のコース料理の流れに倣ならえば『セコンド・ピアット』──今日のコースのメイン料理だ。

　アーウィンはデシャップへ料理を取りに戻ると、組長の席へと提供に向かった。

「お待たせいたしました。『暴れ牛のタリアータ　トリカブトを添えて』でございます」

　白い皿に乗せられているのは、表面だけをこんがりと焼き、中は赤身が鮮やかなままスライスされた暴れ牛の肉と、彩りとサラダを兼ねた緑が美しいトリカブトの葉。

　アーウィンによって手元へ置かれるや、組長は「おお……」と声を漏らした。

「この『タリアータ』ちゅうんは、どげん食いもんか？」

「『タリアータ』とは人間界の言葉で『薄く切った』という意味です。香草と共にブロック状の肉を表面だけ焼くことで旨うま味みと香りを閉じ込めた、とても芳ほう醇じゆんな肉料理です」

「ほう……食ったことなか。楽しみばい」

　思いの外、組長は店の料理を一つ一つ楽しんでくれているように見えた。ダグラスの言っていたような気の短さは、少しの素振りも見せていない。

　当のダグラスは組長をよいしょして盛もり上げようと必死だが、組長は気にも留とめていないらしい。客席の様子を気にかけてばかりのリカルドにだって、まったく見向きもしない。一品一品しっかり咀そ嚼しやくしては、賑にぎわい始めた客席を眺ながめていた。

　アーウィンも改めてホールの様子を窺うかがう。

　カップル──もとい、夫婦の魔物の来店以降、さらにお客様は増え始めていた。

「そこの君。我が輩のグラスが空になっておるぞ。水をいただけないだろうか」

　アーウィンへ声をかけた巨大なスライムの男性もその一人だ。なんでも、ロイズがよく飲みに行くバーのマスターだそうだ。アーウィンは小さく会釈する。

「申し訳ありませんでした。ただいまご用意いたします」

　同じ飲食業を営む魔物だからか、スライムの男性の態度は常に堂々としており、接客スタッフの所作にもかなり目を光らせていた。格好悪い姿は見せられない。

　ピッチャーと呼ばれる、冷えた水がたっぷり入っている容器を持って戻ってきたアーウィンは、男性のグラスへ静かに注そそいだ。併せて組長のグラスにも注ぐ。

「なかなか奮闘しているみたいだが、客足が止まったんじゃないか？」

　ふとリカルドが、客席へ目を向けながら笑った。確かに現状、全二十席あるうちの十席、半分が埋うまっただけ。まだまだ満席へは届きそうにない。

「まさかもう打ち止めというんじゃないよな？」

「まだオープンして二時間も経たっていません……これからです」

「その強気がいつまでもつかな？」

　そう、リカルドが嫌みを口にした時だった。

　コツコツ。ドアをノックする音が耳に滑すべり込む。

　ご来店だろうか。アーウィンはドアを開けて出迎える。だが、目の前にあるのは氷の塊だけだった。そもそもなんでこんな所に氷の塊が？　と首を傾かしげた時。

「やあ、君がアーウィン・オルコットかい？」

　やたらと高い場所から声が降ってきて、驚きながらアーウィンは顔を上げた。

　すっかり日も暮れて街灯が灯ともる中、一匹の氷の龍りゆうがアーウィンを見下ろしていた。

「……ひょ、氷ひよう龍りゆう王おう様!?」

　アーウィンが思わず素すっ頓とん狂きような声を上げた。だが氷の龍は「違う違う」と笑う。

「氷龍王はオイラのおじいちゃんだよ。オイラはその孫のアイスワイバーンさ」

　あっけらかんとした口調でさらりと自己紹介をしたアイスワイバーンに、アーウィンは唖あ然ぜんとしてしまった。

「この前おじいちゃんのとこへ遊びに行ったら、君のことを楽しそうに話しててさ。オイラ、会いたくなって遊びに来ちゃった」

「は、はぁ……。ありがとうございます……」

「一名なんだけど、体でかいし外で食事してもいいかい？」

「あ、はい。テラス席利用、ってことですよね？　大丈夫です、すぐに準備します」

　思わぬ珍客だが、お客様とあっては大歓迎だ。

　アーウィンは店内のテーブルを一つ外へ運び、急ぎ簡素なテラス席を設もうけた。

「ですが、会いたいと言ってくださるのは嬉うれしいんですが、なぜわざわざここまで……」

　するとアイスワイバーンは氷ひよう龍りゆう王おうと同じように、アーウィンの頭へ直接語りかけてきた。

『実はさ、おじいちゃんから今日この日、店に行くよう言われてたんだよね。なんか、大変な事件に巻き込まれるからって』

　アイスワイバーンは前足を器用に動かし、グッと親指を立てて続けた。

『オイラがここにいれば嫌でも目立つでしょ？　客寄せは任せて！』

　確かにアイスワイバーンの体は、表通りからでもはっきり視認できるほど巨大だ。現に辺りを歩いていた魔物は、何事かとアイスワイバーンへチラチラと目を向けていた。

「……ありがとうございます。ですがまずは、お客様が楽しんでいただくことが第一です。どうかごゆっくりお楽しみください」

　アーウィンの言葉に、アイスワイバーンは器用にウィンクをして見せたのだった。







　営業時間も中盤に差し掛かろうという、午後九時ごろ。チラシの効果とアイスワイバーンの存在との相乗効果か、店には続々と来客が重なって八割弱の席が埋うまっていた。

　店内の状況も慌あわただしくなり始めていた。しかしコース料理でメニューを統一化したおかげで、目立った混乱もない。ホールスタッフ全員の接客も笑顔に溢あふれ、店の雰囲気はかつてないほどに楽しげだった。

（……けど、くそ。あとちょっとなのに……）

　やはり未いまだ空席があるのが悔やまれる。四席、八名分。デシャップから店内状況を確認していると、満席に近いからこそ、より空虚な席が目立ってしまう。

　店の雰囲気は、ここに来て絶好調と言ってもよかった。リーラやマチルダ、他二人の接客スタッフも、持ち場の席のお客様と談笑しながら、明るく接客している。

　店の存続やその条件について忘れているわけではないだろう。だがおくびにも出さず、ただ目の前のお客様に楽しんでもらいたいがために、笑顔を絶やさずにいる。

　料理提供の遅延もなく、味も満足してもらえている。お客様もみな、笑顔に溢れている。

　──だが。

「お～い、アーウィン。組長の席、これが最後の皿になっちまったよ」

　やたらとテンションの低いゲイルが、デシャップに一枚のプレートを並べた。キンキンに冷やされた器に乗っているのはデザート──コースの締しめを意味する一品だった。

「あ～、これで組長の席の料理も、この店も終わりかぁ……。満席になってない時点で締めの一品……がんばったけど、条件クリアできなかったなあ」

「ちょ、ちょっとゲイルさん！　縁起でもないこと言わないでくださいよ……。ていうか冷えてるものの準備はテンション下がるんですから他のスタッフに任せてくださいって」

　ましてやこのタイミングでネガティブなことを言われると、こちらまで気持ちが沈んでしまう。タイミングが良いというか、悪いというか……。

「けどさあ、みんなで考えて作ったコース料理だし。最後までちゃんと、料理長である僕が責任持ってチェックしないと……。まぁそんな料理人の意地もここで終了だけどさぁ」

　料理人の意地。たとえ低温モード状態だったとしても忘れていない、ゲイルの仕事に対する心構え。それに触れた時、アーウィンの心がジクリと疼うずき、

「……まだ終わってません。終わらせたりなんかしません」

　アーウィンはトレンチにデザートを乗せながら続けた。

「このデザートをすべてお召し上がりになるまでが……勝負です」

　みんな楽しく仕事をしている。店の雰囲気も、料理の味も、最高潮に達している。

　なのに、こんなことで終わりになんてしたくない。なってほしくない。

　その強い意識が、アーウィンの足を動かして組長の席へと向かわせた。

「失礼いたします、お客様。当コースのデザートをご用意いたしました。『人喰くい木イチゴのタルト』でございます」

　アーウィンが組長の手元に、血のように真っ赤な木イチゴのタルトを置いた時だ。

「……おい、お前。なんちゅう顔で接客するとか」

　組長のドスを利かせた声が、アーウィンの耳に突き刺ささる。

「他のスタッフはみんな笑顔やろ。お前はなして暗い顔ばする？」

「……申し訳、ありません」

　組長から一歩引いて頭を下げたアーウィン。

　その横で、堪こらえきれなかったのだろう、「クヒッ」と笑う者がいた。

「無理もないんでさぁ、お頭かしら。この店、今日の営業を満員御礼にできなきゃ明日には更さら地ちになっちまうんで、こいつも必死なんですよ」

　明日には更地。

　ダグラスの言葉がジクッとアーウィンの胸を痛ませ、弾はじかれたように顔を上げる。

　目に留とまったのは、笑顔で食事に舌した鼓づつみを打つお客様と、楽しそうに接客業務をこなすスタッフと──二十組中たった四組の、空席。

　今組長に提供したデザートがなくなった瞬間、その席が埋うまっていなければ条件をクリアできない。あと四席。ほんの八名程度。

　ゼロスタートから、ここまで盛もり上げることができた。あと少しなのに。

　鼓こ舞ぶして誤ご魔ま化かしていた本心が、唐突にアーウィンを浸食していく。

「まあよくがんばった方だろう。だが、結果は結果だな。このままでは明日には更さら地ちだ」

　組長のそばに立って控えていたリカルドが、ニタッと笑う。

　更地。閉店。スタッフはみんな路頭に？　ロイズの夢は、リーラの目標は？　マチルダの食くい扶ぶ持ちは？　ゲイルが腕うでを振るえる場所は……どうなる？

　あの四つの空席が埋うまればいい。なのに埋まらない。埋まらないだけで、スライム・ウォッシュもフライングナイフもコロボックルも、木霊こだまの少女もモノアイ族の男性も、キャンドルの魔物もレジスターのミミックも、みなが解雇。

　──みんなの居場所が、なくなってしまう……っ！

「あ～あ、残念だったな！　あと少しで満席。満員御礼。そしたら明日も営業できたってのに！　ほら見ろよ人間」

　ダグラスの声でぎこちない歯車のようにアーウィンは振り返り、ダグラスの視線を辿たどる。

　組長の手元のタルトは、あとはもう、ほんの一口分。

「…………っ」

　アーウィンの中で、なにかが砂のように崩れそうになる。

「ゲームオーバー。今日をもって、『レストラン・フォリオーズ』は閉店だな」

　追い打ちをかけるようにリカルドが告げた。

　──その時だ。

「……話中にすまんが、ちょっといいだろうか？」

　突然声をかけられてアーウィンが振り返る。スタッフの所作に目を光らせつつ食事を楽しんでいたはずのスライムの男性が、なにやら苦しそうに顔をしかめていた。

「あそこの空いている席は、予約かなにか入っておるのか？」

「あ、いえ。特に予約もない空席でございますが……」

　アーウィンが答えると、スライムの男性は「ふむ……」と唸うなって続けた。

「素晴らしい店だと豪ごう語ごするオーナー相手に見み栄えを張って、我が輩一人で赴いたはいいが、それももう限界である。一人でこの量は食べきれそうにないしの」

　すると、スライムの男性は席を立って、

「空いているのなら、すまんがあの席……使わせていただくぞ。ふんっ！」

　グッと力んだ──瞬間。

　ポンッ！　と小気味よい音を鳴らして、スライムの体が二つに分裂した。

「まだまだ……ほいっ！」

　さらにポンッポンッ！　と分裂。

　巨大だったスライムの男性は、四匹の小型のスライムに数を増やしたのだ。

　それにはアーウィンだけでなく、リカルドやダグラス、リーラ達も唖あ然ぜんとしてしまった。

　分裂したスライム達は好気の目を気にも留とめず移動し──空席に着席する。

「無理に体を大きく見せるのはどうも落ち着かないし、もう止やめるのである」

　言いながら、核となっていたスライムのお客様は緊張から解放されたように、全身を蕩とろけさせ、椅い子すの背もたれに寄りかかる。

　そして、紳士のような穏和な笑顔を浮かべた。

「オーナーの言うとおり、確かに素晴らしい店である。急に席を分けてもらってすまなかった。お手すきの時で構わんから、あの席へ料理を取り分けてはくれないだろうか？」

「……は、はいっ！　かしこまりました！」

　慌てて笑顔を浮かばせたアーウィンは、取り皿の用意のために急ぎデシャップへ向かう。

　するとその途中、通りかかったアラクネの魔術師達が、妖よう艶えんな笑みを浮かべてアーウィンを引き留めた。

「ねぇ、ボウヤ。わたくし達にも、あちらの空席を譲っていただけないかしら？」

「せっかくかわいい男の子が働いてるお店ですし、やっぱり彼らもお呼びしたいの」

「その、お席自体はご用意できますが……彼らとは？」

　アーウィンが問うと、魔術師の一人はローブの陰かげから使い魔であるフクロウを呼び出し、魔石を飲み込ませる。もう一人は人型の紙と魔石を取り出した。

　そして二人は、揃そろって詠唱する。

「『偽りの装束、纏まとうは罪なる魅惑を隠すがゆえに』──『仮面の剥奪リベレーシヨン』」

　たちまち使い魔と人型の紙が淡く輝き、光の衣の中で人の形を成していく。

　やがて光が弾はじけて現れたのは、鍛きたえ上げられた筋肉質な上半身を惜おしげもなくさらしたインキュバスと、豊ほう満まんな肉体を露ろ出しゆつ度の高い卑ひ猥わいな衣装で覆おおったサキュバスだった。

「どうせならみんなで楽しみたいもの。彼らにも同じコース、用意してくださる？」

「か……かしこまりました！　すぐにご用意いたします！」

　サキュバスとインキュバスの二人組が着席するのを見て、アーウィンは全身が震えた。

　空席だった場所に、人化した使い魔と、蟲むし紙がみを依より代しろにした式しき神がみの姿がある──こみ上げてくる感情を必死に抑え込みながら、接客と料理の準備を各所へ指示する。

　その時だった。今日何度目かのドアチャイムが鳴り、飛び込みのお客様がやってくる。

「い、いらっしゃいませ！　何名様でしょうか！」

　アーウィンが入り口へ駆け寄って対応する。来店した竜りゆう人じんとゴーレムの二人組は、店内の様子を見ながら控えめに「二名なんですが……」と答えた。

「二名様ですね？　ありがとうございます。そうしましたら、あちらのお席──」

　そう、アーウィンが振り返って客席に目を向けた時。















　──そこにはもう、空席は一つもなかった。




「……ああ」

　気がつけば空席は、すべて埋うまっていたのだ。

　分裂したスライムが、人型に姿を変えた使い魔が、蟲むし紙がみを依より代しろにした式しき神がみが、空席だった場所に着席している。気に入ったお店へ招かれたお連れ様のように、同席している。

　店への招き方はお客様それぞれ、魔物独特のやり方で。

　しかし結果だけは、疑うたがいようもなく──満席。

「……も、申し訳ありません、お客様」

　震える声で、本来ではこんなシーンに使わない笑顔を浮かべて、アーウィンは告げる。

「ただいま──当店は、満席となっております！　申し訳ありませんがお時間をずらしていただくか……ぜひまた、別の機会にお越しいただけますでしょうか」

「そっか……。そしたら今日は諦あきらめます。また近いうちに必ず」

「はい！　あ、ありがとうございます！」

　立ち去る魔物を見送りながら、アーウィンは深々と頭を下げる。

　その姿が見えなくなるまで、ずっと、ずっと頭を下げ続け──店内に戻りドアを閉じた。

「や、やりました！　アーウィンさん！」

　リーラが大粒つぶの涙を浮かべながら、アーウィンへ駆け寄って歓喜の声を上げた。

「満席ですよ、満席！　条件……クリアできました！」

　それが合図だったかのように、『レストラン・フォリオーズ』全スタッフの歓声が、店中に響き渡った。

　まだ営業中なのにもかかわらず、みな仕事を忘れ、ただただ喜よろこびの声を上げ続ける。

　何事かと目を見張るお客様の隙すき間まに咲き乱れるは、スタッフみんなの笑顔。

『レストラン・フォリオーズ』を守りきったのだという、喜びの笑顔が。

　団らんを楽しむお客様を囲うように、パァッと咲き誇ほこっていた。

　──しかし。

「ふ……ふざけるなぁ!!」

　怒号が一気に周囲を凍らせる。振り向けばリカルドが、狼ろう狽ばいで目を丸くしていた。

「こ、これで満席だと？　店の力で満席になったんじゃない。客が勝手に、魔術やらなにやらで増えて満席にしただけ……店の入り口を潜くぐっていないのに客と認められるか！」

　だがアーウィンは、感情任せの怒声の中に一つのほころびを見つけ、反論する。

「……ですが今、満席という事実は認めましたよね」

「揚あげ足あしを取るな！」

　リカルドは歯を食いしばって、アーウィンへ剣けん呑のんな目を向けた。

「……無効だ、こんなもの。客の力にすがらなければ満足に盛もり上げることもできない店の、いったいどこに百貨店を越える集客力があるんだ。納得いくか、こんな結果！」

　静まりかえる店内に、リカルドの荒々しい息だけが響く。

「……ダグラス、もういい。茶番に付き合っていられるほど俺は暇ひまじゃない」

「あいよ。お頭かしら、食休み中すんませんが、一度外へ──」

「待て、このボンクラが」

　唸うなりのような低い一声で、ダグラスの動きがピタリと止まる。組長の放つ強烈な殺気を喉のど元へ突きつけられ、たちまちダグラスの顔には、驚きと、恐れと、焦あせりが満ちていく。

「事情が読めんから黙っとったが、やっと把握したばい。貴様、条件つけてこの店潰そうとしたか？　ああ!?」

　ビリビリと鼓膜に突き刺ささるような声に、ダグラスの体毛がハラリ、ハラリと散ちる。

「い、いや違うんでさあ、お頭。これにはもっと深い訳が……」

　ギロリ。組長の睨にらみ一つでダグラスは「ヒゥッ！」と黙らされてしまう。

　組長は小さくため息をつくと、立ち尽つくしたまま眺ながめていたアーウィンへ、静かに問う。

「お前、この店のサービスマン……その責任者やろ？　なんでわしら、追い返さんかった？　お前らにとってわしらは迷惑な客やろ」

　組長は客席をグルリと見回した。目が合ってしまった魔物は瞬時に顔を伏ふせたり、素そ知しらぬふりを貫いたり……組長はその様子を、ただ黙って受け止めた。

「わしは、店にも客選ぶ権利があると思う。見ろや、わしの顔見て食う手止めとる客もおる。こげなことなら、最初から入れんでもよかったはず。しかもお前、人間やろ？　なんで魔物を──わしらみたいな者までもてなそうとする？」

　組長はまっすぐ、淀よどみなく、隻せき眼がんをアーウィンへ向ける。剣けん呑のんな目まな差ざし。だが不思議と、透すき通っているように思える獣の眼。

　彼はリカルドやダグラスとは違う。その問いも、視線も、脅おどしなどではなく純粋に答えを求めている。ホールで接客業務を担うサービスマンとしての、嘘うそ偽りない答えを。

　だからこそ間違えてはいけない。きっと、答えを間違えた瞬間にすべてが跡形もなく崩れる。その圧迫感も本物だ。言うなれば、最後の試練。

　アーウィンは必死に頭の中で言葉を構築する。人間界の飲食店に勤きん務むしていた頃に知り得たこと、経験したこと。『レストラン・フォリオーズ』で知り得たこと、経験したこと。

　人間界も魔界も、人間も魔物も、分け隔てなく接客してきたアーウィン自身の答えを。

　スゥッと深呼吸をして──ゆっくり、声に乗せた。

「以前、教えてもらった言葉があります。『楽しい食事の前では誰もが平等である』と」

「……平等？　わしらみたいな者でもか？」

「もちろんです。人間も魔物も、カタギもヤクザも……前菜、スープ、メイン、デザート……その前ではみな、平等にお客様です。もちろん、こちらにも選ぶ権利はあるでしょう。よほど酷ひどい場合には、店の雰囲気を重んじて選ぶことも、より多くのお客様に楽しんでいただく上では必要な選択かもしれません。ですが……」

　アーウィンは目を閉じ、今日のオープンしたばかりの瞬間を思い返す。

「ご来店された時、あなたは仰おつしやいました。『楽しみにしている』と」

　食事を、店の雰囲気を、接客を……すべて含んで、楽しみにしていると組長は言った。

「であれば、誠せい心しん誠せい意いおもてなしする。それがこの店のホールマネージャーである、私の勤めです」

　胸を張って、迷うことなく、アーウィンは言葉を紡ぐ。

　まっすぐな視線に乗せ、音の波に変えて、目の前の組長へ届くように。

　ホールマネージャーとしての心からの答えを、アーウィンは提示した。

「…………くっ、ははは！　お前、マジメやな！　くははは！」

　腹を抱えて笑い出した組長を前に、アーウィンは唖あ然ぜんとしてしまう。

「わしはお前のこと、気に入った！　人間にしとくにゃ惜おしい、おもしろいサービスマンばい！　お前、名前は？」

　いまだに笑いが収まらないのか、目め尻じりに微かすかな雫しずくすら浮かべて、組長は訊たずねる。

　その様子に、アーウィンも自然と笑みが零こぼれ──口を開いていた。

「アーウィン・オルコット。当レストランのホールマネージャーです」

「……覚えたぞ。美う味まいもの食わせてもらった上に、楽しませてくれてありがとう。わしらはもう帰る。ほれ、いくぞダグラス」

　組長は立ち上がると、愕がく然ぜんとしているダグラスに声をかける。

　ハッと我に返ったダグラスは、慌てて組長を引き留とめた。

「ま、待ってくれお頭かしら……こ、この店は前に俺をコケにした店なんでさあ！　このまま黙って引き下がるなんて俺にゃ──」

　それは、瞬まばたき一つの間の出来事だった。

　組長は大きい無骨な手で、ダグラスの長く突き出た口を鷲わしづかみにしたのだ。そのまま力を込めれば容易たやすく顎あごを砕かんばかりに指を食い込ませ、組長はダグラスを睨にらんだ。

「……これ以上店にくだらんイチャもんつけんな。キャンキャン吠ほえると他の客に迷惑ばい。それとも貴様、わしが気に入った店、潰す気か？　ああ？」

　ハラリ、ハラリ。ダグラスの体毛が、恐怖の涙と共に舞い落ちる。足をガクガクと震わせながら、ダグラスは動かせる範囲で必死に首を横に振った。

「わかれば良い」

　組長は抑えていた手を放し、レジスターのミミックへ大量の黄金魔石をぶち込んだ。

　会計そのものは赤魔石が十個か、赤魔石十個分と同価値の黄金魔石一個で足りる。にもかかわらず、ざっと見えた限りでも十個以上の黄金魔石をミミックの口へ突っ込んだのだ。

　ミミックもアーウィンも、その額に慌てふためく。

「お、お客様……多すぎです」

「迷惑料たい。気にせんで受け取ってくれ」

　ニヤッと笑って、店のドアを開いた──瞬間。

　組長は流し目を送って、瞠どう目もくしたままのリカルドへ口を開いた。

「そういや貴様、リカルドって言うたか？　勝手に人の組の者使ってなに企たくらんどったか知らんが……せっかくや、事務所でじ～っくり話ば聞いたるわ」

　組長は笑う。それはアーウィン達へ向けた笑顔とは、カテゴリーがまるで違った。

　目の前にひょっこり現れた獲え物ものを狩り取ってやろうという、どう猛な獣の笑顔そのもの。

「ひぃっ！」

　魔物本来の恐ろしさに触れたのか、リカルドは顔面を真っ青にして逃げ出そうとする。

　だがその腕うでを三人の舎弟がガシッと握にぎると、リカルドをズルズルと連行していく。

「よせ、頼む！　やめてくれ！　な、なんならリゾート開発予定地をそのまま提供する！　別荘も建てよう！　悪い話じゃないだろ？　だ、だから頼むやめろ放して──」

　バタン……。

　店の扉が重く閉ざされ、たちまち店の中には、シンッと静まった空気だけが残る。

　その空気に当てられ、アーウィンの体は一気に熱を奪われてしまい、

「……は、はは……」

　ガクッと崩れ落ちてしまった。

「──っ!?　ア、アーウィンさん！」

　慌てて駆け寄ったリーラが支える。だがアーウィンの重さに耐えきれなかったのか、リーラは足をもつれさせ、二人一緒に音を立てて転ころんでしまった。

「アーウィンさん、しっかりしてください……！　お、重いですぅ」

「ご、ごめんリーラ……腰が抜けた」

　アーウィンは辛かろうじて残っていた気力で、乾いた笑い声を上げる。

　思えば今日は、朝からずっと緊張しっぱなしだった。店の存続を賭かけて動き回り、気を巡らせ、あまつさえ死ぬほど怖い思いをしながらヤクザの組長を接客し、一対一で問答。

　とてもではないが、ごく普通の飲食店スタッフが一日で経験する内容ではない。

　リーラに続きマチルダも、アーウィンの傍へやって来て叱しつ咤たする。

「よくやったと言いたいところだが、貴様が腑ふ抜けてどうする！」

「まだ営業終わってませんよ、アーウィンさん！　立ってください！」

　必死にアーウィンを立たせようとする二人の言葉で、少しずつアーウィンの気持ちも落ち着きを取り戻し始めた。

（そうだよな……俺、この店のホールマネージャーだもんな）

　リーラとマチルダの手を借りてどうにか立ち上がり、アーウィンは服を払う。

「……ごめん、みんな。まだ営業中だもんな。俺が腰抜かしてる場合じゃないよな」

　みっともない姿を見せてしまったことが申し訳なくて、スタッフへ照れ笑いを浮かべる。

　見回せばコース料理がまだ途中の席、ドリンクを飲み干して空になっているグラス、デシャップに溜たまっている食事……やらなければならないことは山のように残っている。

　だからこそ、どんな状況に晒さらされたのだとしても、仕事の手を止めるわけにはいかない。

「せっかくの賑にぎやかな雰囲気……俺達で、もっともっと盛もり上げなくちゃな！」

　お客様が食事を楽しみ、笑顔のままでお帰りになるよう、おもてなしする。

　それが──それこそが。

『レストラン・フォリオーズ』のホールマネージャーとして、アーウィン・オルコットが果はたすべき役目なのだから。






　エピローグ









「みんなに大事な話がある」

　ヤクザの組長ご来店から一週間が過ぎたころ。

　リカルドが強引に進めていた土地買収の件は白紙に戻り、無事に店の存続も叶かない、その事件を経へてスタッフ間の団結力をより強めた『レストラン・フォリオーズ』。

　開店十分前の朝礼の場で、ロイズはいつになく神妙な面持ちで言った。

「…………『レストラン・フォリオーズ』存続の危機だ」

「なぜに!?」

　アーウィンは、思わず声を上げてしまった。

「土地買収の話は白紙になったんですよね？　なのに、なんで存続の危機なんて」

「売り上げがこの上なく悪い。以上」

　ロイズはキリッと身みも蓋ふたもない理由を口にした。

「確かに先週、組長が来た日の売り上げは今年一の黒字営業となった。だが問題はその前後の多大な赤字営業だな」

「まあ、今週も売り上げよかったのは、組長さんが来た日ぐらいだったからなぁ」

　ゲイルのぼやいたとおり、組長ご来店の翌日からは再び売り上げ低迷が続いてしまった。いまだにあの騒動が作り上げた悪評が尾おを引いているためだろう。

　しかもどこからか、店にヤクザな組長が来ていたという話まで漏れてしまったようで、常連さんはともかく一いち見げんさんは恐怖心で寄りつかなくなってしまったのだ。

「どうにかならぬのか、ロイズ殿。人件費削減で解決するのであれば、自分は非正規雇用の身。解雇処分も甘んじて受ける所存」

「いや、この店が営業を続けられているのは、みんなのおかげだ。誰一人とて解雇処分になどしない」

　実際、解雇したところで状況はあまり変わらない、ということでもあるのだろう。

　それだけ切せつ迫ぱくした状況なのだと、アーウィンは受け止めた。

「でもあの日の営業、お客様もすごく楽しんでくれて、喜よろこんでくれてましたよね。それがなんでパッタリ来なくなっちゃったんでしょう？」

　リーラが眉を曇らせて問うと、アーウィンが口を開いた。

「人間界だと一度店に来たお客様がもう一度店に来る……リピートしてくれるのは、だいたい三ヶ月後って通説があるね」

「じゃあ三ヶ月先までこんな状況が続いちゃうんですか!?」

「諦あきらめるのが早いよ、リーラ。そうならないために、新しいお客様の獲得に努めるんだ」

　アーウィンは項垂うなだれたリーラを励はげます。

　もっともそれが、なによりも難しい飲食店経営の命題なのだが。

「アーウィンの言うとおりだ。新規顧客の獲得へ向けてどう動くかが重要かつ最優先。だがいまいちピーンと来る案が思いつかない。だから、みんなの意見も聞こうと思ってな」

「はいっ！」

「よし、リーラ。なにかいい手でも思いついたか？」

「ランチ営業するのはどうですか？　需要はあると思うんです！」

「人数的には可能だろうが、全体のスキルが上がって人員に余裕が持てたらだな。次」

「……うい」

「ふむ。ゲイル、いい案を期待しているぞ」

「俺が教える料理講習会とかどうだ？」

「悪くないが即効性に欠ける。どう広告をうつか。時間と場所もだ。別の機会だな。次」

「で、あれば」

「お、マチルダか。言ってみろ」

「食材を丸ごと仕入れ、解体ショーで見物料を取るのはどうか」

「なるほど。で？　具体的になにをどう仕入れて捌さばく？」

「ここに人間がおるではないか」

「俺を捌くな！」

「冗談だ。真まに受けるでないわ、たわけ」

　マチルダが口にするとまったく冗談に聞こえない。

　アーウィンは本気で心臓が喉のどから飛び出る思いだった。

　マチルダの提案を最後に意見が止まってしまったスタッフの面々。コロボックルも、ミミックも、ロウソクの魔物までもがみな、どうしたもんかと頭を悩ませていた。

　もちろんアーウィンも同じく、唸うなりながら頭を捻ひねっていた……しかし。

「新規の顧客を得るにはやっぱり認知度アップを狙ねらってビラ配りやキャッチは欠かさずやったほうがいいよな。料理の内容や価格の見直しも必要か？　一度市場を徹底的に調べて魔物が飲食店になにを求めているのか探るのも手だな。表通りに看板を置いて路地の奥に店があることのアピールも強化して、問題は文言をどうするかだ。そういやコールテーゼってお祭りってあるのかな、あれば便乗して出店すれば店の存在を宣伝できる……」

「あ、あの……アーウィンさん？」

「──うわぁ！　ななな、なに？」

　突然目と鼻の先にリーラの顔が迫り、妙な声を上げてしまったアーウィン。

　だがそれで我に返って周囲を見ると、全スタッフの視線がアーウィンへ集中していた。

「ど、どうしたんですか？　みなさん……」

「どうしたもこうしたも……よくそんなにポンポンとアイディアが出ると思ってな」

　呆あつ気けにとられたようなロイズに次いで、ゲイルが補足する。

「お前、今ず～っとブツブツ呟つぶやいてたんだぞ？　気がつかなかったのか？」

「え？　本当ですか？　うっわ、なんか恥はずかしい……」

　まったく気がつかなかった。燃えるように熱くなった顔をアーウィンは手で押さえる。

「でも、本当にアーウィンさんすごいです。私たちじゃ全然考えの及およばないような細かいところまで考えてて、アイディア出しますし」

「そうだな。先日の組長が来た時にも、貴様のアイディアで乗り切ったわけだからな」

　リーラとマチルダが揃そろってアーウィンを褒める。妙に居たたまれない。

　その時だ。ロイズは顎あごに手を当てて小さく唸うなり──とんでもないことを口にした。

「よし、アーウィン。お前を『副店長』に任命しよう」

「…………え!?　はぁ!?　なな、なんで急にそんな話に!?」

「当然の辞令だ。先日の件の功績をどう形にしようか考えていたのだが、今決定した」

「今ですか!?」

　本当にこの人はなにからなにまで突然すぎる。アーウィンは目眩めまいすら感じてしまった。

「そして、その功績はもちろんだが……やはりアーウィンは人間界での経験などを積極的に取り入れ、この店に貢こう献けんしてくれてきたし、これからもその手腕に期待が持てる。それらを総じて、相応の役職と給料を与えるべきだと判断した……不満か？」

　ロイズのあけすけなところや勢いは、時折ついて行けないと思うこともあるが、不思議と信頼できるから敵かなわないとアーウィンは思う。

　なにより、やはり認めてもらえたことが素直に嬉うれしく、

「……わかりました。『副店長』、喜よろこんでお引き受けします」

「うむ。今後ともよろしく頼むぞ、アーウィン。さっそくだが明日までに、さっき口にしていた案をまとめて提出してくれ」

「いきなり!?　しかも明日までって、もうすぐ営業始まったら身動き取れませんけど!?」

「それをどうにかするのが『副店長』の勤めだ。休きゆう憩けい中にでもまとめればいい」

　無む茶ちやな要望に頭を抱えるアーウィン。こんな昇進がまかり通って良いのだろうか。

　だが、そんなアーウィンの気持ちとは裏腹に、

「すげぇなアーウィン。今や俺を追い越して店のナンバー２か。もっと喜べよ！」

「自分もその辞令に異論はない。人間のクセになかなかやるな。見直したぞアーウィン」

　ケラケラ笑うゲイルと、尊敬の目まな差ざしを向けるマチルダ。二人の言葉に悪意がないのはわかっている。さすがのアーウィンも、渇いた笑みを浮かべることしかできなかった。

　そうして視線を流し──最後に止まったのはリーラだった。

「あの、えっと……。おめでとうございます！　アーウィンさん！」

「あ、う……ありがとう……」

　満面の笑みで祝福してくれたリーラに、気恥はずかしくなってアーウィンは小声で答えた。

「自分のお店を持ちたいっていう目標への、第一歩目ですね。私もできる限りサポートしますから、一緒に頑張りましょっ！」

「うん、まぁ、その……よろしくな。ははは……」

「もし業務が大変でヘトヘトになって自傷に走るようでしたら、いつでも言ってください。止血、お手伝いしますから♪」

「どうせだったら業務の方を手伝ってほしいかな！」

　まったくこの子は……。どんな状況でも、最後の最後まで吸血鬼らしくブレない。

　だが、リーラの言葉に同意であるのも事実だった。

　魔界で魔物相手の接客を学ぶため『人間就しゆう労ろう制度』を使って転職し、その職場でこうもトントン拍子で『副店長』に就任しようとは、夢にも思わなかった。

　いまだに魔物の価値観には不慣なれなことも多く、振り回されてばかり。だがそんな中で、『レストラン・フォリオーズ』で働くことは楽しいと思えるし、勉強になるとつくづく思う。

　それに、自分が今まで培つちかってきた知識を使って、目に見えて店が良くなっていく。

　それはアーウィンにとって喜よろこばしく、誇ほこりにすら感じる。

（……じゃなかったら、あんなにアイディア出せないしな）

　だからこそ自分は、『レストラン・フォリオーズ』で働くことを心から望んでいる。

　それに気がついてしまい、思わず誰にも見られないように笑みを漏らした。

「おっと。そうこうしているうちに、もう開店の時間だな」

　ロイズの一言で空気が変わる。みな背筋を伸ばし、開店を前に気合いを入れた。

「ここは一つ『副店長』になったばかりのアーウィンさんに挨あい拶さつしてもらいましょう」

「え？　お、俺が……？」

　リーラの発案に上うわ擦ずった声を出し、アーウィンは全スタッフへ目を向ける。

　魔物とか人間とか、そんな線引きなどないと示しているかのように。

　店で働く唯一の人間であるアーウィンへ、魔物であるみんなが笑顔を向けていた。

「そ、それじゃ……ゴホン」

　咳せき払ばらいをして喉のどを整えたアーウィン。

　人間社会を模も倣ほうし、文化的な営いとなみが定着した魔界。その王都であるコールテーゼ。

　城下町の外れに構える、魔物による魔物のための飲食店『レストラン・フォリオーズ』の開店が、人間の『副店長』によって高らかに宣言された。

「『レストラン・フォリオーズ』、オープンです！　よろしくお願いしますっ!!」





〈了〉














あとがき




　はじめまして！　第十一回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて審査員特別賞をいただきました、落おち合あい祐ゆう輔すけと申します。野球も声優も関係ない落合です。よろしくお願いします。

　さて、初めてのあとがき。謝辞を多めにして、余ったスペースを裏話や解説などに使おう……と思って書き始めたら、本当に隙すき間ましか残りませんでした。なんのこっちゃ。

　けれど僕はそのぐらい、いろんな方々の支えがあってあとがきを綴ることができています。せめてデビュー作ぐらいは、いいですよね？　もうしばしお付き合いくださいませ。




　さて。この作品を出版するにあたり、本当にいろんな方からご助力を賜たまわりました。

　まずは担当のＮ様。要領が悪くスピードも遅いド新人を、辛抱強く導いてくださりありがとうございました！　これからも努力し続けますので、どうか見捨てないでください！

　イラストのＳｙｒｏｈ先生。かわいいイラストの数々で本作品を彩ってくださり、本当にありがとうございます！　リーラのラフやカバーイラストが手元に届いた時は、イメージにピッタリ過ぎて泣くほど嬉うれしかったです。モチベーション上がりました！

　また、選考に携たずさわった編集部の皆様、審査員の先生方へも、厚くお礼申し上げます！

　特に選考の際、強く推してくださった志し瑞みず祐ゆう先生。初めてのプロの世界に自信を失いかけた時、先生の講評を読み返し何度カンフル剤にしたかわかりません。ありがとうございます。イチオシの称号に恥はじないよう尽力します。ところで『祐』の字がご一緒ですね！

　ほか、僕の執筆活動を応援、支えてくださった方が、本当にたくさんいらっしゃいます。

　本職として勤務している飲食店のオーナー様含む全スタッフ、関係者・お客様の皆様。

　投稿時、色々と相談に乗ってくれた、よきライバルでもある作家志望の友人達。

　本職も作家業も関係ないところで、しかし様々な形で応援してくださった皆様。

　ようやくプロの道へ踏み込めました。これからは作家として、作家らしい形でお返しします。お一人ずつ個別にお礼申し上げることができない無礼を、お許しください。

　そして……今まで心配をかけまくった家族へも。言葉にし尽くせないぐらいの感謝を込めて、この文を綴っています。みんなが応援してくれたから、最高にハッピーな今の僕がいます。これから少しずつお返ししていきます。遅くなってごめんなさい！

　なにより、本書をお手にとってくださった読者の皆様へも、最大限の感謝を！

　読者の皆様あってこその僕です。本当に心から、ありがとうございます！

　楽しんでいただけたでしょうか？　これからも応援していただけますと幸いです。

　それでは！　またいつか、どこかでお会いしましょう！





パスタだったらジェノベーゼが大好き　落おち合あい祐ゆう輔すけ
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